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京都大学結核胸部疾患研究所職員

(昭和60年 5月1日現在)

所 長 教 授 佐 川 弥之助

(内科学第一吾肝ヨ)

主任教授 :久世文事,助教授 :川合 満,講師 :倉沢卓也,助手 :西山秀樹,山本孝吉,桐谷良一,村山尚子,

講師(非常数):今井節朗,中井 準,吉見輝也,河野博臣,岩田猛邦,辻野博之,中西通泰,技官 :本間 トキ工,

技術補佐員 :片岡和美

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 ‥泉 孝英,講師 ‥門 政男,助手 :北市正則,松井祐佐公,平田健雄,講師 (非

常勤):日置辰一郎,中島道郎,佐藤篤彦,杉本幾久雄,北 徹

技官 :今井保代,技能補佐員 :谷間文子,曽根千雅,奥田敦子

(胸部外科学部門)

主任教授 :人見滋樹,助教授 :伊藤元彦,講師 :和田洋巳,助手 :光岡明夫,田村康一,斉木 稔,講師 (非常

勤):吉栖正之,秋山文称,日野常稔,宮田時夫,香川輝正,岡田慶夫,草二川 実

技官 :平井 要,技能補佐員 :高 淳恵,佐久間裕

(病理学部門)

主任教授 :竹田俊男,助教授 :鈴木康弘

助手 :細川呂則,樋口京一,講師 (非常数):三井洋司,馬場満男,江崎孝三郎,里内 緒

技官 :松下隆寿,小岸久美子,岩井昭一,技能補佐員 :門出一美

(細菌血清学部門)

主任教授 :杵 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,講師 (非常数):徳永 徹,湊 長博,佐渡敏彦

技官 :清水1-技,技能補佐員 :高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣-

講師 :永田和宏,助手 :前田遺之,堀内正宏

講師 (非常助):穂積本男,矢原一郎

技官 :島田道子,事務補佐員 :坪田晴子
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(臨床肺生理学書即ヨ)
主任教授 :佐川弥之助,助教授 :久野健忘,佐藤公彦,講師 :大井元晴,助手 :李 勝弘,講師(非常助):山林

-,仲田 裕,山田久和,大田和夫,中川正清,加藤幹夫,技能補佐員 :服吾β央子,石田嘉子

(事務部)

事務部長 ‥小林久雄,管理課長 :谷沢 充,庶務掛良 :中谷 章,同主任 :生駒時秀,同事務官 ‥野田芳子,乾

和巳,渡辺光子,水原貞子,事務補佐員 ‥杉山智美,田中裕子,経理掛長,佐野重信,同主任 :野元頼子,同事

務官 :佐藤良男,畑 勝,北野和男,梅田二郎,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :谷 泰雄,同技官 :進士

悟,松浦 康,藤木清文,小西善一郎,業務課長 :勝谷 武,医事掛長 :千葉修也,同事務官 :佐竹セツ,沢田

佳也 田村長生,殿崎雅弘,久富丈志,同技官 ‥竹内孝子,同事務補佐員 :集治昌代,中村房枝,土井弘子,大

谷小百合,二塚敬子,収入掛長 ‥石井利和,同事務官 :藤井芳克,関 保子,同事務補佐員 :多田真由美

(附属感染免疫動物実験施設)

私 設 長 (兼)教 授 ‥桂 義元,助教授 :西川伸一,技官 ‥飛田 勇,安岡倉一,大字雪雄,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技官 :増田 稔

(附属病院)

病 院 長 (莱)教 授 :大島駿作

(第一内科診療科)

科 長 (栄)教 授 :久世文章,外来医長 (莱)助教授 川合 満,病棟医長 (兼)講師 :倉揮卓也,医員 :

(研修医)岡崎美樹,加藤元一,久保喜朗

(第二内科診療科)

科 長 (莱)教 授 :大島駿作,外来医長 (莱)助教授 :泉 孝英,病棟医長 (莱)講師 :門 政男,医員 :

長井苑子,(研修医)三尾直士

(外科診療科)

科 長 (兼)教授 :人見滋樹,外来医長 (兼)助教授 伊藤元彦,病棟医長 (兼)講師 :和田洋巳,研修医 :

平田敏樹 ･富谷 誠

(理学呼吸器科診療科)

科 ~ 長 (兼)教 授 :佐川弥之助,外来医長 (兼)助教授 :佐藤公彦,病棟医長(兼)講師 :大井元晴,医員 :

奥井克治,栗山隆信,鎌苅邦彦,撮津知哲,(研修医)竹内 亮,藤田葉子,越久仁敬,

(検査部)

検査部長,助教授 :木野稔也,技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住夷史,春名和代,岡部好恵,山根すま

子,技術補佐員 :林すみ子,森下園子,宮野和子,田中佐和子

(放射綾部)

放射線部長 (兼)助教授 :久野健忘,技師長 :浜川純一,技官 :戒岡信長,大坂泰夫,曽我部康之,灘井智代子,

田中寵蔵,技能補佐員 :小林 忍,村上裕子

(麻酔部)

麻酔部長 (莱)助教授 :伊藤元彦

(輸血部)

輸血部長 (莱)助教授 :佐藤公彦

(手桁部)

手術部長 (兼)教 授 :人見滋樹

(材料部)

材料部長 (兼)助教授 :伊藤元彦

(薬剤部)

薬剤部長 :千熊正彦,薬剤主任 :沢岡平和,技官 :藤原寿子,小林千代子,川田昌子,川勝一雄,薬剤師 :中島
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英一,事務補佐員 :芦田明子

(看護部)

看護部長 :平野照子,看護部長 :小林とよ,松田比佐子,和多田すみ子,酉森三保子,副看護部長 :山本喜美,

丘 恵子,斉藤千鶴子,技官 :大山峯子,小林裕子,稲田ひろ子,山中祥子,柴田佐代子,松本敏技,藤井喜代

子,福田千恵子,末田恵子,後藤公美子,濃野ヒロ子,岩佐純子,松原千里,川中マスコ,今西美千乃,小林富

貴子,阿部喜代子,相川三千代,寺戸美枝子,山西順子,梅田正子,田尻春代,榊 喜久子,高橋わさ子,北川

繁子,小林梅野,永利明美,渡部幸子,安藤純子,水上絹子,荻田孝子,三宅童子,平畑早苗,内藤敏子,米沢

カヨ子,松田初枝,村西直美,稲垣美智子,湯浅里恵,Ea田正子,坂東フサェ,衛藤泰子,滝野清子,谷内かおり,

小畑宿世,玄 真利子,田中悦子,若村智子,久保田京子,原田芳香,能井美千代,内木カネ子,森 朝子,片

桐久江,山道美津子,宮本久子,渡辺ヒデ子,技能補佐員 :実光光恵,松本不二,曽我部京子,秋里 相,田中

綾子,舟橋岳示

教 官 人 事

内科学第一部門 川 合 満 助教授

昭和60年3月中西通泰助教授の後任として川合 満氏が内科第一部門の助教授として就任した｡川合氏は昭和

31年京都大学医学部卒業､一年のインターンののち昭和32年 6月京都大学結核研究部副手として研究生活を開始

し,昭和40年7月本部門助手を-て昭和46年4月京都大学講師 (結核胸部疾患研究部)に就任し今回の昇任に至

った｡川合助教授は数年問の結核化学療法の研究,ことに実験結核症を用いた化学療法術式の検索で多くの業績

をあげた後,近年の大気汚染にも関係し,極めて重要な研究課題となっている嘱息に取り組み,最も臨床的な課

題である鴨息の治療の研究を一途に進めている｡中でもステロイドの作用機序,テオフィリン系薬剤の体内動態

の研究などが主要な研究業績である｡最近では気道分泌液の病態生理についても精力的な研究がみられ,干渉低

周波の治療-の応用など臨床家としての氏の面目は躍如たるものがある｡

温厚で親切な人柄を返映してか,氏の担当している鴨息外来にはいつも多数の患者さんが詰めかけている｡一

つ一つの事柄を着実に遂行して行くのが氏のモットーである｡

京都府医師会の公害対策委員会委員の歴任をはじめ医師会の講演などにも積極的に協力するかたわら,国内外

の学会 (国際アレルギー学会,国際嘱息会議等)でも活躍している｡今後の氏の研究が広い臨床の場に貢献して

行くことを心から期待している｡ (久世 文章)

内科学第-一部門 倉 揮 卓 也 講 師

川合 満講師の後任として昭和60年3月,倉揮卓也君が本部門の講師として就任した｡

同君は昭和47年 9月京都大学医学部卒業後,本研究所で 2年間の研修医勤務の後,4年近く天理よろず相談所

病院呼吸器科内科医員として臨床経験を積み,昭和53年6月より本部門の助手に任命され,今回の昇任迄､巾広

く臨床研究に従事して来た｡ことに気管支系検査の手技を生かした診断に関する分野で,肺癌,気管支結核症等

の検等を積み重ね,ことに気管支結核症例の集積では余人に及ばぬものがある｡今後持前の指導力で本部門の臨

床の発展に貢献する所大なるものがあると信じている｡ (久世 文幸)

内科学第一部門 桐 谷 良 一 助 辛

福井県出身,昭和50年 3月京都大学医学部卒業,本研究所附属病院で2年間の研修医を経た後,天理よろず相
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談所病院呼吸器内科医員として7年間勤務した後,昭和59年7月 1日本部門助手に任命された｡天理病院勤務中

よりびまん性姉疾患の臨床,中でも気道病変の分野が同君の研究の中心であり,同病院で共同開発された1iquid･

filledalveolography(LFA)の検討を続けると共に,気道上皮の線毛運動の解析に取り組んでいる｡真面目な精

力的な研究者であり,ますますの健斗を祈っている｡ (久世 文事)

内科学第-部門 村 山 尚 子 助 手

徳島県出身｡昭和55年 3月京都大学医学部卒業｡本研究所附属病院での研修医,医員 (3年)を経て昭和60年

3月 1日内科学第-部門助手に任命された.現在の研究領域は好中球,マクロファージの殺菌能に関する分野で

ある｡ dualphagocytesystem としての両細胞の相互作用の解明が当面目差す所であるとの印象をうける｡同君

の研究が生体の場での感染症制圧の機構解明に貢献する日が来ると信じている｡健斗を祈る｡ (久世 文事)

臨 床 検 査 部 木 野 稔 也 助教授

昭和41年 3月京大医学部卒｡昭和42年12月本研究所助手,昭和46年6月から2年間米国,バッファローに在る

ニューヨーク州立大学病理学教室 (Cudkowicz教授)に留学｡昭和50年 1月医学博士｡昭和55年 8月内科学第二

診療科講師｡研究療域は呼吸器内科学,特に臨床免疫学｡業績としては "昆虫アレルギー",̀̀気管支嘱息'',̀̀PIE

症候群およびアレルギー性気管支肺アスペルギルス症''などに関する多数の論文がある｡昭和59年4月臨床検査

部助教授に任命された｡

奈良県の出身で,二児の父｡性格は温和であるが研究意欲はきわめて旺盛｡これからの臨床検査部長としての

活躍を期待したい｡ (大 島)

病 理 学 部 門 樋 口 京 一 助 辛

昭和53年京都大学農学部畜産学科卒業｡直ちに同修士課程に入学｡さらに昭和55年より京都大学大学院医学研

究科入学,大学院の期間に行った老化促進モデルマウスに沈着する老化アミロイドの免疫組織化学的研究および

血清中老化アミロイド共通抗原性物質の精製と特性に関する研究に対し医学博士が授与され,昭和59年 4月 1日

付にて病理学部門助手に援用された｡現在,樋口君を中心として行われている老化アミロイドに関する研究は,

いよいよ佳境に入ってきており,老化アミロイド蛋白およびその血清中前駆物質の一次構造決定も間近く,また

これを基礎にしてアミロイド遺伝子構造究明への糸口が得られつつある｡これらの研究は,これまで全く不明で

あった老化アミロイドーシスの発症機序,老化とアミロイド症との関連等の解明に大きく貢献するものと思われ

る｡今后の更なる大飛躍を祈るや切である｡

大学院在学中に当時臨床病理の医員として研究中であった旧姓戸田佳代子さんとのロマンスは知る人ぞ知るで,

学老夫婦としての今后の活躍も皆の期待と注目を集めている｡ (竹田 俊男)

胸部外科学部門 青 木 稔 助 手

昭和51年京大医学部を卒業し,直ちに本研究所の胸部外科学部に研修医として入局,52年 4月1日から54年 3

月31日まで長尾病院に勤務｡54年4月1日から4年間本学大学院博士課程にて学ぶ｡58年4月 1日から60年 3月

31日まで京都桂病院呼吸器センターにて胸部外科を専攻し,60年4月1日付けで胸部外科学部門助手に任命され

た｡温かい人柄は誰からも親しまれ,その誠実さにより皆の信頼をえている｡教室に新風を吹き込んでくれるも

のと期待している｡ (人見 滋樹)
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昭和59年度 京大胸部研学術講演会抄録 (教授就任講演)

1. 教授就任講演 抗酸菌の臨床細菌学

内科学第一部門 久 世 文 章

Mycobacterium tuberculosisを原因菌とする結核症が RFPとINHを主軸とする強力な化学療法の導入によ

って臨床的に制御可能な感染症になったことは極めてよろこぼしいことである｡欧米先進諸国と比較したときの

雁患率,死亡率の減少の遅れ,持続排薗患者の問題など解決すべき問題は残されているが,本症の治療に画期的

な進歩がもたらされ本症に関しての臨床上の問題点の多くが解決されたのは事実である｡

最近の感染症全般にわたる問題点として,原因菌の多様化と compromisedhostに対する感染 (日和見感染)

の増加に軌を一にして,抗酸菌感染症の分野でも,毒力の弱い,あるいは従来非病原性とされて来た菌種 (非定

型抗酸菌,AM) による感染症が増加している｡本研究所附属病院における過去10年間の抗酸菌分離件数にもこ

の傾向は明らかで,現在では全抗酸菌分離数の30-40%が時に AM で占められている｡これら弱毒の AM が気

道に集落化する何らかの環境要因の増加が示唆される｡また従来本邦では AM 症の主たる原因菌は M.intracel

Hulareと M･kansasiiであったものが,最近数年問他の数種の AM が本邦における AM 症の原因菌として確

認され,本研究所においても M･nonchromogenicum complex による稀な感染症を経験した｡さらに従来から

みられた M･kansassi症が最近急激に増加していることも忘れてはならない｡これら抗酸菌症の変貌に対処する

ため抗酸菌の臨床細菌学的鑑別同定の手技も確立されつつあるが,なお2,3の問題を残 しており,中でも現行

ナイアシンテスト手技の改良がまず必要であろう｡さらに高度の鑑別,同定を実施し得るReferenceLaboratory

の設置も必要であろう｡

現在の AM 症に関する臨床研究の課題として最重要なものは諸種 AM 症の治療術式の確立であると考える｡

特に本邦の AM 症の90%前後を占める M.intracellulare症は諸種の抗菌薬に抵抗し,重症例の死亡も増加して

いる｡検討の順序として諸種薬剤の irlVitro抗菌力の観察が必要であるが,結核菌とことなり,2,3の注意事

項がある｡M.intracellulareにおいては,ことに人工培地上に継代をくり返 した場合,同一菌株中に薬剤感受性

のことなるクローンの出現がみられることである｡AM 症患者から分離された直後の菌株には,薬剤抵抗性の大

きい単一のクローンがみられることが多いが,人工培地で継代をくり返すと,(1)薬剤 (KM,RFPなど)に比較

的感受性のあるクローンが出現する｡(2)CMG(cornmealglycerolagar)培地上でこれらのクローンは集落形態が

ことなり,比較的容易に1菌株から多種クローンの分別が可能である｡(3)薬剤感受性の上昇したクローンは同時

に毒力が弱まる傾向にある｡などの現象がみられる｡これらの現象は,一般細菌でみられる細胞質内遺伝子 (プ

ラスミッド)が本菌にも存在する可能性を示唆している｡実際的な面で invitroの薬剤抗菌力を検討する場合,

以上の諸点により,昆期間継代した保存菌株を使用するには注意が必要で,集落形態上,薬剤に対する抵抗性の

大きいクローンを分別して使用するか,患者からの新鮮分離株を使用すべきであろう｡またこの現象は実験動物

感染モデル作成に関しても種々の問題点を提起している｡ 実は本症に有効な薬剤を検定するに際して,勿論 in

vitroの抗菌力は先づ必要であるが,抗酸菌一般に通ずる特性として,これらの菌が intracellularparasitesであ

るという事実がある｡一般細菌 (急性化膿菌)とことなり,invitroで有効な抗菌薬が必ずしも invitroで有効

性を示すとは言えない｡すなわち抗菌薬が有効であるためには細胞内 (通常 mononuclearphagocytes系細胞)

においても有効な形で存在 し,一定濃度を保つことが必要であるという条件である.時にこの事実が忘れられる

傾向があるのは注意すべきだと考えているが,これらの条件を満たすためには,host-parasite-drug の関連系の

中で薬剤効果の検定を芙施せねばならず,したがって基礎実験で最も要となるのほ言うまでもなくinvivoでの

実験系 (実験動物感染モデル)ということになる.毒力の弱い M･intracellulareの実験動物感染モデルの作成は

困難を極めたが,菌株から単一クローンの作成と動物通過などを利用して,3年前本菌のマウス感染モデルの作
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成に成功して以来もっぱらこのモデルを用い諸種抗菌薬のスクリーニングを実施しているのが現状である｡

現在迄のところで治療実験の結果をまとめると,(1)単独薬剤では KM をはじめとするアミノグリコシッド系

薬剤に中等度以上の効果かみとめられる｡(2)KM など α アミノグリコシッドを含む3剤から5割併用で, in

vivoで治療効果の増強がみられる｡の2点を見出している｡

以上述べて来たごとく,抗酸菌という Genus全体を考える時,薬剤の効果の解析,病原性の解析,肉芽腫の

発生機序を含む解析など,多くの課題はいまだ未解決で,全て今後の研究にかかっている｡

2. 教授就任講演 京都大学結核胸部疾患研究所胸部外科部門の関連施設の胸部外科の水準 と

将来性
胸部外科学部門 人 見 滋 樹

は じめ に

当部門の主宰を寺松孝名誉教授から,59年4月1日に継承させて戴いてから約 1年が過ぎた｡当部門の胸部外

科領域における現在の水準と将来性を,関連施設を含めて検討し部門発展の基礎としたいと考え,教授就任講演

に上記テーマを選んだ｡

表 1 京 大 胸 部 研 胸 部 外 科 関 連 病 院 ( )責任者

呼吸器 外科

天理よろず相談所病院 胸部外科 (北野司久)

芋多野病院 外科 (生嶋宏彦)

京大胸部研 胸部外科 (人見滋樹)

北野病院 胸部外科 (乳腺外科を含む)(倉田昌彦)

国療沖縄病院 外科 (源河童一郎)

呼吸器科 (外科+内科)

市立島田市民病院 呼吸器科 (カレッド･レシャード)

福井日赤 呼吸器科 (高嶋義光)

市立舞鶴市民病院 呼吸器科 (松村理司)

ヴォ-リス記念病院 (大道重夫)

健保滋賀病院

国療比良病院

京都市立病院

京都桂病院

関西電力病院

兵庫中央病院

呼吸器センター (外村聖-,松延政一)

(安淵義男)

呼吸器科 (岡田英彦)

呼吸器センター (池田貞雄,船津武志)

呼吸器科 (桑原正喜)

呼吸器科 (寺松 孝,立石昭三)

神戸市立玉津病院 呼吸器科 (石井昌生)

倉敷中央病院 呼吸器科 (玉田二郎)

長尾病院 呼吸器科 (山本博昭)

国療千石荘病院 (平川公義)

呼吸器外科+心臓外科

市立静岡病院 胸部心臓血管外科 (秋山文弥)

国療岐阜病院 外科 (小林君美,伊東政敏)

高知市民病院 胸部心臓血管外科 (宮本信昭)

沖縄協同病院 心臓外科 (当山真人)

地域医療を中心とした一般病院

高浜病院 (青木幸平)

堅田病院 (木下修二郎)

国療紫香楽病院 (永井 彰)

明石逓信病院 (小野 孝) (順不同)
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1) 関 連 施 設

当部門関連施設の衡了解と御協力をえて,当部門の胸部外科学の現況と将来性を検討した｡表 1は関連施設と

その責任者を示 している｡責任者は全員が当部門出身者である｡束は静間から南は沖縄まで胸部外科を施行して

いる施設は26ヶ所であり,これに京大胸部研を加えた27施設の成績をもとに検討した｡これら27施設を専門分野

別に分類すると,表 1でみられる如く,4群に分けることが出来る｡即ち,1)呼吸器外科,2)呼吸器科として外

科も内科も診療する,3)呼吸器外科と心臓大血管外科の双方を行なっている,4)一般病院として地域医療の中核

をなしている,以上の4群である

2)手術症例数とその内訳け

昭和58年と59年に前述の諸施設で行なわれた手術例数とその内訳けを表 2にまとめた｡肺癌の切除が年間平均

442例,縦隔腫疫が100例,結核が203例,自然気胸が287例などが主なもので,呼吸器外科の総計は年間平均1388

例である｡ 一方,心臓 ･大血管の外科は年間平均529例であり,呼吸器外科と心臓外科の総計は,年間平均1928

例である｡

3) 悪性腫場に対する根治性の向上と機能温存を求めた手術

肺癌をはじめとする胸部悪性腫癌の根治性を高めるための拡大手術の限理をめざして,我々胸部外科医は創意

工夫を重ね修練を積んでいる｡ 癌浸潤のある周囲臓器合併切除としては Pancoast肺癌をはじめとする胸壁合併

切除,胸椎合併切除,上大静脈 ･右房 ･左房 ･大動脈等の切除,気管や気管分岐部切除術がある｡肺癌の根治性

と機能温存を計る手術として,気管,気管支形成術,肺動脈分節切除術が行なわれている｡

人工気管,人工血管,代用胸壁を用いての実験成績や臨床成績も積み重ねられている｡

表2 京大胸部研胸部外科関連施設手術症例数

肺 癌

転移性腫痴

肺良性腰痛

縦隔膜痴

胸壁 ･肋骨腫療

気管悪性腫療
(含浸潤性甲状腫療)

結核 ･膿胸 ･感染症

気管支拡張症

自然気胸 ･巨大肺のう胞

開胸肺生検

縦隔鏡検査

胸部外傷

肺内異物

先

天

性

変形胸郭矯正術

気管食道療

肺分画症

横隔膜ヘルニア

乳 癌

食道癌

その他

呼吸器外科の小計

心臓 ･大血管

胸部外科合計

8

9

5

0

6

7

6

1

2

0

6

0

0

2

1

1

2

2

1

2

9

0

2

7

1

5

4

1

1

3

1

2

0

5

.~
｢

.㌔

3

空

讐

竺

-
"
1

6

2

0

0

4

1

0

0

2

0

9

7

1

2

1

2

6

4

2

9

1

1

1

7

3

9

4

4

2

2

l

18

一
1

5

0

1

r
5

5

9

5

5

5

5

2

6

3

0

0

9

3

0

7

5

8

9

0

7

1

1

1

5

44

3

2

10

2

20

28

2

8

4

6

8

4

7

8

3

.
3

9

一
8

2

2
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表3 胸 部 外 科 部 門 の 課 題

Ⅰ 切除外科の練磨と成績の向上 (腫場,炎症,外傷,奇形)

Ⅲ 再建外科と新しい呼吸管理法の開発

Ⅲ 移植 (節,心肺同時)

解 決 法

1 先達からの伝統の伝承と現役の創意工夫

2 集学的治療の促進

3 関連病院間の交流-切瑳琢磨と共同研究-人の和

4 国際的比判に耐えられるデータの整理-コンピュータ化

5 胸部研の他部門,医用高分子研究センター,京大医学部,

および他学部との共同研究

7 他の大学や研究施設との研究の交流

8 外国留学の推進

これらはいずれも多年にわたる修練を要する外科的手技であるが,当部門関連施設ではこれらの手術が多数例

行なわれている｡

4) 胸部外科部門の課題と将来性

我々の課題と将来性については,表3に示した3点をあげたい｡世界の趨勢は呼吸不全患者に対しては,心肺

同時移植を行なう方向である｡この点で我国は完全に立ち遅れているが,表3の後半にあげた解決法で一歩々々

前進し,新分野を開拓していく決意である｡各方面の方々の御協力と御鞭樋を切望して止まない｡

終りに臨み,胸部外科医の心構えについて一言述べたい｡胸部外科医は生命に直結したmajorsllrgeryであり,

手術に際しては患者から生命を完全に委ねられている｡常に謙虚な気持で勉学に励げみ,祈りを込めて執刀すべ

きであると信じる｡

3. 成人T細胞白血病 (ATL)における ⅠⅠ.-2レセプターの発現異常

細 胞 化 学 部 前 田 道 之

成人T細胞白血病 (ATL)は1974年頃からその存在が認識されるようになり,1977年頃に高月,淀井,内山

らにより新しい疾患概念として提唱された｡1980年にGalloらにより分離されたヒト由来のC型レトロウイルス

(HTLV)が日沼 ･三好 ･吉田らにより本邦南西部に地域的な集中発生がみられる ATL の起因ウイルスである

事が明確になってきた事により大きな注目をあびるようになった｡ATL の発生数は毎年数百人と推定されてい

るが,その背後に数十万人ともいわれている HTLV の健康保有者が存在するのではないかと推定されている｡

HTLV の感染経路 ･感染から発病に到る過程についても膨大な研究にもかかわらず多くの疑問点が残されてい

る｡

我々は ATL患者の白血病細胞の増殖特性を明らかにするために ATLよりT細胞をT細胞増殖因子 (IL-2;

TCGF)を用いて選択的に増殖させる事を試みた｡当初 IL-2の入手に大きな困難があったがヒト牌細胞の培養

により高活性の IL-2が産生される事を兄い出し一つの問題点は解決された｡ATL患者末梢血から IL-2を加

えて培養する事によりほぼ全例比較的容易に白血病細胞と同様な表面形質 (ヘルパー型T細胞;0XT-4+)を示

すT細胞株が得られた｡更にHTLV健康保有者からも高率にT細胞株が得られたが,HTLVト )の健常人から

は安定して増殖するT細胞株は現在までのところ得られていない｡樹立されたT細胞株は例外なくHTLVのゲ

ノムを組み込んでいる｡即ち HTLV に感染したT細胞のみが安定な増殖を IL-2存在下で続ける事が明らかと

なった｡この様にして得られたT細胞株には抗 Tac抗体により認識されるIL-2レセプターが強く発現されてい

る事が全例において認められた｡一方,正常T細胞では IL-2レセプターが容易に消失LIL-2に反応しなくな

る事も明らかとなってきた｡この事から HTLV の感染により IL-2 レセプターが常時強く発現する事により

Ⅰし2 に対する反応性が克進する事がT細胞の異常増殖獲得への過程で重要な役割を果しているものと考えてい
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る｡事実 ATIJに由来する IL-2依存性のT細胞株はしばしば ⅠⅠ.-2依存性を離脱しいわゆる invitroでの トラ

ンスフォーメーションとして白血病様の細胞に変化する事が報告されており,我々の樹立した ATL-2細胞株で

も同様の所見が観察されている｡HTLVには典型的な癌遺伝子が存在しない事から,如何にしてT細胞がHTIJV

感染により悪性増殖能を獲得 して くるのかについてはほとんど明らかとなっていない｡我々は Ⅰし2レセプター

の発現異常が悪性化での過程で最も重要な要因の一つであると考え, Ⅰし 2レセプターの遺伝子レベルでの発現

の制御あるいは異常を明らかにするため IL-2レセプター遺伝子の単離を試みこれに成功し,この単離遺伝子を

用いた研究が進行中である｡本研究は淀井 (京大免疫研)･内山 (京大内科)･本庶 (京大医化学)らとの共同研

究によるものである｡

4･ 特発性間質性肺炎 と月琴原病性間質性肺炎

内科学第二部門 泉 孝 英

びまん性間質性肺炎は,気管支肺胞洗浄液 (BALF) リンパ球のうち,Tリンパ球,Bリンパ球のいずれがよ

り活性化されているかの所見から,Tlymph-)cytealveolitis,Blymphocytealveolitisの二群に大別されることを

提唱して来たo特発性間質性肺炎 (IPF),腰原病性間質性肺炎 (腰原病肺)はBlymphocytealveolitisに分類され

るびまん性間質性線維化肺炎 (DIFP)である｡これら DIFPの病態生理,病変の成立機序をより明らかにする
目的で,IPF,腰原病肺症例について BALを行ない,各種モノクロナール抗体を用いて ⅠうALFマクロファージ

およびT リンパ球サブセットの検討を行ない以下の成績を得た｡

1. DIFP の活動期症例では OKMl十,OKIal十マクロファージの増加が認められた｡ 安定期症例では健管

人値とほぼ同様であった｡

2. Tリンパ球サブセットをみると,lPF,PSS肺,DM 肺ではOKT4-リンパ球>OKT8十リンパ球であり,

SLE肺,RA肺,Sj6gren症候群肺,MCTD 肺では OKT8十>OKT4十であった.なお,Sjdgren症候群に伴う

LIPの1例では OKT4+>OKT8+であった｡

これらの成績は,症愚の活動度の判定,鑑別診断上有用な所見であるのみでなく,病変の成立機序,病態生理

を考察する上での重要な所見であると考えられる｡

5. 肺 の脂肪過 酸化防御機構 について

臨床肺仕理学部門 佐 藤 公 彦

不飽和脂肪酸の結果で生成される過酸化脂質は, リン脂質を主体とする生体膜を障害することによって多くの

疾患の基本的な反応の起因物質とみられている｡このため,生体には脂質過酸化に対する種々の防禦機構が備わ

っている｡なかでも,SuperoxidedismutaSe(.SOD),Catalase,Gltltathioneperoxidase(GSHpx)の抗過酸化酵素,

および VitamineEの本態である α一Tocopherolはradicalscavengerとしてよく知られている｡今回の報告は肺

での脂質過酸化防禦機構を検討するためのものであった｡

3カ月間 oJJrocopherol欠乏飼料で飼育したラット (血清 α-Tocophero12･90±0･46FLg/mg肺 α-Tocopherol

o.038±0.003ng/mg,wetweight)は対照群 (血清α:rocophero16･39±0177FLg/ml,肺 α-TocopherolO･788±

0.59ng/mg.W･W)に比較 して肺の TIiA-反応物質は90･7%増加した｡TBA一反応物質は過酸化脂質の示標であ

り,α一丁OCOpherol欠乏ラットでは肺の脂質過酸化元進を示すが,これに対して GSHpxは67･5%減少 し,一方

soDは変動を示さなかった｡これらのラットに高濃度酸素曝露 (FIO20･96,24時間)をおこなうと,対照群では,

TBA一反応物質が18.7%増加し,肺の GSHpこく,SOT)活性はそれぞれ25･7%,10･6%上昇 した｡

一方,α/rocopherol欠乏ラットに高濃度酸素暴露をおこなうと死亡率が著しく上昇 したが TBA一反応物質の

増加には変化がみられなかった｡また,肺 GSHpxは51･3%の増加を示 したが SOD の変動はみられなかった｡

次にこのモデルラットに Paraquatを投与 した｡Paraquatは一般に農薬として用いられ,酸化還元反応を繰り返

す過程で,活性酸素を生成 し組織障害をもたらすと考えられている｡対照群ではParaquat投与 (20mg/kg腹腔

内24時間)で肺 GSHpx,S()Dはそれぞれ27.2%,8.4%減少 し,TBA反応物質は44.9%減少 した｡この TIiA-
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反応物質の低下の理由については不明であるが,TBA一反応物質の測定値を肺湿重量によって標準化しているた

め Paraquatによる肺水腫が過小な結果をもたらしていると考えられた｡また,invivoで Paraquatが Malon-

dealdehydeすなわち TBA-反応物質の生成を抑制するという報告もあり興味がもたれる｡α-Tocopherol欠乏ラ

ットにParaquatを投与すると死亡率が上昇しGSHpxはさらに減少 (55.5%) したがSODは変動を示さなかっ

た｡

以上の結果より次のように考察した｡SOD は誘導をうけやすい抗過酸化酵素であるが,α-Tocopherol,TBA-

反応物質の変動に無関係であり,その radical処理能には小さい｡一方,GSHpxの減少は TBA一反応物質の増

加,死亡率の上昇と一致しており,脂質過酸化防御における役割が大きいことが示唆される｡

6. T細胞の検 出と分類

細菌血清学部門 桂 義 元

T細胞は骨髄中の多能血液幹細胞 (p-stem)に由来する｡Abramsonらの染色体マーカーを利用した研究によっ

て,T細胞に限定された幹細胞 (T-stem)の存在が示唆されている｡しかし,T-stem は分離同定されたわけでな

く,p-stem からT細胞へ至る分化過程は全く未解明である｡我々は,T･stem の存在を明らかにし,その性質を

明らかにする目的で研究を行なった｡

幹細胞の donorとして BIOThyl.1マウスを,recipientとして B6マウスを用いた｡donor由来T細胞は

recipientの胸腺細胞を FITCでラベルした抗 Thy1.1抗体で処理し,OrthoSpectrum IIIアナライザーで検出

した｡一部の実験では beigeマウスを donorとして granulocyte-の分化を,また LPS-nonresponderの

BIOScCrマウスを recipientとしてB細胞-の分化をしらべた｡

(1) T-stem 解析系の確立｡幹細胞から T 細胞-の分化に関する研究は,従来放射線の全身照射を行なった

recipientにT細胞マーカーをもつ donor細胞を移入することによって行なわれてきた｡しかし,この実験系は,

(a)仮に T-stem が分離されたとしてもT-stem のみを移入したのでは recipientは生存できずT細胞-の分化も

解析できない｡(b)T細胞マーカーのみを見たのでは T-stem と p-stem を区別することができない,という基

本的な欠陥がある｡我々は部分照射マウスを recipientとして解析する方法を開発した｡また,T細胞マーカー

の他にB細胞と granulocyteのマーカーも用いた｡たとえば,片足と尾または胸腺シールドとして照射したマウ

スに1･5×107個の骨髄細胞を移入すると,胸腺細胞の約50%が donor由来となる｡B細胞,granulocyteについ

ても同様である｡種々検討の結果,この系では幹細胞の数をかなり定量的にしらべられることが明らかとなった｡

幹細胞は donorの胸腺中には全く存在せず,牌臓中にはごくわずかに存在する (骨髄の1/100-1/1000)0

(2) T-stem の存在｡全射照射し,BIOThy1.1マウスの骨髄移入を受けて1週目の B6マウス (ⅩB-7)では,

骨髄は全くT-stem 能がなく,牌臓は強い T･stem 能をもっている｡一方,ⅩB-7の牌臓中にはB細胞と gra-

nulocyteの stem は少ないことから,ここに T-stem が多数作られていることが明らかである｡

7. 食餌条件 と老化制御一老化促進モデルマ ウス (SAM)による実験的研究

病 理 学 部 門 河 野 篤 子

我々が開発した老化促進モデルマウス (SAM)は加齢に伴い,我々が考案した老化度判定基準による老化度評

点および新しく発見した老化アミロイド:ASsAMの沈着程度が増加することを報告してきた｡今回,SAM に

対する食餌の制限が老化度評点,老化アミロイド沈着程度および寿命におよぼす影響を観察した｡その結果,食

餌制限が明らかに促進老化制御の一方法として有効であることが確認されたので報告する｡生後4週齢に達した

SAM-P/1および正常老化を示す SAM-R/1を以下の3群に分け,各々の食餌条件にて実験を開始した｡(1)対照

群 :25%カゼイン食投与,(2)80%群 :対照群の摂取量の80%を投与,(3)60%群 :対照群の摂取量の60%を投与｡

これらの食餌はヒトの食事様式に近づけるため,朝 ･夕夫々1回各2時間の mealfeeding とし,水は自由摂取

させた｡体重は毎週測定し,老化度判定は我々が考案した老化度判定基準に従い,実験開始後2ケ月毎に行った｡

各マウスの弊死期を確認し,ほぼ全臓器のパラフィン切片が作成され,その HE,コンゴ赤染色標本を用い病理
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組織学的に行 った｡老化アミロイドの同定は,抗 ASsAM抗血清を用いた PAP法により,生後 8-12ケ月の期

間に死亡 した例を対象として免疫組織化学的に行った｡皮膚 ･肝牌および章丸の老化アミロイド沈着程度は,画

像解析装置 KONTRON MOp -AMO3,を用いて沈着部位の面積を測定することで観察された｡老化度評点は

SAM-良/1,-P/1共に対照群に比 し制限食群で減少し,その程度は60%群で著 しかった｡-良/1系では実験開始後

6ケ月で差が現れ始め,8,10ケ月後には,60%,80%群の値は対照群に比 し有意に低値を示 した｡80%,60%

群間の差はなかった｡-P/1系では,実験開始後 4ケ月で対照群,80%群,60%群の順に値が低 くなる傾向が現れ,

6ケ月後には,80%,60%群共に対照群に比 し有意な低値を示 した｡8ケ月後には80%群と対照群間の差はなく

なったが,対照群と60%群問の差は8,10ケ月で有意であった｡10ケ月後の60%群の値は対照群のほぼ1/2とな

り,同月齢の SAM-R/1系の値とほぼ等しくなった｡このことより明らかに老化徴候の抑制がみられた｡SAM-

P/1の肝,皮膚および華丸の老化アミロイド沈着程度は,対照群に比 し60ノ%群で有意に減少 した｡皮膚において

のみ60%群と80%群間の差は有意であった.碑においては60%群は対照的に比 し明らかな低値を示 したが,有意

ではなかった｡SAM-P/1において,60%群は対照群に比し,有意な寿命延長効果があることが確認された｡平

均寿命において,60%は対照群に比 し28･2%の延長を示 し,tenthdecileではこの傾向がさらに明らかとなり62.9

%の延長をみた｡SAM-R/1においても著明な効果がみられ,60%群は対照群に対し平均寿命で15%,tenthdecile

では11%の延長を示 した｡以上,環境因子の中で重要と考えられる食餌条件が老化現象に重要な影響を与えるこ

とがわかった｡

胸部研特別ゼミナール

120回 59年10月27日 細胞分裂と収縮性蛋白質

121回 59年12月 5日 組織細胞の分化転換

122回 59年12月19日 血管細胞の培養とその老化研究-の応用

123回 60年 2月27日 ヌー ド遺伝子の発現に関して

124回 60年 3月11日 血液幹細胞の増殖と分化

(東大教養学部)馬淵 -誠

(岡崎基礎生物学研)江口 吾朗

(微生物工業技術研)三井 洋司

(愛知癌センター研)児島 昭徳

(信州大 ･医 ･小児科)中畑 龍俊

125回 60年 3月15日 未分化テラトカルシノーマ細胞における遺伝子発現の制御とクロマチン構造

126回 60年 3月18日 胸腺内におけるT細胞の分化成熟

業 績 目 録

(広島大 ･原医研)丹羽 太貫

(東海大 ･医)垣生 園子

内科 学 第 一 部 門

〔学 会 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

武藤 貢,桜井信男,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,久世文幸,川合 満,中西通泰,前川暢夫,片上信之,

中井 準,李 英徹,内平文章,小田芳郎,種田和清,岩田猛邦 :ステロイド療法に続発 した肺結核症の臨床的

検討,第59回日本結核病学会,(要望課 Ⅳ随伴感染症としての結核症),1984.4.8.

桜井信男,久世文事,前川暢夫 :一般抗菌薬を含んだ M.avium-intracellulareマウス感染モデルに対する効果

(細菌Ⅲ),同上,1984.4.8.

久世文章 ･桜井信男 ･前川暢夫 :Spiro-piperidylrifamycin(LM427)の M.avium-intracellulareに対する

invitroの制菌効果 (細菌Ⅲ),同上,1984.4.8.
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李 啓充,久世文章,前川暢夫 :マウス腹腔マクロファージの諸種抗酸菌会食に伴うスーパーオキサイドの産

壁 (免疫Ⅲ),同上,1984.4.8.

倉沢卓也,丸井康子,桜井信男,李 啓充,武藤 真,村山尚子,山本孝吉,西山秀樹,川合 満,久世文幸,

中西通泰,前川暢夫,内平文章,小田芳郎,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,黒田直明,辻野博之 :気管 ･気管

支結核の臨床的検討 (肺外結核),同上,1984.4.8.

桜井信男,久世文事,前川暢夫 :マウス M.intracellulare感染症に対する諸種薬剤の併用効果 (I)第32回日本

化学療法学会総会,1984.6.6.

武藤 真,倉沢卓也,川合 満,中西通泰,久世文事,片上信之,李 英徹,小田芳郎,岩田猛邦 :ステロイ

ド治療患者の肺結核の発症について第113回日本内科学会近畿地方会 (大阪),1984.6.23.

桜井信男,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,川合満, 中西通泰,久世文事 :肺非定型抗酸菌症の臨床像 (I)一

発症要因と発見時のⅩ線像について.第53回日本結核病学会近畿地方会 (大阪),1984.6.30.

李 英徹,太田仁八,西村干波,片上信之,坂本京子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,石井昌生,庄村東洋,

中井 準 :当院における肺結核の外科的治療例の検討 第53回日本結核病学会近畿地方会 (大阪).1984.6.30.

倉沢卓也,武藤 真,川合 満,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :気管 ･気管支結核症の臨床的検討.第7回

日本気管支学会総会.1984.7.6.徳島.

武藤 真,江崎 寛,鈴木雄二郎,長谷光雄,高島義光 :当院における非定型抗酸菌症の検討.第31回日本結

核病学会北陸地方会.1984.ll.10.

桜井信男,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,中西通泰,久世文事,鈴木康弘,竹田俊男,杉之下俊彦,小原幸

信 :RA に合併した M･intracellulare症の-剖検例.第54回日本結核病学会近畿地方会,1984.ll.17.大阪.

加藤元一,倉沢卓也,桐谷良一,山本孝吉,西山秀樹,川合 満,中西通泰,久世文幸,足立 至,磯谷活彦,

栗山隆信,田本敦子,内田点- :multiplemyelomaに合併した肺結核の-症例.第54回日本結核病学会近畿地

方会,1984.ll.17.大阪.

2.腫 痩

村山尚子,白川太郎,丸井康子,武藤 真,小笹晃太郎,李 啓充,桜井信男,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓

也,川合 満,久世文章,中西通泰,前川暢夫,細川昌則,鈴木康弘,竹田俊男 :胸部Ⅹ線上陰性の中心型岳平

上皮癌の三症例 第40回日本癌学会関西支部会,1984.2.4.大阪.

倉沢卓也,白川太郎,丸井康子,武藤 兵,小笹晃太郎,村山尚子,桜井信男,李 啓充,山本孝吉,西山秀

檎,川合満,久世文事,中西通泰,前川暢夫,田村康一,細川昌則,鈴木康弘,竹田俊男 :縦隔原発悪性線維性

組織球腫の-剖検例,同上.

牛田伸一,白川太郎,丸井康子,小笹晃太郎,村山尚子,武藤 真,桜井信男,李 啓充,山本孝吉,西山秀

檎,倉沢卓也,川合 活,久世文章,中西通泰,前川暢夫 :Co-enzymeQIO及び VitamineE併用による放射線

肺臓炎予防効果の臨床的検討,同上.

片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原亨介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :胸部Ⅹ線胸壁に接する腫癖影に

試みた EchoGuidedNeedleAspirationBiopsy(EGNAI】)の有用性,同上.

望月吉郎,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,種田和清,桐谷良一,岩田猛邦,藤尾彰,北野司久,上田善通,

小橋陽一郎,市島国雄 :全身転移をきたした気管支カルチノイドの2症例,同上.

坂本贋子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :チューブドレナージ及び胸腔内

制癌剤注入療法による癌性胸膜炎の治療- 本院に於ける制癌剤の予後の検討- ,同上.

赤土正洋,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :低K血症,高血圧症,

高 ACTH 血症を伴った肺小細胞癌の一例,同上.

井野隆光,沢幡 正,丸井昭吾,田中健一 :エポキシ樹脂硬化剤の変異原性 構造 ･活性相関-の量子化学

的アプローチ.第57回日本産業衛生学会,1984.6.13.札幌.

倉沢卓也,久世文章,前川暢夫,中村達夫,渡辺 智,樋口加代子,竹田俊男,中島道郎,Pseudolymphoma

の一例.第23回胸部疾患学会近畿地方会.1984.6.30.大阪.
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倉沢卓也,久世文章,前川暢夫,中村達夫,渡辺 智,樋口加代子,竹田俊夫,中島道郎,Pseudolymphoma

の-手術例.同上.

辛 龍雲,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :低 Na血症を呈した

悪性胸膜中皮腫 (線維型)の-剖検例.同上.

網谷良一,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吉郎,種田和活,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄,平井正志 :両肺の著しい縮少を呈し特発性間質性肺炎との鑑別が困離であった肺腺癌の一例,同上.

李 英徹,奥平晃久,片山信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,宮本 覚,庄村東洋

:気管支内軟骨腫の-治験例.第7回日本気管支学会総会.1984･7･6.

長谷光雄,江崎 寛,鈴木雄二郎,坂東憲司,高嶋義光 :当院における小細胞未分化癌の治療成績.第18回肺

癌学会北陸地方会.1984.7.14.

江崎 寛,鈴木雄二郎,坂東憲司,長谷光雄,高嶋義光 :最近40例の癌性胸膜炎に対する胸膜癒着術の成績.

同上.

鈴木雄二郎,江崎 寛,坂東憲司,長谷光雄,高嶋義光,吉森哲夫 :細胞診と組織詮が一致しなかった肺癌症

例の臨床的検討.同上.

朝倉庄志,松井輝夫,八木一之,藤 彰,北野司久,望月吉郎,藤本憲弘,田口善夫,桐谷良一,種田和清,

岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄 :原発性肺平滑筋肉腫を疑われた一切除例.第41回日本肺癌学会関西支部会.

1984.7.21.大阪.

黒田直明,倉田卓也 :肺原発と思われる悪性 l)ンパ鷹の一例.同上.

岩崎博信,片上信之,坂本旗子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :受診動機からみた当院肺癌症例

の検討,同上.

片上信之,赤坂隆史,小西弘起,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :MAC

(MMC,Adriamycin,Cisplatinum)療法による肺線癌治療の試み.同上

坂本贋子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 ‥非観血治療にて 2年以上生存し

えた肺癌31症例の検討,同上.

藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和活,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄 :肺癌に合併した癌性心のう炎の臨床と治療の問題点,同上.

黒田直明,坂東憲司,古川恵三,白川恵俊,戸田常紀,宮崎都志幸,白川正徳,松岡貿光,門田一郎,小柳津

直樹 ‥HCG産生を示した縦隔原発 gprmcelltumorの1剖検例.第114回日本内科学会近畿地方会.1984.9.22.

藤本憲弘,大西利明,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,網谷良一,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一

郎,市島国雄 :肺癌に合併した癌性心のう炎の臨床と治療上の問題点 第25回肺癌学会総会.1984.10.30.

片上信之,小西弘起,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,肺癌におけるリニア

型電子スキャンの応用- 診断から治療へ一一,同上,1984･10･30.

坂本虞子,片上信之,李 英徹,石原掌介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :非観血治療を行い2年以上生存

した肺癌症例の検討,同上,1984･10･31.

石井賢二,長野 豊,大草知子,岸田贋子,富田誠人,牛田仲-,門尾 誠,中原保治,中原由紀子,松山学

一,桂 栄孝 ‥Pachydermoperiostosisで発症した肺癌の1軋 第24回日本胸部症患学会近畿地方会,1984.ll.

17.

黒田直明,坂東憲司,倉沢卓也,坪田紀明 気管支結石症の2症例,同上,1984･11･17･大阪.

梶村幸三,石原享介,中井 準,荻野均,西内 素,筒井 孟 : Postinflammatorypseudotumorと思われる

1例,同上,1984･11･17･

3. 感染症の化学療法

中西通泰,他 :びまん症に進行する気管支の拡張.第24回日本胸部疾患学会総会 (肺疾患 Ⅰ),1984･4･5.

李 啓充,武藤 頁,白川太郎,丸井康子,村山尚子,西山秀樹,桜井信男,山本孝吉,倉沢卓也,川合 満,

久世文幸,中西通泰,前川暢夫 :慢性関節 リューマチに伴った細気管支炎の3症例,同上,(ラウンドテーブル,
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ディスカッション),1984.4.6.

久保明美,笹田昌孝,西山秀樹,山本孝吉,加川大三郎,安田精華,西村利朗,内師活人,中村徹 :好中球の

殺菌機序における貧食空胞形成の意義 ･続報,第46回日本血液学会総会.1984.4.12.

山本孝吉,村山尚子,西山秀樹,前川暢夫,西村利朗,久保明美,笹田昌孝 :マクロファージに於る貧食と酸

素代謝活性の解析,同上,1984.4.12.

笹田昌孝,久保明美,西村利朗,安藤聖章,加川大三郎,内師活人,中村徹,山本孝吉,西山秀樹 :培養ヒト

単球の殺菌能と活性酵素の関連について.同上,1984.4.12.

今川八束,角田沖介,他 :腸チフス患者の調査研究1982,感染性腸炎研究会 (会長,斉藤誠)第58回日本感染

症学会総会,1984.4.19.

山口 剛 ,角田沖介,他 :感染性腸炎起因菌とその薬剤感受性 (昭和58年)感染性腸炎研究会(会長 ･斎藤誠)

同上,1984.4.19.

松原義雄,角田沖介,他 :輸入感染性腸炎について1983年の調査研究,感染性腸炎研究会 (会長.斉藤誠)罪

58回日本感染症学会総会発表,1984.4.19.

田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,桐谷良一,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 :慢性気道感染症の外来化学療法

について- DL8280を中心に.第32回日本化学療法学会総会.1984.6.4.札幌.

李 啓充,中西通泰,前川暢夫,谷川允彦 :胸部悪性腫疫の in vitro における制癌剤感受性 (Clonogenic

assayによる検討).第32回日本化学療法学会総会,1984.6.5.札幌.

山本孝吉,村山尚子,西山秀樹,前川暢夫,笹田昌孝,加川大三郎,久保明美,安藤聖章,西村利朗,内師活

人,中村 徹 :Clindamycinphosphateの白血球及び肺胞マクロファージ-の移行並びに自血球内細菌に対する

殺菌活性に関する研究,第32回日本化学療法学会総会,1984.6.5.

望月吉郎,南部静洋,大西利明,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,上田善道,

小橋陽一郎,市島国雄,いわゆる末期肺炎の剖検例での検討,第32回日本化学療法学会西日本支部総会,1984.

12.13.岡山.

辛 龍雲,松井聖架,川畑信也,高塚勝哉,田中友二,吉川信嘉,小松 隆,角田沖介 :リステリア髄膜炎の

自験例,第115回内科学会近畿地方会.

4. 気管支嘱息,アレルギー性疾患

川勝一雄,洋間平和,千熊正彦,川合 満,前川暢夫 :テオフィリンの体内動態に及ぼす トラニラストの影響,

日本薬学会第104年会)1984･3･29.

田中健一,西村富美子,丸井昭吾 ‥TDIによるラット接触過敏症惹起の試みについて,第54回日本衛生学会

1984.4.4.米子.

奥泉仁一,田中健一,吉田治弘,池本卯典 :細管式等遠電気泳動法による鼻汁蛋白成分の研究,第34回日本電

気泳動学会,1984･6･8･東京.

岡本 豊,田中健一 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第 7報)鼻アレルギーモデルにおける鼻

粘膜の好塩基性細胞の動態に関する若干の知見,第35回日本アレルギー学会,1984.6.27.京都.

奥泉仁一,田中健一 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第 8報)等速電気泳動法による鼻アレル

ギーモデル鼻汁成分の検討,同上.1984.6.27.京都.

田中健一,岡本 豊,奥泉仁一,張 寛正,杉山正夫 ‥TDI鴨息モデルに観察された鼻粘膜の形態学的変化

について,第23回日本鼻科学会.1984.10.6.東京.

奥泉仁一,田中健一 :等速電気泳動法による鼻汁蛋白成分の研究,第23回日本鼻科学会,1984.10.6.東京.

MitsuruKawai,RyoichiAmitani,TakuyaKurasawa,KojiEbe,FumiyukiKuze:Evaluationofherbal

drugsonthebasisofChineseMedicineforthetreatmentofbronchialasthmaXVIIInternationalCongress

ofInternalMedicine,SatelliteSymposium･Kyoto･October12.1984.

MitsuruKawai,TakuyaKurasawa,FumiyukiKuze,YukinobuYasuda,YasunobuTotani,OsamuKouno

DrugevalvationofTranilast,Interasma,MexcoOctober22,1984.
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HiroshiShuto,KazumasaTanaka,TakefumiKunieda,KazukioNakagami,HazimeSuzuki,EiseiNoguchi,

MitsuruKawai,ShigeruNakagawa:Interferentiallow freguency(ILF)therapyinpatientwith bronchial

asthma,Interasma,MexcoOctober22,1984.

田中健一,井野隆光,岡本 豊,竹岡明美,花田 哲,川合 満,河野茂勝,大幡勝也 :TDlによる実験的

アレルギーに関する研究 (第 5報ラット接触過敏症惹起に関する試み.第34回日本アレルギー学会,京都,1984.

10.27.

田中健一,竹岡明美,花田哲,奥泉仁一,井師隆光,川合 満,河野茂勝,大幡勝也 :TDIによる実験的ア

レルギーに関する研究 (第 6報)TDI感体モルモット鼻粘膜よりのヒスタミン遊離に影響を及ぼす因子につい

て.同上,1984.10.27.

束向一郎 :Disodium cromoglycate(DSCG)の薬物動態(続報)- 吸入後の息ごしらえ (breath-holding)効果

の検討.第34回日本アレルギー学会総会.1984.10.29.京都,国立京都国際会館.

川合 蒲,倉沢卓也,安田行信,戸谷康信,高納 修 :Tranilastの薬効評価,第34回日本アレルギー学会,

1984.10.29.京都.

川勝一雄,千熊正彦,川合 溝 :テオフィリン連続投与時の体内動態に及ぼす トラニラス トの影響,第34回日

本薬学会近畿支部総会,1984･11･3･武庫川.

奥泉仁一,田中健一,吉田治弘,池本卯典 :細管式等速電気泳動法による動物およびヒトの鼻汁蛋白成分の検

討.第35回日本電気泳動学会.1984.ll.15.久留米.

奥泉仁一,田中健一,吉田治弘,池本卯典 :細管式等速電気泳動法による鼻アレルギーモデル鼻汁蛋白成分の

研究,第4回等速電気泳動シンポジウム,1984･12･4,東京.

5. 心 身 医 学

河野博臣 :癌患者の Qualityoflife,第 1回国際心身医学会アジア部会,1984.5.19.-東京.

河野博臣 ‥シンポジウム ｢生涯各期における心身症をめぐる諸問題｣4.老年期,シンポヂス ト,第25回日本心

身医学会,1984.7.6-7,於拍川.

河野博臣 :シンポジウム.末期癌患者のケア 司会,日野原重明,河野 博.第22回日本癌治療療学会,1984･

9.28,於東京.

HiroomiKawano:QualityofLifeincancerPatientsinJapan･

Chairperson･HiroomiKawano,PhychologlCalcare

河野博臣 :WHO WorkshoponOtlalityonLifeincancerPatients,Tokyo,1984･Nobember18,1984･組

織委員.

6. そ の 他

田口善夫,田中栄作,汐見幹夫,藤本憲弘,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 ‥中葉症候群- その

成因についての検討- 第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.5,東京.

桐谷良一,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 :いわゆる `̀気管支拡張症"にお

ける Liquid-FilledAlveolography(60% Urografinを用いた肺胞造影)の意義,第24回日本胸部疾患学会総会,

1984.4.6.東京.

片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気胸の治療に対する OK-432

(ピシバニール)を用いた Chemicalpleurodesisの有用性.第24回日本胸部疾患学会総会.1984･4･6･

藤本憲弘,汐見幹夫,田中栄作,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :肺吸虫症4例の検討･

第23回日本胸部疾患学会近畿地方会.1984.6.30.大阪.

八木一元,北野司久,藤尾 彰,朝倉庄志,松井輝夫,岩田猛邦,種田和活,桐谷良一,望月吉郎,藤本憲弘,

田口善夫,田中栄作,市島国雄,小橋陽一郎 :肺アスペルギールス症 5切除例の検討.第23回日本胸部疾患学会

近畿地方会,1984.6.30,大阪.

田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国
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雄 :臨床上アレルギー性肉芽腫性血管炎と考えられた結核性動脈周囲炎の1例,同上.

田口善夫,田中栄作,藤本意弘,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄 :自然寛解前後に気管支造影所見を検討し得た肺好酸球性肉芽腫症の1症例,同上.

藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :Uvero-parotidfever(Heerfordt

症侯許)の3例,同上.

牛田伸一,長野 豊,石井賢二,中原由紀子,中原保治,門屋 誠,横田 誠,松山栄一,本間 真 :著明な

低 Na血症をきたしたサルコイドーシスの1例,同上.

田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吾郎,網谷良一,種田和清,岩田猛邦,朝倉庄司,松井輝夫,八木一之,

藤尾 彰,北野司久,上田善道,小橋陽一郎,市島国雄 :葉切除にて著明に Pa02の改善した肺動静脈の1例,

同上.

石原享介,小西弘起,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :難治性気胸に対する

経気管支的フィブリノーゲン,トロンビン注入の試み,同上.

片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支鏡下結石摘出によって閉

塞性肺炎が改善した気管支結石症の1例,同上.

青田正樹,大頭信義,神野君夫,中山正吾,牛田仲一,中原保治,杉山栄一,桂 栄孝 ‥Swyer-James症候群

との関連が疑われた左肺褒状気管支拡張症の1切除例,同上.

郡山俊昭,織野彬雄,東 郁夫,山田栄一,金子滋夫,井本 勉,満谷進,森本頁成,平出 典 ‥甲状腺機能

低下症に伴う貧血症,acanthocytosisを認めた2症例について.第113回日本内科学会近畿地方会,1984.6.23.

大阪.

石原享介,小西弘起,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支結石による中

葉症候群.第7回日本気管支学会,1984.7.7.

長谷光雄,江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 真,高嶋義光 :当院における原発性異型肺炎の検討,第31回日本結

核病学会,第20回日本胸部疾患学会,第5回日本気管支学会 ･合同北陸地方会,1984.ll.10

江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 真,長谷光雄,高島義光:腫癖状陰影を呈し,開胸後診断が確定した症例の検

討,同上.

高島義光,江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 真,長谷光雄 ‥気縦隔 CT を行った重症筋無力症の1例,同上.

鈴木雄二郎,江崎 寛,武藤 真,長谷光雄,高島義光:ウログラフィンによる気管支肺胞造影 (Liquid-fill-

edAlveolography)の経験- CT 所見との対比を中心にして- ,同上.

丸井康子,村山尚子,桜井信男,桐谷良一,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,川合満,中西通泰,久世文章,

武藤 真 :菓間を境に近接して上下葉に存在した RoundedAtelectasisの-症例,第24回日本胸部疾患学会,近

畿地方会,大阪,1984.ll.17.

大西利明,南部静洋,田中栄作,田口善夫,藤本憲弘,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 :金製剤投与中,急速

に肺線維症が進行した慢性関節リュウマテの1症例,第24回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984･11･17.

年田仲一,長野 豊,石井賢一,中原由紀子,中原保治,富田誠人,門屋 誠,杉山栄一,桂栄孝,寺田忠之

:自然気胸を合併した間質性肺炎の一例,同上.

望月吉郎,南部静洋,西 利明,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦 :多発性空

洞陰影を呈した肺塞栓症の一例,同上.

下松谷近,南部静洋,大西利明,田中栄作,藤本憲弘,群 義明,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦

:SleepApneaSyndromeを呈した先天性軟骨異栄養症の1症例,同上.

岩崎博信,平本憲孝,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :肺胞蛋白症の3症例

- 気管支洗浄の方法と効果の検討- ,同上.

黒田直明,坂東憲司,倉沢卓也,坪田紀明 :気管支結石症の2症例,同上.

石原享介,松井聖架,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :ウェジナー肉芽腫症

(限局塾)の1例,同上.



昭和60.3 - 17-

〔誌 上 発 表〕

1･ 結核 ･非定型抗酸菌症

FumiyukiKuze:ExperimentalChemothel-apylnChronicMvcobacteriulnaVium-intracellulareinfectionof

mice,Am.Rev･Respir,Dis.,129‥453-459,1984.

FumiyukiKuze& F Uchihira:VariousColony-formersofMycobacterium avium-intracellulare,Eur.J,

Respir･Dis.,65(6):402-410,1984.

李 英徹,片上信之,坂本麗子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市中央市民病院,呼吸器内

料),阪井 宏,阪下暫司,西村干波,影浦正輝,角田沖介 (神戸市立玉津病院),鴨志田正五 (結核予防会兵庫

県支部):神戸市玉津病院における非定型抗酸菌症の臨床的検討,結核,59(5):323-328,1984

久世文章 :Ⅰ 肺結核治療の現状 ;内科臨床面から (シンポジウムⅢ 肺結核外科の現状と将来,第36回.冒

本胸部外科学会),日本胸部外科学会雑誌,32(5):739-742,1984.

倉沢卓也,川合 満,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :気管 ･気管支結核症の臨床的検討,結核,59(8):443

-449,1984.

K･Takeo,KIKimura,F･Kuze,EINakai,T･Nonaka,& M･Nishimura:Freeze-fractureobservationofthe

cellwallsandperibacillarysubstancesofvariousmycobacteria,J.Gen.Microbio1.,130:1151-1159,1984･

久世文事 :結核の治療,日本医事新報,No.3164,昭和59年12月15日刊,125貢.

山島英世,柴田安宅,稲掛英男 :7年間1%小川培地に継代保存した耐性結核菌の耐性度の変化について,戻

大胸部研紀要,17(1,2),20-25,1984.

柴田安宅 :Griselimycineの半合成誘導体 27753RIJの抗結核作用に関する試験管内実験的検討,第1編間飲作

用,並びに連続作用時の抗結核作用,京大胸部研紀要,17(1,2),26-31,1984.

柴田安宅 :同第2編,他剤併用時の抗結核作用,同上,17(1,2),32-37,1984.

柴田安宅 :同第3編,交叉耐性について,同上,17(1,2),38-42,1984.

柴田安宅 :同第 4編,結核菌の発育に不適当な条件と R.P.の抗菌力,同上,17(1,2),43-49,1984･

中西通泰 :老年者の薬物療法,肺結核,Geriat.Med.,22‥1821-1827,1984.

中西通泰 :肺結核の再然,内科 Q&A,呼吸器病,p･8ト83,金原書店

中西通泰 :内科疾患の予後,肺結核,綜合臨床,33:991-992,1984.

2. 腫 療

胸部悪性腺癌のinvitro制癌剤感受性 (HumanTumorCaloyAssayによる検討),李 啓允,久世文事,福村

孝幸,谷川允彦 :癌と化学療法,ll(12):2537-2543,1984.

3･ 感染症の化学療法

K.Yamamoto & R.a JohnstonJr.: Dissociationofphagocytosisfrom stimulationoftheoxidative

metabolicburstinmacrophages,J.Exp.Med.,159(2)‥405-416,1984.

川合 満,中西通泰,前川暢夫:AT2266の臨床第 1相試験,Chemotherapy.23(S-3)‥334-358,1984･

前川暢夫,中西通泰,桜井信男,村山尚子,李 啓允,丸井康子,岩田猛邦,桐谷良一,望月吉郎,種田和情,

田口善夫,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,長谷光雄,辻野博之 ‥DL-8280の呼吸器感染症に対する臨床的研

究,Chemotherapy,32-sl,405-413,1984.

中西通泰,村山尚子,前川暢夫 :呼吸器感染症に対する TA-2266の臨床的検討,Chemotherapy32-S3,519-

522,1984

前川暢夫,中西通泰,岩田猛邦,種田和活,細谷良一,望月吾郎,田口善夫,稲葉宣雄,小田芳郎,鍵岡 朗,

辻野博之,中井 準,石原享介,坂本贋子, 山肩幸子他 :呼吸器感染症に対する r)L-8280とAmoxicillinの薬

効比較試験,感染症学雑誌,58(6):525-555,1984.

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,武藤 貢,稲葉宣雄,小田芳郎,久世文事,種田和清 :呼吸器感染症に対す
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る Sulbactam/Cefbperazoneの臨床的検討),Chemotherapy,32-S4,293-297,1984.

中西通泰,桜井信男,村山尚子,前川暢夫,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,池田宣昭,岩田猛邦,角田沖介,

坂本虞子,石原享介,呼吸器感染症に対する AC-1370の臨床的検討,Chemotherapy,32-S9,353-358,1984･

中西通泰,武藤 真,桜井信男,前川暢夫,岩田猛邦,田口善夫,小沢 晃 ‥MT-141の呼吸器感染症に対す

る臨床的研究,Chemotherapy,32-S-5,237-241,1984.

前川暢夫,中西通泰,長谷光雄他90名 :内科領域における重症細菌感染症に対する静注用人免疫グロブリン

(SM-4300)と抗生剤との併用効果,感染症学雑誌,58(10),982-1000,1984.

前川暢夫,中西通泰,柴田安宅,西山秀樹他21名 :慢性気道感染症に対する Enoxacin(AT-2266)とcefaclor

の薬効比較試験,感染症学雑誌,58(10):1046-1072,1984.

前川暢夫,中西通泰,武藤 貢,村山尚子,柴田安宅他114名 :細菌性肺炎を対象として EnoxacinとAmoxi-

cillinの薬効比較試験成績,感染症学雑誌,58(10):1083-1113,1984.

中西通泰,村山尚子,前川暢夫,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,種田和清:呼吸器感染症に対する Ceftri-

axone(R0-13-9904)の臨床検討,Chemotherapy,32,S-7,387-391,1984.

前川暢夫,中西通泰,長谷光雄他90名 :内科領域における重症細菌感染症に対する静注用人免疫グロブリン

(SM-4300)と抗生剤との併用効果,感染症学雑誌,58(10):982-1000,1984.

藤森-辛,前川暢夫,中西通泰,岩田猛邦,種田和清,田口善夫,青木幸平他 :気管支炎に対する Ofloxacin

(DL-8280)と Cefaclonの薬効比較試験成績,感染症学雑誌,58:832-861,1984･

中西通泰,倉沢卓也 丸井康子,前川暢夫,池田宣昭,小田芳郭,稲葉宣雄,松原恒雄 :呼吸器感染症に対す

る Lenampicillin(KST-1585)の臨床検討,Chemotherapy,32-S-8,332-336,1984･

角田沖介,藤堂彰男,橋本 博,赤尾満他 :腸管感染症に対する AT-2266 の基礎的,臨床的研究,Chemo-

therapy,32-S-3,66ト631,1984･

角田沖介,藤堂彰男,斉藤 真他 :感染性下痢に対するオフロキサシン(OFLX‥DL-8280)とピペ ト酸 くPP-

A)の二重盲検法による治療効果の検討,感染症学雑誌,58(10),965-981,1984･

橋本 博,斉藤 誠,角田沖介,藤堂彰男,橋本 博他 :感染性下痢症に対するEnoxacine(Err-AT-2266)と

pipomidicacid(PPA)の二重盲検法による有用性の比較検討,感染症学雑誌,58(10),1114-1115,1984･

石山俊次,日野原重明,阿部正和編,角田沖介 :感染症,細菌性赤痢,疫痢,今日の治療指針,26:109,医

学書院,1984.

田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :慢性気道感染症における DL

8280の有用性について- びまん性汎細気管支炎を中心に- Chemotherapy,32-sl,436-442,1984･

4･ 気管支嘱息 ･アレルギー疾患

川合 満 :気管支嘱息 ･ステロイド治療,呼吸,3(4):525-531,1984.

田中健一,岡本豊,竹岡明美,井野隆光,河野茂勝,大幡勝也,川合満,前川暢夫 :Toluen Diisocyanate

(TDI)による嘱息モデルに観察された鼻アレルギ-,アレルギー,33(4):199-206,1984.

塩田憲三,浜田朝夫,信太隆夫,長野準,前川暢夫,川合満他 :Traxanoxsodium(Y-12141)の気管支嘱息に

対する臨床的検討 (第一報),臨床と研究,61(5):1625-1632,1984.

塩田憲三,浜田朝夫,信太隆夫,長野 準,前川暢夫,川合 満他 :Traxanoxsodium(Y-12141)の気管支鴨

息に対する臨床的検討 (罪二報),臨床と研究,61(5):1633-1650,1984･

塩田恵三,浜田朝夫,信太隆夫,長野 準,前川暢夫,川合 満他 ‥Traxanoxsodium(Y-12141)の気管支嘱

息に対する臨床,臨床と研究,61(6):1979-1995,1984.

川合 満 :病型と重症度別の気管支鴨息治療法- 対症療法を中心に- ･気管支鴨息の病型の判定とその対

策,MedicamentNews,第1085号,pp24-27,1984.7.15.

川上保雄,川合 溝,須藤守夫,福田 健,渡辺勝之延,三井健司,浜田朝夫,松田昌子,鶴谷秀人 :新経口

抗エネルギー剤 KW-4354(0Ⅹatomide)の成人気管支嘱息に対する長期投与成績,薬理と治療,12(7):3015-

3027,1984.
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川上保雄,前川暢夫,川合 満他105名 :新経口抗アレルギー剤 KW-4354(0Xatomide)の成人気管支噛息に

対する臨床効果- 多施設による phaseIIstudy- ,薬理と治療,12(3):1348-1361,1984.

川上保雄,前川暢夫,川合 満他,105名:経口抗アレルギー剤 KW-4354(0Xatomide)の気管支鴨息に対す

る臨床評価- Disodium cromoglycateおよび placeboを対象とする二重盲検試験成績- 薬理と治療,12(6)

:2503-2541,1984.

川合 満 :気管支鴨息の治療における去疾,TherapeuticResearch,1(2):267-277,1984.

川合 満 :ステロイドの作用機序と適応,TherapeuticResearch,1(2)=239-248,1984.

川合 満,前川暢夫他 :β受容体刺激性気管支拡張薬クレンブテロールの単回投与による気管支拡張効果の用

量別検討,薬理と治療,12(3):132卜1346,1984.

前川暢夫,川合 満,池田宣昭,山鳥英世,小田芳郎,内平文章,山田栄一他 :β受容体刺激性気管支拡張薬

クレンブテロールの連続投与による拡嘱息効果の検討- 43施設共同試験成績- ,薬理と治療,12(5):2015

-2035,1984.

川合 満,前川暢夫他 :β受容体刺激性気管支拡張薬,クレンブテロールの長期運用時における効果と安全性

について,薬理と治療,12(8):3573～3614,1984.

川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,伊藤 隆,安田行信,戸谷康信,高納 修 :副賢皮質ステロイド薬の薬効評

価の検討(2),臨床と研究,61(10):3267-3277,1984.

前川暢夫,川合 蒲,松原恒夫,種田和清他94名 :抗アレルギー剤 (TraxanoxSodium(Y-12141)の気管支嘱

息に対する臨床的検討- disodium cromoglycateおよび placeboを対象とした多施設二重盲検法による検討

- ,Clin,Eval.12(9):475-555,1984.

前川暢夫,川合 満,倉沢卓也,山田栄一他85名 :気管支鴨息に対する β受容体刺激性気管支拡張薬クレン

ブテロールの二重盲検試験- サルブタモールを対照とする単回投与成績- ,医学のあゆみ,131(7):494-

513,1984.

川合 満 :難治性気管支嘱息の治療にはどんなものがあるのか,免疫の新しい考え方 Q&A,ⅠⅠト1Q3‥p･10-

11,協和企画,1984.

5. 心 身 医 学

河野博臣 :病気と自己実現,創元社,1984.

河野博臣 :癌の人間学,弘文堂,1984.

河野博臣編著 :生活の中の心身症,明日香出版,1984.

河野博臣共著 :コミュニティにおけるケア,日本におけるターミナルケア,誠信書房,1984.

河野博臣 :死の臨床- 末期医療の基礎と実際- ,信濃国保,351;83,1984.

河野博臣 :特集,文化としての人間 ･宗教-- 死生観を育む教育を問う- 看護学生,13:15,1984･

河野博臣 :特集,人間と性- 末期癌患者と性生活- ,毎日ライフ,188:77,1984.

河野博臣 :やさしいホームドクター講座- 一老年期- 死に臨む人のために,p.257,グロビュー社,1984･

河野博臣 :うつ病の実地診療- 専門医にきく- ,Jap.commit.Prev.& Treat,Depres･,12,1984･

河野博臣 :トポスの知,-過敏性火腸症候群の箱庭療法,p.48,TBSブリタニカ,1984.

6. そ の 他

前協暢夫 :微熱患者の実態,臨床と研究,61(12):3884-3888,1984.

川合 満,江部康二 :鎮咳 ･去族と和漢薬,医学と薬学,ll(4):1019-1024,1984.

川合 満 :族と薬物効果 (シンポジウムⅠ,気道液の病態生理),日本気管食道科学会会報 (臼気食会報),35

(2):120-128,1984.

桐谷良一,田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吉郎,種田和清,八木一元,岩田猛邦 :特発性間質性肺炎お

よび勝原性間質性肺炎における Liquid-FilledAIveolography(LFA)の診断的意義,日本胸部疾患学会雑誌,22

(4):277-287,1984.
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岩田猛邦,慢性気道病変の検討- びまん性汎細気管支造影像を中心に- 胸部研紀要,17(1,2):17(1,2):

73-85,1984.

本間日臣 ･吉良技郎編 ;川合 溝 (分担執筆):ステロイド剤長期連用,内科 Q&A,呼吸器病,p.84-86,

金原出版,1984.

石山俊次,日野原重明,阿部正和編 ;川合 満 (分担執筆):好酸球性肺浸池症候群 (PIE症候群),今日の治

療指針,26:258-259,医学書院,1984.

中西通泰 :気管支拡張症,呼吸,3:1498-1503,1984.

石原享介,片上信之,坂本贋子,李英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :慢性呼吸不全急性増悪,救急医学,

8(2):169-175,1984.

石原享介,岩崎博信,片上信之,坂本贋子,李 英徹,梅田文一,中井 準,びまん性汎細気管支炎,慢性肺

気腫の気道抵抗およびその不均等換気の特異性について,呼吸と循環,32(6):627-631,1984.

岩崎博信,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準,内田博也 :びまん性肺疾患にお

ける経気管支肺生検の診断的意義,神戸市立病院紀要,23:61～66,1984.

岩崎博信,片上信之,坂本虞子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 ;ボディプレチスモグラフにおけ

る圧一気流ループの開大の定量的評価に関する検討,日本胸部臨床,43(8):672-678,1984.

溝井-敬,川合 満,大山 勝,清田隆二,中神和清,同乗 寛,干渉低周波の電気的性状と生体-の安全性

の検討,TherapeuticResearch1(4):623--632,1984.

川合 満 :｢慢性気管支炎を有する毒ガス障害者における気管支鏡生検を用いた気管支上皮の走査電顕的検討
の総括.TherapeuticResearch1(4):581-582,1984.

〔研究会 ･講演会〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

久世文章,桜井信男 :マウス M.avium-intracellulare感染モデルを用いた抗結核薬の併用効果- delayed

treatment- 第7回臨床抗酸菌談話会,1984.4.7.東京.

久世文幸,桜井信男,前川暢夫 :Spiropiperidylr血mycin(LM427)の M.avium･intracellulareに対するin

vitro並びに invivoでの効果,第16回非定型抗酸菌症研究協議会,1984.4.8.東京.

前川暢夫,池田宣昭,柴田安宅 ‥Griselmycine半合成誘導体 27753Rpの抗結核作用に関する試験管内実験的

検討,第4報,患者分離株の感受性及び交叉耐性について,日本結核化学療法研究会総会,1984.6.8,東京.

前川暢夫,池田宣昭,柴田安宅 :Grislmycine半合成誘導体 27753Rpの抗結核作用に関する試験管内実験的検

討,第 5報,発育に不適当な条件下の抗菌力,(1)25oC 及び 4oC での抗菌力,日本結核化学療法研究会総会,

1984.6.8.東京.

前川暢夫,池田宣昭,山鳥英世,柴田安宅 :Griselmycine半合成誘導体 27753Rpの抗結核作用に関する試験

管内実験的検討,第6報,発育に不適当な条件下の抗菌力,(2)CO 2 ガス及び N2 ガス流入下の抗菌力,1984.

6.8.東京.

前川暢夫,久世文事,季 啓充 :抗酸菌の細胞内増殖に及ぼすスーパーオキサイド(02～)の影響,日本結核化

学療法研究会総会,1984.6.8.東京.

桜井信男,内平文章,久世文章 ‥Mycobacterium avium-intracellulareの諸種薬剤に対する invitro感受性に

ついて,第13回薬剤耐性菌シンポジウム,1984.8.17-18,前橋.

桜井信男 :M.aviumJntracellulareのマウス感染モデルについて,第 3回京都呼吸器シンポジウム,1984.8.2

5,京都.

種田和清,田中栄作,田口善夫,藤本憲弘,望月吉郎,桐谷良一,岩田猛邦 :慢性気道病変と非定型抗酸菌症

の関連について,同上.1984.8.25.

久世文事 :M･avium-intracellulareのマウス感染モデルについて,実験結核研究会,1984.10.26.京都.

坂東憲司,黒田直明,辻野博之,倉沢卓也 :気管 ･気管支結核の1例- 気管支鏡による経過観察を中心に
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ー 第23回近畿気管支鏡懇話会,1984.ll.2.大阪.

倉沢卓也,初感染結核における予防内服について,第 8回京都府結核対策協議会.1984.ll.9.京都.

桜井信男,久世文章,前川暢夫, M･avium-intracellulareマウス感染モデルに対する諸種薬剤の効果,日結

研,1984.12.7.東京.

2. 腫 痩

中井 準, 肺癌の早期発見の実際,兵庫県医師会,神戸市医師会共催学術講演会,1984.3.17.

片上信之,赤坂隆史,坂本贋子,李 英徹,石原亨介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準,小細胞未分化癌の

follow up中に生じたびまん性陰影の1例,第25回びまん性肺疾患研究会,1984.6.16.

赤坂隆史,片上信之,坂本康子,李 英徹,石原亨介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,MAC (MMC,Adr-

iamycin,Cisplatinum)療法による肺腺癌治療の試み,第29回県肺癌懇話会,1984.6.20.

黒田直明,倉沢卓也 :肺原発と思われる悪性 リンパ腫の1例,第22回,近畿気管支鏡懇話会,1984.7.21.大阪･

李 啓充,久世文章,谷川允彦 :Trams-forminggrouthfactoractivityinpleuraleffusions･文部省がん研究小

川班,班会議,1984.8.25.東京.

李 啓充,久世文章,谷川允彦 :Asimplec()lorimetricmethodfortheevaluationofinvitrochemosensitivity

ofhumanttlmOrS文部省がん研究小川班,班会議,1984.8.25.東京.

3. 気管支嘱息 ･アレルギー

川合 満 :中医学の立場から行なわれた気管支鴨息患者に対する漢方薬治療,第 3回博多シンポジウム,1984.

1.20,博多.

川合 満 :気管支鴨息の治療における留意事項,洲本医師会,津名医師会,三原郡医師会,1984･2･18.洲本.

川合 溝 :気管支鴨息の治療- とくに漢方を中心として- 第 4回近畿薬物療法研究会,1984.3.10･大阪.

川合 満 :気管支哨息の治療方針,鳥取県西部医師会,1984.3.16.米子.

川合 蒲 :気管支鴨息の治療および去疾の重要性について,第 4回名古屋保健衛生大学,呼吸病態生理研究会,

1984.5.24.名古屋.

川合 清,気管支鴨息治療の留意点- ステロイド薬を中心として- 第 3回道北アレルギーを学ぶ会,旭川

医師会.1984.7.27,力引1ト

川合 蒲 :気管支嘱息治療におけるキサンチン製剤の重要性について,気管支嘱息治療薬研究会,1984･11･17.

京都.

内藤祐子 :ぜん息児と保健福祉事業健康教室医学講座,1984.12･15,神戸.

4. 心 身 医 学

河野博臣 :末期癌とその対応,日本心身医学協会,1984.4.8.広島

河野博臣 :ユング心理学と心身症,神戸アサヒ･カルチャー,1984.4.21.神戸.

河野博臣 :望ましい医療技術者のあり方.文部省,国公私立大学病院放射線技師会,1984･5･24･東京.

河野博臣 :登校拒否患者の対応,京都教育研究所,1984.5.30,京都.

河野博臣 :終末期の自己実現,平安女学院.1984.6.15.京都.

河野博臣 :終末癌患者の対応,鳥取日赤病院,1984.9.9.鳥取.

河野博臣,絶食療法と人生,第 5回絶食療法研究会セミナー (司会)1984.ll.ll.神戸..

5. そ の 他

川合 満,薬物による去疾ならびに干渉低周波療法による去疾効果, 第 3回呼吸器疾患治療研究会,1984.1.

21.博多.

藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦 :気管支鏡下洗浄による細菌検査

の意義 ･第21回近畿気管支鏡懇話会,1984.2.10.大阪.
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田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

樵,第24回びまん性肺疾患研究会,1984.2.25.大阪,

川合 満,閉塞性肺疾患の治療,大阪合同薬品学術講演会1984.2.25.大阪.

藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄 :急激な難聴で発症し治療に著効を示した多発性浸潤影の1症例,第25回ひまん性肺疾患研究会.1984.6.16.

大阪.

中井 準,慢性閉塞性肺疾患の鑑別,第4回実地医家のための会兵庫支部.1984.9.神戸.

松井聖架,平本憲孝,片上信之,坂本贋子,李英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :インコ飼育

者にみられた肺野の縮少を伴うびまん性陰影の1例,第26回びまん性肺疾患研究会,1984.9.8.大阪.

川合 満,閉塞性肺疾患の薬物療法,第112回 OHP診療所部会例会,1984.9.27.大阪.

久保嘉朗,桐谷良一,久世文事 :気管支に多発性の小結節を呈した扇平上皮化生の1例,近畿気管支鏡懇話会,

1984.ll.2.大阪.

田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,望月吉郎,種田和清,岩EEl猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島口雄 :気管支

造影像を検討し得た肺好放球性肉芽腫症の1例.第 3回サルコイドーシス研究会総会,1984.ll.17.熊本.

藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,左野 明,黒田康正,上田善道,小橋陽一

郎,市島国雄 :血管造影像を検討し得たウェジナー肉芽腫症の1例,同上.1984.ll.17.熊本.

川合 満,閉塞性肺疾患の治療- とくに去旅とのかかわりについて- 伊勢市,度会郡,志魔医師会,1984.

ll.29.伊勢.

田中栄作,南部静洋,藤本憲弘,田口善夫,群義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,

市島国雄 :抗生剤不応の発熱と進行性の呼吸困難をきたした HPD (hematopoieticdysplasiaの1例,第27回び

まん性肺疫患研究会.1984.12.8.大阪.

坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也,びまん性陰影を呈し左慢性関節

リウマチの1例,第27回びまん性肺疾患研究会.1984.12.8,大阪.

岩崎博信,坂本麗子,片上信之,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準,立道 清 :肺塞栓7症例の臨床

的検討.第3回阪神呼吸器疾患勉強会,1984.12.8.

田中栄作,南部静洋,藤本憲弘,田口善夫,群 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,藤尾 彰,北野司久

:肺動静脈湊の1例,第15回奈良呼吸器談話会,1984.12.15.橿原.

藤本憲弘,南部静洋,田中栄作,田口善夫,郡義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,

市島国雄 :肺吸虫症例の検討,同上.1984.12.15.

内科 学 第 二 部 門

〔分 担 執 筆〕

泉 孝英,西村浩一 :16.遊走性の浸潤影を呈する症患.本間日臣,吉良枝郎編 ｢内科Q&A 呼吸器病｣
p.43--46,金原出版,1984.

泉 孝英 :22.10年来肺結核の治療をうけていたにかかわらず咳,呼吸困難がしだいに増強してきた男性,23.

粟粒結核と診断され,治療開始 1ケ月後に自覚症状の増悪と自然気胸を来した女性.40.集団検診にてびまん性

粟粒様陰影を発見された女性.岡安大仁,岩崎 栄編 ｢呼吸器病ケーススタディ,56例の PO研修 第 2版｣

p.118～123,p.124/-129,p.221-225,医学書院,1985.

泉 孝英 :慢性ベリリウム肺.日野原重明他編 ｢1985今日の治療指針,私はこう治療している｣p.263-264,

1985.

泉 孝英 :サルコイドーシス.亀山正邦他編 ｢今日の診断指針 第 1版｣p･782-785,医学書院,1985.

木野稔也 :19.ツベルクリン反応陽転,陰転化.本間日臣,吉良枝郎編 ｢内科Q&A 呼吸器病｣p.58-55,

金原出版,1984.
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木野稔也,桂 義元 :遅延型過敏性,マウスのヒツジ赤血球に対する DTH,モルモットのツベルクリンに対

する DTH とマクロファージ遊走阻止テス ト.村松 繁他編 ｢実験生物学講座,4巻免疫生物学｣p.393-396,

丸善,1985.

門 政男 :ウェゲナー肉芽腫症,亀山正邦他編 ｢今日の診断指針 第 1版｣p.1001-1002,1985.

北市正則 :びまん性散布性肺病変の経気管支肺生検 (TBLB)による鑑別[診断.p.141-156,肺疾患鑑別のため

の臨床的事項,p･226-238,日和見感染症,a.疾患概論,p･311-316,曽根備輔編 ｢呼吸器疾患の画像診断｣

南江堂,東京,1984.

西村浩一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎.｢薬物療法の実際一処方例とその解説｣ 治療,67(2):353-354,

1985.

〔綜 説〕

大島駿作,千熊正彦 :〔講座 薬物療法〕 免疫抑制剤.呼吸,3(10):1300-1303,1984.

泉 孝英,藤村直樹,平田健雄,長井苑子,田村 久,沢野哲重,橋本圭司,荒谷信一 :〔特集 リンパ球最

近の進歩と臨床応用〕 気管支肺胞洗源液の リンパ球亜群.免疫と疾患,7(5):641-650,1984.

泉 孝英,北市正則,長井苑子,西村浩一 :〔二講座 病気の生化学 (XCVI)] 肺胞蛋白症,代謝,21(5):461

へ-469,1984.

泉 孝英,江村正二 :〔CurrentTopics〕 結核を見逃さないために.medicina39(6)‥1100-1114,1984.

泉 孝英,長井苑子,北市正則,藤村直樹,平田健雄,沢野哲重,橋本圭司 :〔最近の トピックス〕 気管支肺

胞洗源 (BAL)の診断学的意義.臨床成人病,14(8):1117-1122,1984.

泉 孝英,前原順一,長井苑子 :〔間質性肺疾患の診断〕 臨床検査 免疫学的検査.現代医療,16(9):2017

-2023,1984.

泉 孝英 :〔臨床-イライト〕 びまん性汎細気管支炎.医薬の門,24(ll,12):238-242,1984.

泉 孝英,両村浩一,古江増裕 :〔Di打usepulmonarydiseaseコ びまん性汎細気管支炎.肺と心,32(1):42

･-49,1985.

泉 孝英,西村浩一 :〔慢性閉塞性肺疾患〕 診断的アプローチ 免疫学的背景.medicina21(13):2638-2639,

1984.

泉 孝英 :〔今日の治療 呼吸器〕 サルコイドーシスにおける気管支肺胞洗浄液所見と治療.CurrentTherapy

3(3):50-58,1985.

木野稔也 :〔特集 真菌とアレルギー〕 鴨息と貢菌,(1)即時型過敏性- アスペルギルスを中心に- .アレ

ルギーの臨床,4:362-367,1984.

木野稔也 :〔目でみる診断講座コ,胸部X線写真,移動性陰影.臨床成人病,14(5):676-679,1984.

伊藤春海,村田喜代史,千田道雄,米倉義時,藤堂義郎,中野喜久,佐治英郎,烏塚莞蘭,西村浩一,伊藤

剛,古田睦広,西田寿男 :呼吸器画像診断の新 しい展開- ポジトロン CT とX線 CT- .画像診断,4(ll):

1032.-1040,1984.

本田和徳,西村浩一 :〔慢性閉塞性肺疾患〕 診断的アプローチ CTからみた胸部X線所見,mPdicina21

(13):2624-2627,1984.

〔原 著〕

大島駿作,木野稔也,松井祐佐公,古江増裕,福田康二,西村浩一,江村正二,安場広高,川上一郎,浅本

仁,中島道郎,杉本幾久雄,中山昌彦,大山口糧 :ア トピー型気管支嘱息における Ketotifen(Zaditen⑧)の臨床

効果と安全性の検討.診療と新薬,21(5):859-871,1984.

門 政男,藤村直樹,平田健雄,前原順一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,橋本圭司 :びまん性間質肺疾患

の気管支洗源液中液性成分に関する研究.京大胸部研紀要,17(1,2):105-113,1984.

門 政男,北市正則,泉 孝英,大島駿作,伊藤元彦,玉田二郎,松岡順之介 :縦隔旺細胞膜 (mediastinal

gem celltumor)の1症例.京大胸部研紀要,17(1,2):114-121,1984.
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北市正則 :サルコイド-ジス,慢性ベリリウム肺および過敏性肺臓炎の肺病変の病理組織学的比較検討.日胸

疾会誌,22(9):769/-782,1984.

藤村直樹,木野稔也,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,小川捨雄,佐藤邦彦 :ポリウレタン塗装工

にみられたイソシアネー トによる過敏性肺臓炎の1例.日胸疾会誌,22(6):506-513,1984.

藤村直樹 :びまん性肺疾患における気管支肺胞洗源 リンパ球とその性状,特に活性化所見に関する検討.日胸

疾会誌,22(7):552′-561,1984.

西村浩一,北市正則,泉 孝英,長井苑子,前原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿作,金地研

二,大熊 稔,山川良治 :びまん性間質性肺炎を伴った Hermansky-Pudlak症候群の1例.日内会誌,73(10):

1497/-1505,1984.

古江増裕,木野稔也,福田康二,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :びまん性汎細気管支炎症例のメサコl)ンに

対する気道過敏性に関する検討- 健常人,気管支鴨息患者および肺気腫患者との比較- .京大胸部研紀要,

17(1,2):98-104,1984.

小笹晃太郎,乾 利夫,菅野辰生,赤荻照葦,迫 雅美,林 英夫,藤田洋一,小関忠尚,谷村伸一,高橋

敬,北市正則,木野稔也 :Cladosporium に起因すると思われる夏型過敏性肺炎の兄弟発症例.日本胸部臨床,

43(6):520-529,1984.

梅枝愛邸,松井 茂,福山 展,片貝重之,中沢次夫,桑原英美,笛木隆三,小林節雄,北市正則 :開胸肺生

検で類上皮細胞肉芽腫とマツソン体形成が認められたマイコプラズマ肺炎の 1例.日胸疾会誌,22(1):52-55,

1984.

Obara,A･,Harada,N.,Matsumoto,S･,Kitaichi,M.,Furuta,M.:AcasereportofprimarytraChealcancer

from leprosyautopsyserieswithareviewoftheliterature･Jpn.J･Leprosy,53(2):54-60,1984.

〔学会記録,報告書,会議録〕

大島駿作,長井苑子,田村 久,沢野暫垂,泉 孝英 :びまん性間質性肺疾患における BALF リンパ球所見

Tcellsubsetによる鑑別および リンパ球活性化の検討.厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究姓昭和58年度研究

報告香,p.91-94.

大島駿作 :シンポジウム ｢結核症の免疫学｣気管支肺胞洗浄液中のマクロファージについて.結核,60(1):

48/-50,1985.

大島駿作 :昭和59年度科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書,アレルギー性肺疾患における肺胞マ

クロファージの役割に関する研究 (58480223).昭和60年 3月.

泉 孝英 :ワークショップⅢ,肉芽腫性疾患におけるリンパ球とマクロファージ,まとめ昭和57年度厚生省特

定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究社研究業績,p･93-99,昭和58年 3月.

泉 孝英,長井苑子,藤村直樹 :サルコイド-ジスにおける BAL リンパ球所見と予後との関連性.昭和57年

度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･235-237,昭和58年 3月.

泉 孝英 :サルコイドーシス患者末梢血の PHA,ConA反応性.サルコイド-ジス研究会誌,3:33-36,

1983.

泉 孝英 :サルコイド-ジス健康診断発見群の予後 2.ステロイド投与群と非投与群の比較.サルコイドージ

ス研究会誌,3:142-143,1983.

泉 孝英 :シンポジウム ｢肺感染症の新しい問題点- 細菌感染症を中心に- ｣微生物による局所の免疫反

応.日胸疾会誌,23(2):146-150,1985.

Izumi,TリNagai,S･,Fujimura,NリKitaichi,M.,Oshima,S:TlymphocytealveolitisandI31ymphocyte

alveolitis- BALFlymphocytefindingsandprognosisinsarcodosisandidiopathicpulmonaryfibrosis.Jap.

∫.Med.23(4):300,1984･

泉 孝英 :パネルディスカッション ｢アレルギー体質とは何か｣(5)組織の反応.日本体質学雑誌,48(2):108

･･-110,1984.

木野稔也 .･昆虫による気管支嘱息のアレルギー学的研究- 煤,蛾固有のアレルゲン分画とトビゲラ固有の比
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較検討と昆虫アレルギーの診断と治療への応用.文部省科学研究費補助金による研究成果報告書.昭和60年 3月.

門 政男,泉 孝英,大島駿作 :42.肺胞マクロファージに及ぼす喫煙の影響に関する研究- びまん性間質

性肺疾患の気管支洗源液中液性成分に関する研究.昭和58年度喫煙と健康に関する委託研究報告概要,p.264-

269.日本専売公社.昭和59年4月.

北市正則 :肺の既存構造からみたサルコイド-ジス,慢性ベリリウム肺,過敏性肺臓炎の肺病変の検討.サル

コイド-ジス研究会誌,3:94-97,1983.

長井苑子 :パネルディスカッション ｢fiAL の基礎と応用｣ サルコイド-シスにおける気管支肺胞洗浄液中

のリンパ球の活性化所見.気管支学,6(4):521-527,1984.

長井苑子,泉 孝英 :サルコイドージスにおける BAL リンパ球所見と臨床経過.サルコイド-ジス研究会

誌,3:135-137,1983.

長井苑子,北市正則,木野稔也,大島駿作,泉 孝英 :パ ルス療法が奏効 したループス肺炎の急性増悪例.節

29回肺線維症研究会討議録,p.57-62.59.5.18.

西村浩一,泉 孝英,北市正則,大島駿作 :開胸肺生検にて黄褐色粕粒の沈着とびまん性間質性肺炎がみられ

た Hermansky-Pudlak症候群の1例.第28回肺線維症研究会討議録,p･44-57,58.9.ll.

松井祐佐公 :塵肺症における Ⅰ型アレルギーの関与に関するアレルギー学的及び実験的研究.昭和58年度京都

大学医学部における研究業績報告集,p.58,59年11月1日.

弗原順一 :サルコイド-ジスにおける肺胞マクロファージの形態と機能の検討.サルコイド-ジス研究会誌,

3:18--22,1983.

桂 義元,行徳淳一郎,大島駿作 :肺胞マクロファージの抗原提示能と抑制作用.昭和58年度日米医学協力計

画報告書,p.273-288,59年 3月.

岩井和郎,泉 孝英他 :病理所見からみた好酸球性肉芽腫症,-ンド･シュラー ･クリスチャン病,レテラー,

ジーベ病の異同について.昭和57年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p.261-263,58年

3月.

1二学会,研究会発表〕

大島駿作 :シンポジウム ｢結核症の免疫学｣気管支肺胞洗浄液中のマクロファージについて,第59回Ef本結核

病学会 (59.4.9).

大島駿作 :特別講演 ｢高齢者の感染と免疫｣第10回東海呼吸器感染症研究会 (59.5.26).

泉 孝英,長井苑子,弗原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作 :Tlymphocytealveolitisと Blymphocyte

alveolitis(第 3報)活性化 T cell,Bcellと予後.第81回日本内科学会講演会 (59.4.1).

泉 孝英 :シンポジウム ｢肺感染症の新しい問題点-細菌感染症を中心として｣-ii.微生物による局所の免

疫反応.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.5).

泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,木野稔也,大島駿作 :健康診断時に発見された肺サルコイドーシス症例の胸

部Ⅹ線所見上の予後-ステロイド剤投与群と非投与群の比較.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.7).

泉 孝英,長井苑子,田村 久,大島駿作,沢野暫重,橋本圭司 :肺結核症における BAL リンパ球サブセッ

トの検討.52回実験結核研究会総会 (59.4.7).

泉 孝英,長井苑子,田村 久,北市正則,大島駿作,沢野哲重 :肺結核症例における BAL液中のリンパ球

に関する検討.第59回日本結核病学会総会 (59.4.8).

泉 孝英 :要望課題 Ⅰ｢一般病院における肺結核症の対応｣8.欧米における結核病床.第59回日本結核病学

会総会 (59.4.9).

Izumi,T"Nagai,S･,Tamura,H･,Hirata,T･:DeterminationofOKT4'cellsandOCT8'cellsinBALF

lymphocytesasatoolofdifferentialdiagnosisofinterstitialdisorders･InternationalConferenceonBronchl

oalveolarLavage,Columbia(1984,5,17).

泉 孝英 :テーマ(i)｢間質性肺炎｣3.免疫学的機序についての最近の動き.第12回過敏性肺炎研究会 (59.

6.16).
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泉 孝英,長井苑子,西村浩一,古江増裕,江村正二,大島駿作 :肺胞蛋白症 2症例における BALF･T リン

パ球サブセットについて.第7回日本気管支学会総会,(59.7.7).

泉 孝英 :シンポジウム ｢産業構造の変遷と職業アレルギー｣2.慢性ベリリウム肺.第15回職業アレルギー

研究会 (59.7.20).

泉 孝英 :モノクローナル抗体を用いたサルコイドーシスの免疫学的動態の解析.モノクローナル抗体研究会

(59.7.21).

Izumi,T.,Nagai,S･,Fujimura,N･:BALFlymphocytefindingsasapredictiveindicatorofpulmonary

sarcoidosis. lothInternationalConferenceonSarcoidosisandOtherGranulomatousDisorders,Baltimore

(1984･9･20)･

泉 孝英 :特別講演 ｢びまん性肺疾患における気管支肺胞洗源法の臨床的意義｣ 第38回岩手肺疾患研究会(59.

10.13).

泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :肺結核症例における肺胞マクロファージ･サブセットの検討,第53回実験結

核研究会 (59.10.26).

泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,北市正則,木野稔也,大島駿作 :自覚症状によって発見されたサルコイド-

ジス74例の5年後の所見について.第 4回サルコイド-ジス研究会総会 (59･11･16)･
泉 孝英 :特別講演Ⅲ｢気管支肺洗浄の臨床的意義｣第54回日本結核病学会第24回日本胸部疾患学会近畿地方
会 (59.11･17).

木野稔也,西村浩一,福田康二,布原順一,藤村直樹,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :肺好酸球増多症,

過敏性肺臓炎,びまん性細気管支炎における真菌のアレルギー学的意義･第24回日本胸部疾患学会総会 (59･4･

7).

木野稔也,福田康二,節原順一,泉 孝英 :水性ディオノジールによる選択的肺胞造影後に PIE 症候群を呈

し,同時にIgEと真菌に対するIgE抗体,沈降抗体が検出された肺気腫の1例･第22回過敏性肺炎研究会 (59･

6.16).

Kino,T∴ Symposium ｢EnvironmentalAspectofRespiratoryDiseasesJRolesofinsectinhalantallergens

inallergicrespiratorydiseases･ XVIIInternationalCongressofInternalMedicine,Kyoto(1984･10･8)･

木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :Enzymelinkedimmunosorbentassay(ELISA)によるヒト真菌 IgG抗体

の検出と真菌抗原力価の検討.第34回日本アレルギー学会総会 (59･lot28).

木野稔也 :サテライトシンポジウム ｢環境因子とアレルギー｣1･アレルギー性気管支肺真菌症.第34回日本
アレルギー学会総会 (59.10･28).

木野稔也 :特別講演 ｢吸入性昆虫アレルギーと気管支鴨息｣第 6回新潟アレルギー研究会 (59･11･24).

門 政男,節原順一,藤村直樹,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :びまん性間質性肺疾患の気管支洗源液中液

性成分に関する研究.第 7回日本気管支学会総会 (59･7･7)･

門 政男,西村浩一,前原順一,長井苑子,藤村直樹,北市正則,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :肺癌症.

例における気管支洗源液中 CEA,Ferritinの検討.第25回日本肺癌学会総会 (59･10･30).

門 政男 西村浩一,北市正則,大島駿作,光岡明夫,江村正仁 :肺原発の Hemangiopericytomaの-症例.

第42回日本肺癌学会関西支部会 (60･2･23)･

門 政男,松井祐佐公,佐々木義行,大島駿作,黒住真史,岩永迫孝,杉本幾久雄 :Wegener肉芽腫症の気

管支造影,気管支鏡所見 第22回近畿気管支鏡懇話会 (59･6･29)･

門 政男,西村浩一,井原順一,古江増裕,大島駿作 :気管支鏡紺子チャンネルの汚染について.第23回近畿

気管支鏡懇話会 (59･11･2).

門 政男,大島駿作,田村康一,人見滋樹 :気管支壁に突出したポリープ様気管支動脈の-症例.第24回近畿

気管支鏡懇話会 (60.3.1).

松井祐佐公,西村浩一,北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :Malignantlymphomaoflymphomatiod

granulomatosistypeの気管支鏡所見.第23回近畿気管支鏡懇話会 (59･11･2)･
松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :塵肺症における免疫グロブリンの増加に関する臨床的および実
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験的検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

松井祐佐公,大島駿作,下方 薫,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎,伊藤文雄 :肺癌症例における経口カプ

セル VP-16-213の phaseIIstudy･第22回日本癌治療学会総会 (59･9･27).

松井祐佐公,門 政男,大島駿作,下方 薫,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎,伊藤文雄 :肺癌症例におけ

る経口カプセル VP-16-213の phaseIIstudy.第25回日本肺癌学会総会 (59.10.31).

松井祐佐公,北市正則,安場広高,長井苑子,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :皮膚病変で発症し,

多発性結節影が急速に増大した-症例.第16回びまん性肺疾患研究会 (59.9･8).

松井祐佐公,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :皮膚病変で発症した Malignantlymphomaoflymp

homatiodgranulomatosistype(旧名 lymphomatoidgranulomatosis)の 1例.第4回サルコイドーシス研究会

総会 (59.ll.17).

北市正則,泉 孝英,平田健雄,非原順一,長井苑子,藤村直樹,普天間健,松井祐佐公,武藤 真,加藤達

袷,島田一恵,戸田佳代子,細川昌則,竹田俊男,前川暢夫,佐川弥之助,大島駿作 :特発性間質性肺炎および

腰原病性間質性肺炎症例の死因- 剖検症例における検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

北市正則,浅本 仁,古田陸広 :各種肺疾患における肺胞マクロファージの透過型電顕所見(第2報).第73回

日本病理学会総会 (59.4.5).

北市正則,西村浩一,鈴木康弘,古田睦広 :Hermasky-Pudlak症候群 (HPS)に伴う間質性肺炎と特発性間質

性肺炎の比較検討.第73回日本病理学会総会 (59･4･5).

Kitaichi,M･,Nagai,S･,Izumi,T･:Anultrastructuralstudyofthealveolarmacrophagesingranulomatous

andinterstitiallungdiseases･lothInternationalConferenceonSarcoidosisandOtherGranulomatousDisor-

ders. Baltimore(1984.9･22).

Kitaichi,M.,Izumi,T･:Comparativepulmonarypathologyofsarcoidosis,chronicberyllium diseaseand

hypersensitivitypneumonitisbasedonopenlungbiopsyspecimens･lothinternationalConferenceonSarcoi-

dosisandOtherGranulomatousDisorders.Baltimore(1984.9.22).

北市正則,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :Malignantlymphomaoflymphomatoidgranulomatosistype

(旧名lymphomatoidgranulomatosis)の 1例の病理学的所見について.第4回サルコイドーシス研究会総会 (59.

ll.16).

Hirata,T･,Pinkston,P･,Bitterman,P.,Hance,A･,Crystal,G･:Alveolarmacrophagetransferrinreceptors

inpulmonarysarcoidosis･ AmericanThoracicSociety1984AnnualMeeting,MiamiBeach(1984.5.23).

藤村直樹,長井苑子,泉 孝英 :みがき粉石鹸の自己吸入による急性珪肺症の1例.じん肺研究会 (59.3.3).

藤村直樹,木野稔也,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,小川捨雄,佐藤邦彦 :塗装工にみられたイ

ンシアネ-トによる過敏性肺臓炎の免疫学的検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.7).

藤村直樹,節原順一,長井苑子,大島駿作,泉 孝英,大道重夫 :慢性ベリリウム肺に関する研究 (第6報)

その後の臨床経過について.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.5).

藤村直樹,泉 孝英 :イソシアネートによる過敏性肺臓炎と気管支鴨息の臨床免疫学的検討.第15回職業アレ

ルギー研究会 (59･7･20).

Fujimura,N･,Kurozumi,M.,Nagai,SIIzumi ,T.:Alveolarmacrophagesinsarcoidosis:Correlationbetween

proportionalchangesintheirmorphologyalldclinicalcourse･lothInternationalConferenceonSarcoidosis

andOtherGranulomatousDisorders.Baltimore(1984.9.21).

藤村直樹,白川太郎,高田範男,北市正則,長井苑子,泉 孝英 :アルミニウム含有溶接フラックス取扱者に

みられた間質性肺炎の一例.第25回 FLD シンポジウム (60･3･16).

前原順一,長井苑子,西村浩一,藤村直樹,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿作,泉 孝

莱 :びまん性間質性肺炎症例におけるCEA-S値,CEA-Z値の臨床的意義について.第24回日本胸部疾患学会総

会 (59.4.5).

弗原順一,木野稔也,安場広高,江村正仁,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :PIE症候群における血清中お

よび BAL液中の EosinophilChemotacticFactorおよび肺胞マクロファージの活性化状態についての検討.罪
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24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

Chihara,J･,Izumi,T･:ElevatedlgGIFcreceptormediatedalveolarmacrophagefunctioninepithelioidcell

granulomatousdisorders･International ConferenceonBronchoalveolarlavage･Columbia(1984･5･17)

節原順一,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :PIE症候群が発症し,下肢痛を主訴とした播種性

好酸球性腰原病 (DECD)の1例.第113回日本内科学会近畿地方会 (59.6.23).

節原順一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :びまん性肺疾患における BAL肺胞マクロファージの Glucose

Consumptionについての検討.第7回日本気管支学会総会 (59.7.7).

前原順一,木野稔也,安場広高,江村正仁,西村浩一,大島駿作,泉 孝英 :気管支肺胞洗浄細胞分画の検討

一特にステロイド投与の影響について.第34回日本アレルギー学会総会 (59.10.27).

粛原順一,三尾直士,古江増裕,西村浩一,長井苑子,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也 泉 孝

英,大島駿作 :血中エストスジェン高値を呈し,化学療法によるtumorreductionに伴って性器出血をみた小細

胞癌の一例.第42回日本肺癌学会関西支部会 (60.2.23).

長井苑子,田村 久,大島駿作,泉 孝英 :サルコイドーシス BALF リンパ球の doublestainingcellレベ

ルからみた検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

長井苑子,田村 久,藤村直樹,江村正仁,大島駿作,泉 孝英 :サルコイドーシスにおける BALF リンパ

球所見と胸部X線所見上の経過.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.7).

Nagai,S･,Tamura,H･,Izumi,T.:ActivatedTcellsinBALFinsarcoidosis‥ComparisonofE370ccells.

Tac+cells,andIa'cells･InternationalConferenceonBronchoalveolarLavage.Baltimore(1984･5･17)･

長井苑子 :パネルディスカッションⅢ. ｢Ⅰ∋ALの基礎と応用｣ アレルギー性間質性肺疾患におけるBALの

有用性-サルコイドーシスにおける BALFcellの解析.第 7回日本気管支学会総会 (59.7.7).

長井苑子, 田村 久,大島駿作,泉 孝英,沢野哲重,橋本圭司 :サルコイドーシス症例における IungT

cellの活性化について.第12回日本臨床免疫学会総会 (59.6.28).

長井苑子,泉 孝英 :サルコイドーシスにおける BALFおよび末梢血 リンパ球の Ⅰし2に対する低反応性に

ついて.第34回日本アレルギー学会総会 (59.10.29).

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,北市正則,大島駿作,橋本圭司,沢野哲重 :サルコイド-ジスにおける

BAL リンパ球の IL-2に対する反応性に関する検討.第4回サルコイドーシス研究会総会 (59.ll.16).

長井苑子,泉 孝英 :特別報告 ｢サルコイド-ジス研究の現状-ボルチモア国際会議から｣免疫.第4回サル

コイドーシス研究会総会 (59.ll.16).

長井苑子,泉 孝英 :10年以上の経過ののち線維化病変期に進展したサルコイドーシスの1例と本症例に対す

る家庭酸素療法の有効性について.第4回サルコイドーシス研究会総会 (59.ll.17).

長井苑子 :シンポジウム ｢過敏性肺炎の問題点をめぐって｣BALF細胞所見からみた過敏性肺炎の免疫学的考

秦.第25回 FLD シンポジウム (60.3.16).

西村浩一,泉 孝英,長井苑子,弗原順一,藤村直樹,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿

作,藤堂義郎,伊藤春海,鳥壕莞蘭,本田和徳 :びまん性汎細気管支炎のⅩ線CT像一末梢病変と中枢病変の対

比を中心として.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

西村浩一,泉 孝英,江村正仁,古江増裕,北市正則,木野稔也,大島駿作,田中龍蔵,村田喜代史,藤堂義

郎,伊藤春海 :最近経験した肺胞蛋白症 3例のX線 CT 像 Review像について.第23回日本胸部疾患学会近畿

地方会 (59.6.30).

西村浩一,泉 孝英,門 政男,木野稔也,大島駿作,村田喜代史,藤堂義郎,伊藤春海,鳥塚莞蘭 :RI画

像 (ェアロゾルシンチ,血流シンチ,換気シンチ)によるびまん性汎細気管支炎の気道系病変についての検討.

第7回日本気管支学会総会 (59.7.6).

西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :びまん性汎細気管支炎における細胞性免疫機能の検討-とくに肺気腫との比

較-.第29回閉塞性肺疾患研究会 (59.7.15).

西村浩一,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :DPB 病変の進展様式を追跡した7例.第 1回びまん性汎細気管

支炎をめぐる研究会 (59.7.28).
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西村浩一,三尾直士,布原順一,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作,安場広高 :肺癌患者血清中の

Neuron-specific-enolase(NSE)についての検討 (予報).第24回日本胸部疾患学会近畿地方会 (59.ll.17).

古江増裕,木野稔也,福田康二,西村浩一,大島駿作,泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎症例における気道過

敏性に関する検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).

吉江増裕,木野稔也,松井祐佐公,門 政男,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,泰井俊造,熊谷俊

一 :妊娠22週で発熱,呼吸困難,胸水および嚢水貯留のみられた SLEの1症例.第23回日本胸部疾患学会近畿

地方会 (59.6.30).

古江増裕,木野稔也,佐々木義行,泉 孝英,大島駿作 :ニ トロセルローズ膜を固相担体に用いた RAST の

検討.第34回日本アレルギー学会総会 (59.10.27).

古江増裕,長井苑子,北市正則,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :胸部 CT検査および BAL検査所見から腰

病肺が疑われたびまん性肺疾患の1例 (肺胞蛋白症).第25回びまん性肺疾患研究会 (59.6.16).

江村正仁,安場広高,木野稔也,前原順一,藤村直樹,泉 孝英,大島駿作,上坂一郎 :アレルギー性気管支

肺真菌症と考えられた2症例.第23回本胸部疾患学会近畿地方会 (59.6.30).

安場広高,松井祐佐公,門 政男,北市正則,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,黒住貢史,山田安民,池田貞

樵 :興味あるレ線経過を示した原発性肺クリプトコッカス症の1例.第 113回日本内科学会近畿地方会 (59.6.

23).

安場広高,西村浩一,泉 孝英,長井苑子,弗原順一,藤村直樹,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔

也,大島駿作 :選択的肺胞気管支造影によるびまん性汎細気管支炎の禾稽気道病変の検討.第 7回日本気管支学

会総会 (59.7.6).

三尾直士,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,田村康一,寺町政美,入金滋樹,今井弘行 :健康診断

で両肺野に多発性結節性陰影を指摘された一例 (unusualsarcoidosis).第27回びまん性肺疾患研究会 (59.12.8).

橋本圭司,長井苑子,泉 孝英,北市正則,藤村直樹,竹内 実,黍 焚煙,大島駿作 :サルコイド-ジスに

おける臨床病期と BAL リンパ球所見の対比検討.第 4回サルコイド-ジス研究会総会 (59.ll.16).

Yamamoto,M.,Izumi.T.etal.:A studyofprognosticuseofX-rayrecordingsystem forsarcoidosis,

basedonamodifiedILO pneumoconisosisclassification･lothInternationalConferenceonSarcoidosisand

OtherGranulomatousDisorders.Baltimore(1985,9.21).

Hiraga,Y･,Izumi,T･etal･:CT点ndingsofthelungsinsarcoidosis･ InternationalConferenceonSar-

coidosisandOtherGrannlomatousDisorders.Baltimore(1985.9.22).

本田和徳,節原順一,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,藤堂義郎 :サルコイド-ジス肺野病変の CT像.第2

4回日本胸部疾患学会総会 (59･4･7).

中沢次夫,木野稔也,泉 孝英他 :わが国における PIE症候群の現況 (第2報)胸部レントゲル所見を中心と

して.第24回日本胸部疾患学会総会 (59･4･5).

栃木崇男,木野稔也他 :Aspergillusoryzaeと AspergillusfumigattlS両種が原因真菌と考えられたアレルギ

-性気管支肺アスペルギルス症の-症例.第34回日本アレルギー学会総会 (59･10･29).

鎌刈邦彦,北市正則他 :肺線維症を伴った Hermansky-Pudlak症候群の1例.第22回日本胸部疾患学会近畿

地方会 (59.6.20).

越久仁敬,北市正則他 :肺原発のMultifocalextramedullaryplasmacytomaの1例.第23回日本胸部疾患学会

近畿地方会 (59.6.20).

小野寺秀記,泉 孝英,北市正則他 :妊娠により増悪をきたしたびまん性肺疾患の1例 (Hamartoangiomy0-

matosis).第27回びまん性肺疾患研究会 (59･12･8).

松村裕司,北市正則他 :微熱を主訴とし短期間にびまん性肺陰影の消長をみた1例.第28回びまん性肺疾患研

究会 (60.2.16).

平井正志,泉 孝英,西村浩一他 :減量により夜間酸素飽和度の改善をみた閉塞性無呼吸症候群の1例.第24

回日本胸部疾患学会近畿地方会 (59.ll.17).
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〔そ の 他 〕

大島駿作 :高齢者肺炎.第4回滋賀県感染症症例検討会 (59.5.12).

泉 孝英 :第 5回胸部疾患セミナー ｢慢性閉塞性肺疾患のすべて｣各論 1)慢性気管支炎およびびまん性汎細

気管支炎.日本胸部疾患学会 (59.4.8).

泉 孝英 :びまん性肺疾患一最近の話題.熊本チェス トカンファレンス.熊本県医師会学術講演会 (59･6･2).

泉 孝英,三上理一郎,立花時夫 :サルコイド-ジス.予後と治療をめぐって.阪南呼吸器談話会 (59.6･21).

泉 孝英 :BAL と私.アレルギーの臨床,4(7):541-544,1984.

泉 孝英 :天地人 ｢国際会議と InternationalConference｣,medicina,21(9):1675,19841

泉 孝英 :天地人 ｢族装案内｣.medicina,21(ll):2043,1984.

泉 孝英 :滋賀県高島郡医師会講習会 ｢慢性閉塞性肺疾患｣第 1回 慢性閉塞性肺疾患の概念 (59.ll.30).

第2回 慢性気管支炎とびまん性汎細気管支炎 (60.1.25).第 3回 気管支噂息 (60.2.22).第4回 慢性肺気

腫 (60.3.29).

泉 孝英 :特発性間質性肺炎と腰原病性間質性肺炎.昭和59年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会 (60.

1.26).

泉 孝英 :医学講座 ｢びまん性細気管支炎｣日本短波放送 (59.4.10).

泉 孝英,中村治雄 :診療手帖 ｢サルコイドーシスと ACE｣ 日本短波放送 (60.3.7).

本間日臣,泉 孝英他 :座談会 ｢腰原病と肺疾患｣ 呼吸,3(8):982-993,1984.

泉 孝英 :書評 ｢織田敏次他編,免疫学用語辞典,最新医学社｣カレントテラピー,3(3):125,1985.

木野稔也 :気管支鴨息の診断と治療における最近の知見.滋賀県保険医協会講演会 (59.9.8).

木野稔也 :気管支鴨息の原因と治療に関する最近の知見.第25回新香里病院講演会 (60.1.25).

木野稔也 :気管支鴨息の治療.彦根市医師会講演会 (60･2･16).

長井苑子,泉 孝英 :サルコイドーシスの免疫学的発症機序.第12回免疫カンファレンス (59.8.ll).

長井苑子 :天地人 ｢聖たまこがねの記 (盲-び-の猪)｣.medicina,21(5):969,1984.

長井苑子, 泉 孝英 :サルコイドーシスの病態一気管支肺胞洗浄液を用いた検討.第 1回関西医学セミナー

(60.1.19).

〔内科第二部門主催講演会〕

59.7.9

RonaldG.Crystal,(米国 NIH･肺疾患部門主任):PathogenesisofSarcoidosis.

59.9.3

QuentinN.Myrvik(米国ウェイクフォレス ト大学ボーマングレイ医学校微生物学教室教授):Characteristics

ofamacrophagemlgrationstimulationfactor

59.ll.20

0m P.Sharma(米国南カルフォニア大医学センター呼吸器科主任):Hypersensitivitypneumonitisandsaト

coidosis.

胸 部 外 科 部 門

〔学 会 発 表〕

〔シンポジウム ･特別講演コ

伊藤元彦 :胸腺腫と胸腺関連腫癌,厚生省がん助成金によるワークショップ ｢胸腺腫の形態学｣(59･2).

伊藤元彦 :両側性肺癌および反対側再発肺癌に対する手術,第84回日本外科学会シンポジウム ｢両側肺手術に
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おける問題点｣(59.4).

伊藤元彦 :腫疾発生母地としての胸腺構成細胞,第24回日本胸部疾患学会シンポジウム ｢胸腺の集学的研究｣

(59.4).

伊藤元彦,山中 晃,玉田二郎 :肺腺癌の病理と臨床- 産生粘液および産生蛋白からみた検討,第25回日本

肺癌学会シンポジウム ｢肺腺癌の病理と臨床｣(59.10).

伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,日本臨床細胞学会近畿支部会スライドカンファランス出題 (59.2).

伊藤元彦 :末梢型肺癌の細胞診,第 8回日本本臨床細胞学会細胞検査士ワークショップ ｢呼吸器の細胞診｣

(59.12).

松原義人,畠中陸邸,船津武志,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,二宮和子,池田貞雄 :人工気管

による気管分岐部の再建,第37回日本胸部外科学会総会シンポジウム,(59.10).

船津武志 :卒後教育セミナー ｢胸部外科における形態学的診断,縦隔鏡診断｣第37回日本胸部外科学会総会

(59.10).

土井 修,桑原正喜,倉田昌彦他6名 :肺扇平上皮癌,肺癌の術後再発様式,第25回日本肺癌学会総会シンポ

ジウム,(59.10).

千原幸司,寺田泰二,松延政一,外相聖一･:老人医療をめぐる諸問題,超高齢者と手術,第22回日本日本社会

保険医学会,(59.10.18).

〔学 会 発 表〕

1. 腫 嫉

光岡明夫,奥村典仁,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :HCG 産生肺巨細胞癌の1例,第40回日本肺癌学会関

西支部会,(59.2.4).

竹田秋郎,大森英夫,高 欽揮,村木宏要,倉田昌彦,藤田正憲,田中豊子,陳 和夫,室本 仁 :切除後約

7年6カ月目に他側肺転移を認めて再手術を行った肺腺癌の1例,同上学会,(59.2.4).

李 民実,梁 宗三,金 英一,人見滋樹 :開業医外来を利用した肺癌地域検診にて発見し得た肺癌症例の検

討,同上学会,(59.2.4).

八木一之,北野司久,藤尾 彰,朝倉床志,松井輝夫 :MalignantFibrousHistiocy-tomaの2手術例,同上

学会,(59.2.4).

安田雄司,松原義人,池 修,青木 稔,宮本好博,中田 徹,桑原正喜,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,横川智信,鈴木捷之,長谷川徹 :肺癌における CEARIABEAD 法の検討,同上学会,(59.2.4).

青木 稔,安田雄司,池 修,中田 徹,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中隆郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺小細胞癌の外科治療,同上学会,(59.2.4).

二宮和子,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中隆郎,船津武志,池田貞雄

:肺癌に対する胸膜肺全刻除例の検討,同上学会,(59.2.4).

宮本好博,安田雄司,池 修,青木 稔,中田 徹,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志

:女性肺癌患者の検討,同上学会,(59.2.4).

池 イ象 安田雄司,青木 稔,宮本好博,中田 徹,桑原正喜,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :若年者肺癌の臨床的検討,同上学会,(59.2.4).

三宅正幸,岡田賢二,人見滋樹,望月敏弘,淀井省三 :両側主気管支のほぼ完全閉塞を伴いながら,胸部Ⅹ線

写真で著変を示さなかった肺門部肺癌の1例,第21回近畿気管支鏡懇話会,(59.2.10).

寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖一一:集約的治療が奏効した肺小細胞癌の2例,第20回滋賀呼吸器談話

会,(59.2.18).

北野司久,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,藤尾 彰 :肺癌に対する in vivo制癌剤感受性テストの検討,節

17回制癌剤適応研究会,(59.3.2).

倉田昌彦,高 欽揮,竹田秋臥 村木宏要 :再発乳癌の治療 (腫療転移臓器別からの考察),第84回日本外科学

会総会,(59.3.29-31).
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田村康一,光岡明夫,瀧 俊彦,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :再発肺癌に対する再切除- 意

義と適応,同上学会,(59.3.29-31).

岡田質二,人見滋樹,三宅正幸 :縦隔腰痛と胸壁腫癌の定義に関する-試案,第24回日本胸部疾患学会総会,

(59.4.5-7).

松原義人,桑原正喜,青木 稔,池 修,中田 徹,安田雄司,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌患者におけるモノクローナル抗体による7)ンパ球サブセット,同上学会,(59.4.5-7).

桑原正喜,松原義人,二宮和子,安田雄司,池 修,中田 徹,宮本好博,青木 稔,畠中陸郎,船津武志,

池田貞雄 :肺癌患者における血清 TPA,同上学会,(59.4.5-7).

カレッド･レシヤード,高橋 豊,高橋 衛,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜 :気管支鏡による肺癌の診断に

ついて,静岡県癌治療研究会, (59.4.14).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:胸壁腫癌の6切除例,第135回近畿外科学会,(59.4.28).

池 修,安田雄司,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:癌性心膜炎に対する Pericardiotomyの検討,同上学会,(59.4.28).

村木宏要,高 欽揮,竹田秋郎,倉田昌彦,月江富男 :乳癌手術における有茎筋皮弁,同上学会,(59.4.28)･

小林 淳,奥村典仁,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,田村康一,瀧 俊彦,和田洋巳,伊藤元彦

:左主気管支管状切除を実施したカルチノイドの1例,同上学会,(59.4.28).

寺田泰二,松延政一,外相聖-,清水慶彦,千原幸司,和田洋巳,伊藤元彦 :癌性胸膜炎に対する肺剥皮術例,

同上学会,(59.4.28).

朝倉庄志,松井輝夫,八木一之,藤尾 彰,北野司久 :カルチノイドの切除症例6例の検討,同上学会,(59･

4.28).

桑原正喜 :肋骨後部に発生した軟骨性外骨腫,大阪から肺がんをなくす会,(59.4).

伊藤元彦 :肺癌の外科治療,最近の動向,京都外科医会特別講演,(59.4).

カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,梅宮正志,岡野昌彦,竹内吉喜 :癌性胸膜炎の治療成績,静岡

県がん免疫化学療法研究会,(59.6.2).

高井昌子,倉田昌彦,友田慎典 '･肺癌および乳癌の血中免疫抑制酸性蛋白(IAP)とα-glycoproteinについて,

第17回日本臨床病理学会近畿支部総会,(59.6.3).

高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,乾 健二,カレッド･レシャード,利光 敵,立花昭生,岡野 弘 :左横隔

神経に発生した神経鞘腫の一例,第45回日本胸部疾患学会東海地方学会,(59.6.9).

乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,竹内吉菩 :当院における転移性肺腫癌切除例の検討,同上学会

(59.6.9).

植野辰雄,カレッド･レシャード,高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜 :当院における原発

性肺癌の診断率の検討,同上学会,(59.6.10).

カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,梅宮正志,竹内吉喜 :75歳以上の高齢者進行肺癌切除例の検討,

第27回胸部外科学会関西地方会,(59.6.15/-16).

畠中陸郎,青木 稔,安田雄二,池 修,官本好博,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:進行肺癌の外科治療- 縦隔鏡検査からの検討,同上学会,(59.6.15-16).

田村康一,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,利田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,

清水慶彦,寺松 孝 :進行肺癌の外科治療- 肺再切除例の意義および適応,同上学会,(59･6･15-16)･

千原幸司,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,

清水慶彦,渡部 智,外村聖一,松延政一,寺田泰二 :胸郭合併切除を施行した肺癌症例の検討,同上学会,

(59.6.15-16).

村木宏要,倉田昌彦,高 欽滞,竹田秋郎,端 和夫,青山育弘,大竹克美 :原発性肺癌の脳転移症例につい

て,同上学会,(59.6.15-16).

神頭 徹,玉田二郎,横見瀬裕保 :気管管状切除を施行した Adenoidcysticcarcinomaの1例,同上学会,
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(59･6.15-16).

横見瀬裕保,玉田二郎,神頭 徹 :縦隔内神経鞘腫の3切除例,同上学会,(59.6.15-16).

朝倉庄志,松井輝夫,八木一之,藤尾 彰,北野司久 :肋骨腫癌切除症例4例の検討,同上学会,(59･6･15-

16).

長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,秋山文弥 :広範な出血壊

死を伴った胸睦内腺腫様甲状腺腫の一例,同上学会,(59.6.15-16).

高橋 豊,梅宮正志,岡野昌彦,乾 健二,カレッド･レシャード,利光 敵,立花昭生,岡野 弘 :左横隔

神経に発生した神経鞘腫の一例,静岡県外科医会第130回集談会,(59.6.16).

村木宏要,竹田秋郎,佐藤友信,倉田昌彦 :経気管支 Cisplatin局所注射が奏効した肺癌 (南平上皮癌)の1

例,第22回近畿気管支鏡懇話会,(59.6.29).

中村達雄,三宅正幸,住友伸一,蔚 金宝,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,和田洋己,清水慶彦,
伊藤元彦,人見滋樹 :胸壁縦隔内で悪性変化した vonRecklinghausen病の3症例,第53回日本結核病学会,罪

23回日本胸部疾患学会近畿地方会近畿地方会,(59.6).

佐藤友信,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,藤川 潤,陳 和夫,田中豊子,鍵岡 健,久保勝彦,室本 仁

:CA･19-9高値にて発見された mucoepidermoidcarcinomaの1例,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,

(59.6.30).

人見滋樹 :早期肺癌の発見と治療,島田市医師会学術講演会,(59.7.4).

カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,竹内吉喜 :当科における原発性肺癌の診

断率について,第7回日本気管支学会総会,(59.7.7).

竹内吉喜,梅宮正志,高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二,鈴木 清,カレッド･レシヤード:肺癌診断における

BALの生化学的検査の有用性,第44回中部肺癌学会,(59.7.7).

鈴木 清,高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシヤード:血清シアル酸値は肺癌のマー

カーとなりうるか,同上学会,(59.7.7).

人見滋樹 :肺癌の早期診断,舞鶴市医師会学術講演会,(59.7.ll).

江崎 寛,鈴木雄二郎,坂東憲司,長谷光雄,高嶋義光 :最近33例の癌性胸膜炎に対する胸膜癒着術の成績,

第18回日本肺癌学会北陸地方会,(59.7.14).

住友伸一,三宅正幸,李 民実,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,

渡部 智,清水慶彦 :放射線治療1年10カ月後に手術した肺癌の1例,第41回日本肺癌学会関西支部会,(59･7･

21).

田村康一;三宅正幸,李 民実,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,

西山秀樹,西島直城,渡部 智,清水慶彦 :パンコ-スト型肺尖部胸壁浸潤肺癌の1手術例,同上学会,(59･7･

21).

小林 淳,岡田賢二,桑原正喜,三宅正幸,伊藤元彦,人見滋樹 :Post-innammatoryPseudotumorの1例,

同上学会,(59.7.21).

宮本好博,安田雄司,池 修,青木 稔,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Neuro-

blastomaの組織像を伴った teratomaの一切除例,同上学会,(59.7.21).

青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :縦隔カル

チノイドの1例,同上学会,(59.7.21).

池 修,安田雄司,青木 稔,官本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船惰武志,池田貞雄 :肺原発

Hemangiopericytomaの1切除例,同上学会,(59.7.21).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,適田貞雄 :肺腫癌が

疑われた悪性 リンパ腫の1例,同上学会,(59.7.21).

桑原正喜,岡田賢二,小林 淳,大津 章,Roentgenologicallyoccultlungcancer,第 2回阪神呼吸器疾患勉強

会,(59.7).

高橋 豊,梅宵正志,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャード:縦隔嚢状 リンパ管腫の1切除
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例,静岡県外科医会第131回集談会,(59.9.8).

人見滋樹 :煙草と肺癌,読売テレビ,テレビドクター,(59.9.22).

人見肢樹,倉田昌彦,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義,玉田二郎 :胸腔鏡検査,第22回日本癌治療学会総会,

(59･9.26～28).

人見滋樹,船津武志,Maassen‥縦隔鏡検査,同上学会,(59.9.26-28).

青木 稔,松原義人,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患愚

におけるリンパ球サブセットの検討,同上学会,(59.9.26-28).

松原義人,二宮和子,青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,桑原正

喜 :肺癌における腰痛マーカーの臨床的評価- TPA を中心として,同上学会,(59.9.26-28).

和田洋己,松延政一,カレッド･レシャード,岡田賢二,人見滋樹 :超高齢者 (80歳以上)の肺癌手術の問題

点,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.4).

カレッド･レシャード,高橋 豊,乾 健二,竹内吉菩 :癌性胸膜炎の外科療法の検討,同上学会,(59･10･

4).

竹田秋郎,佐藤友信,村木宏要,倉田昌彦,井家久雄,松本浩生,里村一成 :乳癌の皮膚転移におけるレーザ

ー焼灼の経験,第136回近畿外科学会,(59.10.27).

呉 俊雄,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :胸壁合併切除,Sleevelobectomy,肺動脈分

節切除を施行した肺癌の1手術例,同上学会,(59.10.27).

藤尾 彰,北野司久,八木一之,朝倉庄志,松井輝夫 :当院における縦隔腫療手術例の検討,同上学会,(59･

10.27).

池 修,安田雄司,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :食道筋層

に発生した気管支嚢腫の1例,同上学会,(59.10.27).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,松原義人,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,若林陽夫

:人間 ドックで発見された食道平滑筋腫の2例,同上学会,(59.10.27).

倉田昌彦,佐藤友信,竹田秋郎,村木宏要,基本 仁,田中豊子,陳 和夫,鍵岡 均 :Ⅲ期肺癌の手術適応,

第25回日本肺癌学会総会,(59.10.30).

土井 修,児玉 憲,門田康生,安光 勉,桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,沢村献児,森 隆 :柿,扇平

上皮癌,腺癌の再発様式,同上学会,(59.10.30).

光岡明夫,有安哲哉,大野暢宏,呉 俊雄,寺町政美,塙 健,室恒太郎,和洋 仁,李 民実,三宅正幸,

中村達雄,住友伸一,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,山下純宏 :組織型から肺癌転移の

検討,同上学会,(59.10.30).

横鬼瀬裕保,玉田二郎,神頭 徹 :狭心症合併原発性肺癌手術症例の検討,同上学会,(59.10･30).

玉田二郎,神頭 徹,横鬼瀬裕保 :根治目的照射後に肺切除を施行した肺癌 2例の検討,同上学会, (59.10.

30).

北野司久,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,藤尾 彰 :Invivo制癌剤感受性テストの基礎的検討- 肺癌

Ⅹeno-Graftを中心にして,同上学会,(59.10.30).

カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,梅宮正志,鈴木 清,竹内吉菩 :肺癌における各種腫癌マーカ

ーの検討,同上学会,(59.10.30).

田村康一,三宅正幸,李 民実,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,

渡部 智,清水慶彦 :肺癌における気管支形成術,同上学会,(59.10.30).

船津武志,松原義人,畠中陸郎,官本好博,池 修,青木 稔,安田雄司,二宮和子,池田貞雄 :肺癌 N2

症例の手術適応- 縦隔鏡検査からの検討,同上学会,(59.10.30).

松原義人,安田雄二,池 修,宮本好博,青木 稔,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者

における腰療関連抗源 ･TA-4,同上学会,(59.10.30).

安田雄司,松原義人,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌組織

中における TPA と CEA,同上学会,(59.10.30).
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二宮和子,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :肺癌に対

する胸膜肺全刻除術の検討,同上学会,(59.1().30).

人見滋樹 :肺癌の外科療法,第423回セミブトー,肺癌の診断と治療,(59.ll.ll).

人見舷樹,Ll]村康一 :肺癌の手術 縦隔鏡検査と右中下葉切除術,第46回日本臨床医学会総会, (59.ll.16

--18).

池田貞雄,松原義人,畠中陸郎,官本好博,池 修,青木 稔,二宮和子,安田雄司,船津武志 :進行肺癌

の外科治療- 人工気管による気管分岐部の再建,同上学会,(59.ll.16-18).

人見滋樹 :早期肺癌を見つけるために,京都医師会学術講演会,(59.ll.16).

梅宮正志,カレッド･レシャード,岡野昌彦,乾 健二,高橋 豊,竹内吉喜 :卵巣腫場による肺塞栓の1例,

第46回日本胸部疾患学会東海地方会,(59.ll.17).

長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,田辺 一,秋山文弥 :気管カルチノ

イドの1例,同上学会,(59.ll.17).

高橋 豊,梅宮正志,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャード:縦隔褒状 リンパ管理の1切除

例,同上学会,(59.ll.17).

朝倉庄志,松井輝夫,八木一之,藤尾 彰,北野司久 :限局性中皮腫の1切除例,第24回日本胸部疾患学会近

畿地方会,(59.ll.17).

陣 和夫,鍵間 均,高山康夫,藤川 潤,久保勝彦,基本 仁,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,佐藤友信,

金田倫幸 :肺癌症例における CA19-9の検討,同上学会,(59.ll.17).

桑原正喜,岡田賢二,小林 淳 :前縦隔腫癖に対する新しい生検法 (TSPB)同上学会,(59.ll.17).

人見滋樹 :肺癌の診断と治療- 最近の トピックス,枚方医師会学術講演会,(59.ll.17).

カレッド･レシャード:啄疾細胞診断法の意義,島田医師会,(59.ll.20).

人見滋樹 :リンパ節転移から見た肺癌手術限界シンポジウム ｢肺癌の手術限界とその画像診断,第20回日本医

学放射線学会秋季臨床大会,(59.ll.22).

人見滋樹 :肺癌の外科治療- リンパ節転移の廓宿を中心として,第45回大阪呼吸器疾患懇話会,(59.ll.28).

人見滋樹 :肺癌の早期発見- 開業医と専門病院の協力体制はどうあるべきか,大阪市生野区医師会学術講演

会,(59.ll.28).

長谷寛二,中野 豊,高橋 豊,乾 健二,竹内吉富,カレッド･レシャード:原発性肺腺癌の脳転移巣に対

し,Etopocideが有効であった1例,第5回静岡県癌治療研究会,(59.12.1).

呉 俊雄,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :肺結核と合併 した肺癌の1手術例,第22回

滋賀呼吸器談話会,(59.12.8).

竹内吉喜,梅宮正志,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャー ド:当科で経験 した重複癌9例の検討,第45

回中部肺癌学会,(59.12.15).

鈴木 活,高橋 豊,梅官正志,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャード:TPA･腫療および非腔癌性

肺疾患との関連について,同上学会,(59.12.15).

鈴木 清,高橋 豊,梅宮正志,乾 健二,竹内古着,カレッド･レシャード:血清 IAP値は肺癌の臆病マ

ーカーになりうるか,同上学会,(59.12.15).

久場睦夫,宮城 茂,仲宗根恵俊,大湾朝恩,大城盛夫,石川清司,国吉真行,源河圭一郎,外間政暫 :非小

細胞肺癌に対するシスプラチンを主体とした多剤併用療法の検討,第24回日本肺癌学会九州地方会,熊本,1984.

源河圭一郎,前里和夫,石川清司,国吉真行,城間 寛,普久原浩,野原雄介 :気管支内軟骨腫の1治験例,

第7回九州気管支研究会,長崎,1984.

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,下地克桂,大城盛夫,石川清司,国吉貢行,前里和夫,城問 寛,源河圭

一郎 :当院における気管支動脈造影検査 (BAG)および気管支動脈内制癌剤注入療法 (BAI)の検討,第63回沖縄

県医師会医学会,1984.

石川清司,城問 寛,前里和夫,国吉実行,源河圭一郎,久場睦夫,宮城 茂,仲宗根恵俊,大湾朝忠,大城

盛夫 :前縦隔発生悪性腫癌の治療方針に関する検討,同上学会,(1984).
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国吉真行,城間 寛,前里和夫,石川清司,源河童一郎,上里忠興,松井克明,比嘉政昭 :肺原発と思われる

Malignantfibroushistiocytoma(MFH)の1手術例,同上学会,(1984).

中野 豊,坂本益雄,梅宮正志,高橋 豊,乾 健二,竹内吉喜, カレッド･レシャード:当院における

StageIV の化学療法例について,同上学会,(59.12.15).

久場睦夫,豊見山寛,宮城 茂,仲宗根恵俊,石川清司,国吉真行,源河圭一郎,外聞政哲 :当院における第

一次及び第二次プロトコールによる非小細胞肺癌の治療成績,第3回九州肺癌化学療法研究会世話人会,福岡,

3月,1984.

瀧 俊彦,光岡明夫,伊藤元彦,奥村典仁,小林 淳,江崎 寛,中村達雄,住友伸一,田村康一,和田洋己,

寺松 孝 :肺癌所属 リンパ節における Tcellsubsetの検討,第24回日本胸部疾患学会総会,(59.4.5-7).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,下地克任,石川清司,国吉真行,城問 寛,前里和夫,源河圭一郎,外聞

政暫 :当院における第二次研究会中間結果について,第3回九州肺癌化学療法研究会,熊本,6月,1984.

久場睦夫,仲宗根恵俊,下地克任,石川清司,国吉真行,城間 寛,前里和夫,源河童一郎 :1.5cm 以下の

陰影の切除例の検討,第10回肺癌診断会,神奈川,7月,1984.

松井祐佐公,大島駿作,下方 薫,伊藤文雄,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎 :肺癌症例における経口カプ

セル VP-16-213の phaseH study,第22回日本癌治療学会総会 (59.9.26-28).

瀧 俊彦,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,田村康一,渡部 智,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,

人見滋樹 :肺癌準治癒手術 (R2,N2)症例の検討,第37回日本胸部外科学会総会 (59.10.4).

唐揮和夫,平田 保,平井利和,西山祥行,小松彦太郎,平田正信,石渡弘一,土屋俊晶,柳内 登,五十部

潤,天羽道男,石川創二,生嶋宏彦,沢村献児,桑原 修,吉川尚彦,南城 悟,半井一郎,岩崎健資,入来敦

久,源河童一郎 :原発性肺癌に対する limitedoperation,第25回日本肺癌学会総会,(59.10.30).

桑原 修,平田 保,早乙女一男,柳内 登,平井利和,西山祥行,小松彦太郎,平田正信,石渡弘一,秋山

三郎,井内敬二,中井 勲,半井一郎,岩崎健資,武藤 真,入来敦久,源河童一郎 :肺癌手術後の重複癌と今

後の対応,同上学会,(59.10.30).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,下地克任,大城盛夫,石川清司,国吉真行,城間 寛,前里和夫,源河童

一郎,大宜見辰雄,外間政暫 :若年者肺癌例の検討,同上学会,正59.10.30).

松井祐佐公,門 政男,大島駿作,下方 薫,伊藤文雄,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎 :肺癌症例におけ

経口カプセル VP-16-23の phaseIIstudy,同上学会,(59.10.30).

瀧 俊彦,光岡明夫,伊藤元彦,有安哲哉,大野暢宏,呉 俊雄,寺町政美,塙 健,室恒太郎,和洋 仁,

李 民実,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,田村康一,和田洋己,人見滋樹他 2名 :肺癌所属リンパ節における

リンパ球サブセットの検討,同上学会,(59.10.30).

石川清司,源河童一郎,国吉真行,城間 寛,前里和夫 :縦隔膜癌切除症例の臨床的検討- 特に前縦隔発生

悪性腫癌の治療方針について,第46回日本臨床外科医学会総会,(59.ll.16-18).

城間 寛,源河童一郎,前川清司,国吉真行,前里和夫 :原発性肺癌肉腫の1例,第17回日本胸部外科学会九

州地方会,熊本,1984.

石川清司,源河圭一郎,国吉英行,城間 寛,前里和夫 :前縦隔に発生した扇平上皮癌の1切除例,同上学会,

(1984).

国吉真行,城問 寛,前里和夫,石川清司,源河童一郎,上里忠興 :肺原発と思われる Maglignantfibrous

histiocytomaの1手術例,同上学会,(1984).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,下地克任,大湾朝恩,大城盛夫,石川清司,国吉真行,前里和夫,城問

寛,源河圭一郎 :肺結核を合併した肺癌例の検討,第64回沖縄県医師会医学会,1984.

宮城 茂,下地克任,久場睦夫,仲宗根恵俊,大城盛夫,前里和夫,石川清司,国真行,源河童一郎 :肺癌の

早期発見に関する試み- 集検時のダブルリーディング- ,同上学会,(1984).

国吉実行,普久原浩,城間 寛,前里和夫,石川清司,源河圭一郎,下地克佳 :肺カルチノイド2例の経験,

同上学会,(1984).

石川清司,城間 寛,国吉真行,前里和夫,源河圭一郎,長嶺信夫 :α-フェトプロティン産生胃癌の1例,同
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2. 胸腺 ･免疫

光岡明夫,瀧 俊彦,米津智徳,馬場満男 :SAM の免疫能の検討,第 1回老化促進モデルマウス (SAM)釈

究協議会,(59.3).

和田洋己,小林 淳,奥村典仁,江崎 寛,住友伸一,中村達雄,光岡明夫,田村康一,瀧 俊彦,伊藤元彦,

カレッド･レシャード,乾 健二 :重症筋無力症患者に対する胸腺摘除術の効果,第24回日本胸部疾患学会総会,

(59.4.5-7).

光岡明夫,小林 淳,奥村典仁,江崎 寛,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,

伊藤元彦 :胸腺および胸腺腫の Tcellsubsetの OK-シリーズ抗体による検討,同上学会,(59.4.5-7).

藤尾 彰,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,北野司久 :胸腺原発カルチノイドの1手術例,第27回日本胸部外

科学会関西地方会,(59.6.15-16).

岡田賢二,桑原正喜,小林 淳,人見滋樹 :胸腺腫の病理学的所見,手術所見,核 DNA 分析,同上学会,

(59.6.15-16).

倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,高 欽揮,小中義照,藤田正憲 :重症筋無力症と純赤芽球性貧血を共に合併

した胸腺腫症例の2例,同上学会,(59.6.15-16).

小林 淳,岡田賢二,桑原正喜 :胸腺腫に合併した悪性腫癌の2症例,京大胸部研外科夏季研究会, (59.7.

28).

岡田賢二,小林 淳,三宅正幸,桑原正喜,星野一正,和田洋己,人見滋樹 :胸腺腫の核 DNA 量と DNA

モードの解析,第3回胸腺研究会,(59.10.5).

伊藤元彦,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,人見滋樹 :胸腺および胸腺腫 リンパ球のモノクローナ

ル抗体による解析,同上学会,(59.10.5).

北野司久,朝倉庄志,松井輝夫,藤尾 彰 :心タンポナーデを起こした悪性胸腺腫の2症例,同上学会,(59.

10.5).

倉田昌彦 :胸腺腫に合併した PRCA の4例,同上学会,(59.10.5).

伊藤元彦 :胸腺腫- 最近の知見,高知胸部医会特別講演,(59.ll).

須賀博文,光岡明夫,伊藤元彦ほか3名 :ヒト胸腺にみられた神経ペプチド活性,第11回日本内分泌学会経内

分泌分科会,(59.ll).

伊藤元彦 :胸腺腫 リンパ球のモノクローナル抗体による検討,厚生省がん研究正問姓々会議,(59.ll).

高嶋義光,江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 頁,長谷光雄 :気縦隔CTを行った重症筋無力症の1例,第20回日

本胸部疾患学会北陸地方会,(59.ll.10).

高嶋義光,江崎 寛,武藤 真,鈴木雄二郎,長谷光雄 :化学療法により部分寛解した悪性胸腺腫の1例,罪

3回福井癌研究会,(59.ll.17).

3. 結 核

和田洋己,住友伸一,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,伊藤元彦 :当施設における慢性膿胸の外科療法-

278例の検討,第59回日本結核病学会総会,(59.3).

カレッド･レシャード,竹内吉喜,高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二 :一般病院における肺結核症の必応,第59

回日本結核学会総会,(59.4).

カレッド･レシャード,乾 健二,神頭 徹,竹内吉喜,高橋 豊 :膿胸100例の治療成績の検討,第24回日本

胸部疾患学会総会,(59.4.6).

坂本益雄,カレッド･レシャー ド,中野 豊,宮崎之男,梅宮正志,高橋 豊,乾 健二,竹内吉喜 :粟粒結

核,白験例の検討,第64回日本結核学会東海地方学会,(59･11･17).

畠中陸郡,安田雄二,池 修,一木 稔,宮本好博,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :膿胸の外

科治療,第54回日本結核病学会,第24回日本胸部疾患学会,近畿地方会,(59.ll.17).
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寺田泰二,呉 俊雄,千原幸司,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :結核性左主気管支狭窄症の手術治験例,節

22回滋賀呼吸談話会,(59.12.8).

千原幸司,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :興味ある胸部X線像を呈 した多剤耐性肺結

核の1例,同上学会,(59.12.8).

石川清司,源河圭一郎,国吉貢行,前里和夫,城問 寛,金城 毅 :肺結核症経過中に発生 した縦隔の Cas-

tleman'sLymphomaの 1例,第25回日本肺癌学会総会,(59.10).

4. 人 工 材 料

松原義人,小鯖 覚,桑原正喜,安田雄二,中田 徹,青木 稔,二宮和子,畠中睦郎,船津武志,池田貞雄

:人工気管の実験的研究,第84回日本外科学会,(59.3.29-31).

寺田泰二,千原幸司,松延政一,外相聖一,中谷史郎,和田洋己,伊藤元彦 :1PPV に重乗するオシレーショ

ンジェネレーター,第24回日本胸部疾患学会総会,(59.4.6).

松原義人,小鯖 覚,桑原正喜,池 修,宮本好博,青木 稔,安田雄司,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :Neville人工気管に関する実験的研究,第7回日本気管支学会総会,(59.7.6-7).

渡部 智,清水慶彦,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,

江崎 寛,高嶋義光,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外相聖一,加藤弘文,岡田慶夫 :アルミナ ･セラミック

ス肋骨接合ピンの臨床的検討,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.3-5).

池田貞雄,松原義人,青木 稔,池 修,安田雄二,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志 :人工気管

の実験的研究,同上学会,(59.10.3-5).

松原義人, 畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :第36回日本気管食道学会総会ならびに学術講演会, (59･11･9-

10).

渡部 智,清水慶彦,中村達雄,人見滋樹,日野常稔 :医用合成高分子材料の Biolization と抗菌活性機能の

付与,第22回日本人臓器学会大会,(59.ll.9～10).

田村康一, 中村達雄,水野 浩, 岡田賢二,人見滋樹,清水慶彦,加藤弘文,寺松 孝,他 2名 :Polyvinyl

Alcohol-SilicaCompositeの人工血管への応用- 細小動脈置換例の開存率の検討,同上学会,(59･1119-10).

岡田賢二,中村達雄,水野 浩,田村康一,人見滋樹,清水慶彦,加藤弘文,日野常稔,城 靖,寺松 孝

:上大静脈移植における新しい材料の試み- Heparinizedpolyvinylalchol-silicaと Cardiothano同上学会,

(59.ll.9-10).

田村康一,中村達雄,水野 浩,岡田賢二,人見滋樹,渡部 智,寺松 孝,他 1名 :第 6回日本バイオマテ

リアル学会大会,(59.ll.22/-23).

渡部 智,清水慶彦,中村達雄,人見滋樹,日野常稔 :広範な抗菌力を有する生体内埋植用医用材料,同上学

会,(59.ll.22-23).

林 寿郎,中村達雄,清水慶彦,中島章夫 :親水性ポリアミノ酸膜の癒着防止材としての評価(1)膜の構造物性

と imvitro評価,同上学会,(59.ll.22-23).

和田良一,渡部 智,清水慶彦,中村達雄,田村康一,人見滋樹他 :ポリ乳酸マイクロスフェアからの抗癌剤

の徐放,同上学会,(59.ll.22/-23).

中村達雄,住友伸一,田村康一,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,筏 義人,玄 丞焦,K.Jamshdi:i生体内

分解性高分子材料の分解と生体に及ぼす影響(Ⅲ),同上学会,(59.ll.22-23).

中村達雄,人見滋樹,林 寿郎,渡部 智,清水慶彦,中島章夫 :親水性ポリアミノ酸膜の癒着防止材として

の評価(2)家兎による invivo評価,同上学会,(59.ll.22-23).

5. 心 ･血 管

宮本信昭 :パネルディスカッション- 高知県の心臓検診を推進するためにはどうすればよいか- 専門医療

機関の立場から,第16回回若年者心疾患対策協議会総会,(59.1.28).

山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :大動脈弁狭窄
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症を合併した大動脈縮窄症に対する二期的手術の1例,第63回日本循環器学会東海地方会,(59.2).

林 丘,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文邸,河原崎茂孝,長谷川誠紀,秋山文弥 :僧帽弁鎖不全

を伴った三心房心の1例,同上学会,(59.2).

山崎文邸,島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,高橋憲太郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :

解離性大動脈癖に対する Thromboexclusion 法の検討- 一時的末梢側バルーン閉塞同時併施法の意義,第14

回日本心臓血管外科学会総会,(59.2).

篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :

三尖弁閉鎖不全と肺高血圧を中心に見た僧帽手術症例の予後,同上学会,(59.2).

河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高崎憲太郎,山崎文郎,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :

BloodCordioplegia-の Diltiazem 追加効果に関する検討,同上学会,(59.2).

伊東政敏,糸井和美,五十部潤,前里和夫,井上律子,小林君美 :重症イ削岩弁狭窄症の手術適応と成績,同上

学会,(59.2).

北村文夫,井上寛治,中村隆澄,宮本信昭 :小金属片による外傷性上腕動静脈療の 1治療例,第13回中国四国

血管外科学会,(59.2.25).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :大動脈炎症候

群に由来する両冠動脈主幹部狭窄+AR の手術経験,第130回静岡県外科医会,(59.6).

北科文夫,井上寛治,中村隆澄,宮本信昭 :心室中隔穿孔閉鎖,僧帽弁置換,心室僻切除及び A-C バイパス

術を同時に施行した慢性期心筋梗塞の1治療例,第27回日本胸部外科学会関西地方会,(59.6.15).

河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一･郎,山崎文郎,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :左肺動脈低形

成を伴った総肺静脈還流異常症の1例,同上学会,(59.6.15).

林 丘,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,Lll崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,秋山文弥 :右室流出路に

憩室を伴った右室二賂症の1例,同上学会,(59.6).

伊東政敏,糸井和美,五十部潤,井上律子,小林君美 :大動脈弁置換術例の検討,同上学会,(59.6).

五十部潤,糸井和美,伊東政敏,井上律子,小林君美 :先天性僧帽弁閉鎖不全症を合併したダウン症候群の 1

例,(59.6).

山崎文邸,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川茂孝,林 丘,長谷川誠紀,

秋山文弥 :大動脈弁狭窄症を合併した大動脈縮窄症に対する二期的手術の一例,同上学会,(59.6.15).

伊東政敏,奥村典仁,糸井和美,五十部潤,井上律子,小林君美,他 2名 :心筋梗塞合併症連合弁膜症に対す

る二弁置換の1治験例,第29回岐阜循還器疾患研究会,(59.6).

奥村典仁,五十部潤,伊藤政敏,糸井和美,井上律子,小林君美 :小児孤立性 MR の 1手術治験例,第64回

日本循還器学会東海地方会,(59.6).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣イ山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :大動脈炎症群

に由来する左右冠動脈狭窄 ･大動脈弁閉鎖不全症に対する手術治療の経験,同上学会,(59･6).

KanjiInoue,TakasumiNakamura,FumiOKitamuraandNobuakiMiyamotoClinicalapplicationoft-ns-

venousmitaralcommissurotomybyanewballonncatheter.9thEuropianCongressofCardiology,July8,1984

Dusseldorf(F良G).

伊東政敏,奥村典仁,糸井和美,井上律子,小林君美 :心筋便窄合併連合弁膜症に対する二弁置換術の経験,

第131回静岡県外科医会,(59.9).

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 - :特発性肥厚性

大動脈弁下狭窄症に対する経大動脈中隔心筋切除兼僧帽弁置換術の検札 同上学会,(59.9).

秋山文弥 :四肢慢性動脈閉塞症に対する PGEl点滴静間臨床ブロスタグラディン研合会,(59.10).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀り秋山文弥 :弁置換後の遠

隔期合併症に対する再手術例の検討,第37回日本胸部心臓外科学会総会,(59.10).

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀 .'ビデオクリニ

ック- 特発性肥厚性大動脈弁下狭窄症に対する経大動脈中隔心筋切除兼僧帽弁置換術,第37回日本胸部外科学
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会総会,(59.10.4).

井上寛治,中村隆澄,北村文夫,宮本信昭 :新開発のバルーンカテーテルによる経静脈的僧帽弁交連裂開術,

同上学会,(59.10.4).

西村直己,井上寛治,宮本信昭他 8名㈱僧帽弁口-の験頓が疑われた房内浮遊血栓の1例,第45回日本循還器

学会中国四国地方会,(59.ll.17).

伊東政敏,小林君美,井上律子,五十部潤,他 3名 :IE合併 MRの 1手術治験例,第30回国立療養循環器研

究会,(59.ll).

伊東政敏,奥村典仁,糸井和美,五十部潤,井上律子,小林君美 :開心術後のページングの応用,第39回国立

病院療養所総会医学会,(59.ll).

FumiOKitamura,TakasumiNakamura,KanjilnoueandNobuakiMiyamotoSuccessful FourCombined

OperativeProcedureslnanpost-infact(chronic)''End-stage''patient,5thAseanCongressofCardiology,1984,

ll25Bangkok,Thiland･

河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,長谷川誠紀,田辺 一,秋山文弥 :Discrete型大

動脈弁下狭窄症 4例の検討,第132回静岡県外科医会,(59.12).

中山正吾,大頭信義,神野君夫,青田正樹 :先天性肺気腫を伴った心室中隔欠損症の1治験例,日本小児科学

会兵庫地方会,(59.5.26).

6. 一般胸部疾患

上司裕史,カレッド･レシャード,岡野昌彦,乾 健二,高橋 豊,竹田吉菩 :発熱を伴なった禰漫性陰影の

1例,第6回瀦漫性肺疾患研究会,(59.2.3).

千原幸司,寺田泰二,松延政一,外村聖- :両側肺嚢胞症に対する一期手術の経験,第20回滋賀呼吸器談話会,

(59.2.18).

カレッド･レシャード:呼吸器疾患の診断と治療,榛原医師会講演,(59.2.23).

呉 卓,陳 和夫,鍵間 均,田中豊子,藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,大森英夫,高 欽滞,竹田秋郎,

高橋 玲,杉山武敏 :高熱を伴い,左 S6初発後,両肺に不連続に進展を示 したびまん性陰影肺の1例,第24回

びまん性肺疾患研究会,(59.2.25).

小笹晃太郎,倉沢卓也,前川暢夫,光岡明夫,樋口佳代子,竹田俊雄,松原恒雄 :参出性病変を主とし,ステ

ロイド剤が著効を示 したびまん性肺疾患の一例,同上学会,(59.2.25).

乾 健二,高橋 豊,竹内吉喜,カレッド･レシャード:観血的治療を要したいハンドル胸部外傷の一例,静

岡県外科医会第129回集談会,(59.3.24).

高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド:当院における気胸例の治療成績,同上学

会,(59.3.24).

桑原正喜,安田雄司,中田 徹,青木 稔,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢

胞症の手術,第84回日本外科学会,(59.3.29-31).

池 修,池田貞雄,安田貞雄,中田 徹,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,

船津武志 :肺クリプトコックス症における血中抗原の検索と血中抗体価について,第24回日本胸部疾患学会総会,

(59.4.5～7).

松原義人,池田貞雄 :気管再建術における問題点,中部および分岐部,第 1回呼吸器外科研究会,(59.4.8).

人見滋樹 :非肺癌性呼吸器疾患の気管支鏡所見.セミナー ｢気管支ファイバースコープによる呼吸器疾患の診

断｣(59.4.15).

中村達雄,奥村典仁,小林 淳,千葉 渉,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦

:両側巨大ブラ切除時に発見された心膜欠損症の1例,第135回近畿外科学会,(59.4).

高 欽揮,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,陳 和夫,田中埜子,室本 仁 :Clinicalstudyofthepatient

wthihemosputum underfiberopticbronchoscopy,第4回 WorldCongressforBronchology(59.6･13.Rome).

池 修,安田雄司,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄
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:気管支嚢胞5切除例の検討,第27回日本胸部外科学関西地方会,(59.6.15-16).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:肺縫合時の Airleakageに対する Collalampの効果,同上学会,(59.6.15-16).

青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:巨大肺嚢症の外科治療,同上学会,(59.6.15-16).

乾 健二 高橋 豊,竹内吉喜,カレッド･レシャード:胸部外傷19例の検討,同上学会,(59.6.15-16).

岡田賢二,桑原正喜,小林 淳,人見滋樹 :バルーンカテ-テルを利用した片側肺機能検査,同上学会,(59.

6.15-16).

松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,藤尾 彰,北野司久 :胸壁再建術後4年にて乳房形成術を施行したポーラン

ド症候群の1症例,同上学会,(59.6.15-16).

和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,松延政一, カレッド･レシャード他2名 :呼吸器外科手術時の片肺換気

+HFJV麻酔,同上学会,(59･6･15-16).

高嶋義光,江崎 寛他 7名 :胸部レ線写真上空洞陰影及び嚢胞状陰影を呈した興味ある症例,第63回福井県医

学会,(59.6.17).

千原幸司,寺田泰二,松延政一,外相聖-,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹 :右上葉切除後,気管支断端急性

尖症により右全別を施行した1例,第22回近畿気管支鏡懇話会,(59.6.29).

寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖- :重症マイコプラズマ肺炎に対するステロイド併用療法の試み,節

23回日本胸部疾患学会近畿地方会,(59.6.30).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :クラミジ

ア肺炎の1例,第53回日本結核病学会,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,(59.6.30).

池 修,二宮和子,安田雄司,青木 稔,宮本好博,畠中陸部,松原義人,船津武志,池田貞雄 :胸部疾患

における ADA活性の検討,同上学会,(59.6.30).

青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢

胞症外科治療法の検討,同上学会,(59.6.30).

乾 健二,高橋 豊,竹内吉喜,カレッド･レシャード:当院における啄血症例の検討,第 7回E]本気管支学

会総会,(59.7.6).

源河圭一郎,石川清司,国吉真行,前里和夫,久場睦夫,宮城 茂,仲宗根恵俊 :気管支分岐異常の18例,同

上学会,(59.7.6-7).

瀧 俊彦,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :EndoscopicYAG-LaserSurgeryの適応,

同上学会,(59.7.6-7).

二宮和子,松原義人,安田雄司,池 修,宮本好博,青木 稔,桑原正喜,畠中陸部,船津武志,池田貞雄

:気道出血の気管支鏡的検討,同上学会,(59.7.6-7).

高 欽揮,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,佐藤友信,田中豊子,陳 和夫,基本 仁 :気管支鏡による血疾

患者の検討,同上学会,(59.7.6-7).

光岡明夫, 中村達雄,住友伸一,瀧 俊彦, 田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :Bedsideにおける

Ilighfrequencyventilationの使用,同上学会,(59.7.6-7).

倉田昌彦,佐藤友信,竹田秋郡,村木宏要,室本 仁,田中豊子,陳 和夫,鍵岡 均 :遠隔転移によって発

見された肺野型小型肺癌 (最大径 2cm 以下)の2例,第41回,日本肺癌学会関西支部会,(59.7.21).

人見滋樹 :縦隔 ･胸膜陰影のよみ方- その手順と解析のポイント セミナ- ｢胸部レントゲン写真の読み方

(59.7.22).

奥村典仁,糸井和美,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :気管支離断症の1治験例,第120回岐阜外科

集談会,(59.7).

奥村典仁,糸井和美,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :自然気胸の再発に関する検討,第20回中部

外科外会総会,(59.8).

人見滋樹 :呼吸器外科の将来,高知市民病院胸部心臓血管外科15周年記念学術集合会特別講演,(59.8.ll).
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梅宮正志,高橋 豊,竹内吉喜,乾 健二,カレッド･レシャード:発熱,UHL を呈し,抗生物質投与によ

る禰漫性陰影が生じた1例,第7回潮漫性肺疾患研究会,(59.9.1).

乾 健二,高橋 豊,竹内吉善,カレッド･レシャード:呼吸器外科手術における酸素+大量フェンタニール

麻酔の応用と術後管理,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.3-5).

千原幸司,松延政一,寺田泰二,外科聖一,清水慶彦,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :横隔膜-胸郭運動よ

り見た胸部外科手術の評価,同上学会,(59.10.3-5).

住友伸一,三宅正幸,中村達雄,光岡明夫,龍 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,松延政一,

渡部 智,清水慶彦 :会長推薦一般演題 :胸部手術と胸郭運動 (第 1報),同上学会,(59.10.3-5).

田村康一,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,龍 俊彦,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,

清水慶彦 :ラウンドテーブルディスカッション:胸部手術と肺機能,- 肺全摘除例の術後経過と-側肺動脈閉

塞試験の術前評価,同上学会,(59.10.3/-5).

人見滋樹 :開胸側肺虚脱下手術の安全性 に関する臨床的ならびに実験的研究に対する代表質問,同上学会,

(59.10.3/-5).

江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 真,長谷光雄,高嶋義光 :腫癖状陰影を呈し,開胸術後診断が確定した症例の

検討,日本胸部疾患学会北陸地方会,(59.10.10).

有安哲哉,中村達雄,住友伸一,渡部 智,光岡明夫,田村康一,瀧 俊彦,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹

:バランスドレナージにより処置しえた Airplombage感染症例,第136回近畿外科学会,(59･10).

光岡明夫,中村達雄,住友伸一,田村康一,瀧 俊彦,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :胸壁形成術を行った

ポーランド症候群の1例,同上学会,(59.10).

乾 健二,高橋 豊,竹内吉喜,カレッド･レシャード:暗血症例に対する両側気管支動脈結紫の経験,第46

回日本胸部疾患学会東海地方会,(59.ll.17).

田辺 一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,秋山文弥 :外傷性血気胸

に対する手術例の検討,同上学会,(59.ll.17).

池 修,安田雄司,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :腕頭動脈

の圧迫により発生した気管軟化症の1治験例,第54回日本結核病学会,第24回日本胸部疾患学会近畿地方会,

(59.ll.17).

安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之

:肺癌が疑われた肺カンジダ症の手術例,同上学会,(59.ll.17).

二宮和子,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :啄血を反

覆した肺動静脈濠の1例,同上学会,(59･11･17).

ProfessorR.Sarrazin,DoyendelaFacult6deM6decinedeGrenoble,討論者 ･安光 勉,船津武志,鶴

俊彦,特別発言 ･岡田慶夫 :Backgroundonviscerallymphaticsystem,Mediastinoscopy,講演会,(59.ll.9).

池田貞雄,松原義人,畠中陸郎,船津武志 :後天性 ･原発性の気管軟化症の病態と治療第36回日本気管食道学

会総会ならびに学術講演会,(59.ll.9-10).

青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢

胞症の手術適応とその手術後,第46回日本臨床外科医学会総会,(59.ll.16-18).

糸井和美,奥村典仁,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :自胸気胸の再発に関する検討,第39回国立

病院療養所総合医学会,(59.ll).

横鬼瀬裕保,玉田二郎,神頭 徹 :気管気管支形成術を施行した4症例,第59回中国四国外科学会,(59.ll).

田中壁子,陳 和子,鍵岡 均,高山康夫,藤田 潤,松林裕司,藤田正憲,小中義照,室本 仁,倉田昌彦,

杉山武敏 :限局性肺 Wegener肉芽腫症の1剖検例,日本内科学会近畿地方会,(59.12.1).

三尾直士,大島駿作,田村康一,寺町政美,人見滋樹他 4名 :健康診断で両肺野に多発性結節性陰影を指摘さ

れた1例,第27回びまん性肺疾患研究会,(59･12.8).

乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,梅宮正志,竹内吉喜 :基礎疾患のない若年者にみらひた原発性

肺真菌症の1例,静岡県外科医会第132回集談,(59.12.9).
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城間 寛,石川清司,国吉真行,前里和夫,源河圭一郎,古波倉正照 :気管支性嚢腫の 1例,第64回沖縄県医

師会医学会,(59.).

中山正吾,大頭信義,神野君夫,青田正樹 :SweyerJames症候群と考えられた肺嚢胞症の 1例,第23回日本

胸部疾患学会近畿地方会,(59.6.30).

船津武志,畠中陸郎,松原義人,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,二宮和子,池田貞雄 :気管 ･気

管支軟化症の外科的治療,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.3-5).

Hitomi,S.,Maesato,K.,Okada,K∴DiagnosticvalueofComputedTomographywithPnedmomediastinum,

ⅤⅠH APCDC (Tokyo),(58.7).

〔著 書〕

伊藤元彦 :胸腺腫と胸腺関連腰痛,正岡 昭監修 ｢胸腺腫の形態学｣分担執筆,協和企画通信,59年11月.

伊藤元彦 :新 しい胸部外科の臨床- 第3輯- 肺疾患の手術適応191-204杏林社,59年12月.

秋山文弥 :新 しい胸部外科の臨床- 第3輯- 胸部疾患の CT 診断69-87,杏林社,1984.

光岡明夫 (分担執筆):癌の予後因子,経過討因子としてのツベルクリン反応- 泉 孝英編著,ツベルクリン

反応- その新 しい考え方,172-184,中外医学社,1984.

〔誌 上 発 表〕

1. 腫 妨

北野司久,藤尾 彰,八木一之,松井輝夫,加藤敏也,小橋陽一郎 :自胸気胸を初発症状とした多発性肺過誤

腫の1手術例,胸部外科,36(8):635-639,1984.

伊藤元彦 :両側肺手術における問題点- 両側性肺癌および対側再発肺癌に対する手術,日本外科学会雑誌,

85:952,1984.

藤尾 彰,北野司久,カレッド･レシャー ド,八木一之,松井輝夫 :迷走神経に由来する気管支内神経鞘腫の

1治験例,日本胸部外科学会雑誌,32(1):126-129,1984.

三宅正幸,岡田賢二,人見滋樹 :胸骨番羽転術後発生 した線維内膜の 1治験例,日本胸部外科学会雑誌,32:ll

18-1121,1984.

伊藤元彦,高嶋義光,千葉 渉,三宅正幸,瀧 俊彦,光岡明夫,寺松 孝 :胸部における AFP産生腫疫と,

そのマーカーによる鑑別,日本胸部疾患学会雑誌,22:26,1984.

岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸 :縦隔腫痔と胸壁腫壕の定義に関する1試案- CT 所見と手術所見より,冒

本胸部疾患学会雑誌,22:486-490,1984.

石川清司,源河圭一郎,国吉貢行,前里和夫,城問 寛 :Giantbullaに発育した肺癌の 1切除例,日本胸部

疾患学会雑誌,22(8):719-723,1984.

岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸,小林 淳,桑原正喜 :後縦隔腫療様の陰影を皮 した肋骨発生の骨軟骨腫の 1

例,日本胸部疾患学会雑誌,22:815-818,1984.

岡田賢二,人見滋樹,鈴木庸之,黒田直明,倉沢卓也 :気胸で発症 し,手術を施行 した原発性肺癌の2例,節

宿,24:203-208,1984.

山中 晃,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝, 岡田慶夫 '･肺癌組織における Lysozyme,Lactoferrin,および

SecretoryComponentの産生能に関する研究- とくに肺癌を中心にして- ,肺癌,24:701,1984.

北野司久 :肺悪性腫療 Xen0-graftに対する制癌剤感受性テス ト,癌の臨床,30(9):1175-1180,1984.

桑原正喜,松原義人,二宮和子,池 修,安田雄司,中田 徹,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,

池田貞雄 :肺癌患者における血清 TPA,最新医学,39:627-628,1984.

瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :高齢者肺癌の治療- 外科療法の適応,GeriatricMedicine(老年医学),22

(7):1035-1039,1984.

人見滋樹 :第24回日本肺がん学会印象記,財団法人大阪から肺がんをなくす会々報,9:31-32,12.58.

人見滋樹 :巻頭言,財団法人大阪から肺がんをなくす会々報,10:1･6･59･
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李 民実,梁 宗三 :地域開業医をネットした肺癌検診,財団法人大阪から肺がんをなくす会々報,10:9-20,

6.59.

北野司久 :縦隔腫癌に対する外科療法について,奈良県医師新報 :ト3,1984.

久場睦夫,豊見山寛,仲宗根意俊,宮城 茂,大城盛夫,石川清司,国吉真行,上里患興,源河圭一郎,大湾

朝忠,外聞政哲 :肺非小細胞癌に対する Cis-platinum の使用経験,国療沖縄医誌,5(1):10-18,1984.

源河圭一郎,石川清司,国吉真行,上里忠興,豊見山寛,久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,大湾朝恩,大城

盛夫,岸本明久,金城勇徳,中富昌夫,豊田喜成,松井克明,野原雄介 :胸部Ⅹ線像正常肺癌の2例,国療沖縄

医誌,5(1):24-29,1984.

上里忠興,源河童一郎,石川清司,国吉真行 :高齢者 (75歳以上)肺癌手術症例の検討,国療沖縄医誌,5(1)

:30-34,1984.

石川清司,源河童一郎,国吉頁行,上里忠興,久場睦夫 :胸壁腫疫との鑑別を必要とした4症例,国療沖縄医

誌,5(1):40-45,1984.

石川清司,源河童一郎,国吉美行,上里忠興,久場睦夫,豊見山寛,宮城 茂,仲宗根恵俊,大湾朝恩,大城

盛夫 :女性肺癌症例の臨床的検討,国療沖縄医誌,5(1):19-23,1984.

源河童一郎 :沖縄県における悪性腫疫,肺癌 2.8-17,沖縄県医師会医学会,1984.

石川清司,源河圭一郎,国吉真行,城間 寛,前里和夫,宮城 茂,仲宗根恵俊,大湾朝恩,大城盛夫 :前縦

隔発生悪性腫癖の治療方針に関する検討,沖縄県医師会報190号,42-45,1984.

2. 胸腺,免疫

須賀博文,光岡明夫,伊藤元彦他4名 :重症筋無力症患者胸腺にみられたメチオニンエンケファリン活性,医

学のあゆみ,129:687,1984.

須賀博文,光岡明夫,伊藤元彦他 4名 :ヒト胸腺にみられたアルギニン･バゾプレシン活性,医学のあゆみ,

130:597,1984.

光岡明夫,伊藤元彦 :手術適応と術式の選択 :重症筋無力症を伴う胸腺腫,この症例の治療方針,外科,46:

447-451,1984.

和田洋巳,松延政一,伊藤元彦 :重症筋無力症に対する外科治療,日本胸部臨床,43:933-938,1984.

伊藤元彦 :胸腺関連腫療- 概念,分類,生物学的性状および臨床,日本胸部臨床,43:367,1984.

伊藤元彦 :胸腺関連腫療- 概念,分類,生物学的性状および臨床,日本胸部外科学会雑誌,32:677,1984.

高嶋義光,足達敏博,翠川 修,伊藤元彦,寺松 孝 :前縦隔悪性奇形腫由来培養細胞株 (HMT 細胞)の樹

立とその性状,日本胸部疾患学会雑誌,22:376-382,1984.

3. 結 核

和田洋巳,金城 明,伊藤元彦,寺松 孝 :慢性膿胸の外科療法一 京大胸部研278例の検討,日本胸部臨床,

43:131-.136,1984.

和田洋巳,金城 明,伊藤元彦,寺松 孝 :膿胸根治術の肺機能-の影響, 日本胸部臨床,43:466-472,

1984.

和田洋己,金城 明,伊藤元彦,人見蔽樹,寺松 孝 :慢性膿胸の治療としての胸膜肋全摘除術,結核,59:

615-619,1984.

カレッド･レシャード,高橋 豊,岡野昌彦,竹内吉喜,乾 健二,和田洋巳,寺松 孝,北野司久 :膿胸

100例の治療成槍の検討,臨床胸部外科,4(2),1984.

田村康一,奥村典仁,小林 淳,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,渡部 智,和田洋巳,

清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支の結核性病変により mucoidimpaction様陰影を示 した1例 :日本胸部

臨床,43:879-884,1984.

神頭 徹,望月敏弘,乾 健二,カレッド･レシャード,和田洋巳 :肺細胞蛋白症と肺結核症を合併した1例,

日本胸部疾患学会雑誌,22(12),1984.
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カレッド･レシャード,乾 健二,竹内吉喜,高橋 豊,岡野昌彦,高橋 衛,和田洋巳,神頭 徹,島田桓

治 :静岡県島田市地域における肺結核の最近の動向と治療成績,結核,59(6),1984.

宮城 茂,久場睦夫,豊見山寛,仲宗根恵俊,大城盛夫,大湾朝忠,石川清司,国吉貢行,源河童一郎 :沖縄

病院における粟粒結核症の検討,国療沖縄医誌,5(1):50-54,1984.

4. 人 工 材 料

清水慶彦 :研究所めぐり,京都大学結核胸部疾患研究所,人工臓器,12(6):1049-1050,1983.

田村康一,中村達雄,岡田賢二,水野 浩,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,南郷昌生 :Polyvinylalcoholの

新しいゲル化法ならびに医用材料 としての基礎的研究- 生体組織 との反応について,人工臓器,13:1197-

1200,1984.

松原義人,青木 稔,池 修,畠中陸郎,官本好博,二宮和子,船津武志,池田貞雄,桑原正喜 :人工気管

による気管および分岐部の再建術における問題点,臨床胸部外科,4(6):685-691,1984.

清水慶彦,田村康一 :ポリビニルアルコールシリカ複合体による人工血管の開発,機能材料,4(9):32-38,

1984.

清水慶彦 :埋植用外科的医用材料,手術,38(10):1301-1308,1984.

清水慶彦,伊藤元彦,田村康一,中村達雄,寺松 孝,渡部 智,水野 浩 :埋植用外科的人工医用材,日本

臨床胸部外科学会雑誌45特集号 :74-75,1984.

YasuhikoSimizu:FundamentalExaminationon MedicalApplicationofMicrobialCellsEntrappedin

Polymers,DesignofMultiphaseBiomedicalMaterials,TheMinistryofF.ducation,SceinceandCulture,190-

194,1983.

田村康一,中村達雄,水野 浩,岡田賢二,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,南部昌生 :高含水ポリビニルア

ルコールゲルの生体内埋植後の変化,第6回日本バイオマテリアル学会大会抄録集 :5-6,1984.

5. 心 ･血 管

千原幸司,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村文郎,河原崎茂孝 :開心術,大血管手術後の播

種性血管内凝固症候群 (DIC)の検討- 涙後早期よりの MesilateGabexate(F()Y⑪)投与の効果,胸部外科,

37(8):606-613,1984.

岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸,玉田二郎 :非定型的 Scimitar症候群の1例,正常に左肩に還流する scimi-

tar静脈,日胸部疾患学会雑誌,22:330-334,1984.

伊東政敏,糸井和美,五十部潤,前里和夫,井上律子,小林君美 :大動脈肺動脈中隔欠損損症の 1手術治験例,

臨床胸部外科,4:775-780-1984.

島本光臣,篠橋 拓,上野陽一郎,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郡,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,

秋山文弥 :異型狭心症の外科治療- 特に手術近接期スパスム予防の重要性とその対策について,日本胸部外科

学会雑誌,32(5):137,1984.

島本光臣,篠崎 拓,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :心室中隔穿孔および心破裂

に対する外科治療,日本心臓血管外科学会雑誌,13(6):497,1984.

KanJiInoue,TakaneOwaki,TakasumiNakamura,FumioKitamura,and NobuakiMiyamoto,Kochi,

Japan･Clinicalapplicationoftransvenousmitaralcommissurotomyybyanewballooncatherter.TheJournal

ofThoracicandCardiovascularSurgery,Vol･87,Nor3394-402,March,1984.

6. 一般胸部疾患

山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,河原崎茂孝,秋山文弥 :大量出血を伴っ

た特発性血気胸の2例,胸部外科,37(4):312,1984.

岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸,近藤一郎 :妊娠のたびに繰り返した自然気胸の1例, 日本胸部臨床,43:

294--297,1984.
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二宮和子,松原義人,青木 稔,池 修,中田 徹,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄

:胸膜炎238例の臨床的検討,日本胸部臨床,43(1):39-45,1984.

岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸 :CT 値の高い気管支嚢胞,日本胸部臨床,43:782-784,1984.

松延政一,千原幸司,寺田泰二,外相聖- :血液透析による高 CO2血症の管理, 日本胸部外科学会雑誌,

32:794～795,1984.

船津武志 :胸部外科における形態学的診断- 縦隔鏡診断,日本胸部外科学会第19回率後教育セミナー :32-

46,1984.

桑原正喜,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :バルブドレナージに併用するボル トポット

の考察,臨床胸部外科,3:634-636,1983.

清年慶彦 :頚部気管の形成術,臨床胸部外科,4(6):669-674,1984.

三宅千代美,荒木俊之,カレッド･レシャード,神頭外科手術における酸素+大量フェンタール麻酔の応用,

臨床麻酔,8(2):1982.

畠中陸郎,安田雄司,池 修,宮本好博,青木 稔,松原義人,二宮和子,池田貞雄,船津武志 :Cefbta-

Ximeの呼吸器感染症に対する基礎的検討,診療と新薬,21(ll):203-206,1984.

カレッド･レシャード,乾 健二,竹内吉喜,高橋 豊,長谷寛二,岡野昌彦,高橋 衛,神頭 徹,和田洋

己,島田恒治 :一地方一般病院における気管支鏡施行例の検討,気管支学会誌,6(1),1984.

清水慶彦,渡部 智,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹

:気管病変に対する術式適応に関する検討,気管支学,6(2):201-207,1984.

和田洋己,松延政一,伊藤元彦 :肺膿療 (肺化膿症),外科,46:515-518,1984.

伊藤元彦 :気管支腺- 組織化学を中心に,呼吸,3:538,1984.

光岡明夫,渡部 智,加藤弘文,人見滋樹 :漏斗胸,小児内科,16:1705-1709,1984.

石原恒夫,前田昌純,藤村重文,渡辺洋芋,久保良彦,富田正雄,成毛酪夫,橋本正人,清水慶彦 :気管気管

支の再建手術をめぐる諸問題,手術,38(5):571/-583,1984.

石原恒夫,前田昌純,藤村重文,渡辺洋字,久保良彦,富田正雄,成毛斉召夫,橋本正人,清水慶彦 :気管気管

支の再建手術をめぐる諸問題,手術,38(6):705-719,1984.

HitomiS.,TamadaJ.,IkedaS･,FunatsuT･,KahiT･,KurataM∴ Thoracoscopiclungbiopsyusingtissue

adhesivematerialand/ordeepligator,Chest86:155,July1984･

久場睦夫,石川清司,源河童一郎,具志堅政道,松井克明,外聞政暫 :びまん性汎細気管支炎,国療沖縄医誌,

5(1):5～7,1984.

国吉真行,上里忠興,石川清司,源河圭一郎,比嘉政昭,松井克明 :肺硬化性血管腫の1例,国療沖縄医誌,

5(1):35-39,1984.

豊見山寛,久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,大城盛夫,上里忠興,石川清司,国吉真行,源河圭一郎,大湾

朝忠 :沖縄病院における肺動脈造影検査- その所見と意義および適応について- ,国療沖縄医誌,5(1):

46/～49,1984.

池田貞雄 :胸膜腔疾患,内科Q&A呼吸器病,金原出版㈱東京 :248-250,1984.

病 理 学 部 門

〔学 会 発 表〕

1. 老化 ･結合組織研究グループ

樋口京一,松村敦子,本間篤子,米津智徳,樋口佳代子,竹下修史,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :老化

促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅠⅠⅠ･SAM における血清中老化アミロイド共通抗原性物質 (apo

SASsAM)濃度の加齢変化,第73回日本病理学会総会 (昭59.4).

樋口佳代子,松村敦子,細川呂則,樋口嘉一,本間篤子,松下 睦,米津智確,竹田俊男 :老化促進モデルマ
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ウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅠV.皮膚コラーゲンおよび酸性ムコ多糖の加齢変化について 1･第73回日本

病理学会総会 (昭59.4).

本間篤子,米津智徳,入野美香,樋口嘉一,樋口佳代子,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :老化促進モデルマ

ウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩV.環境因子の老化におよぽす影響 1.食餌条件と加齢変化(2),第73回日本

病理学会総会 (昭59.4).

松下 睦,笠井隆一,-坂 章,奥村秀雄,山室隆夫,細川昌則,樋口嘉一,樋口佳代子,本間篤子,釆津智

徳,竹下修史,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅤⅠ･骨の加齢変化について,罪

73回日本病理学会総会 (昭59.4).

団貞隆弘,山岸秀夫,荻田善一,竹田俊男,平川 忠,三井洋司 :染色体に存在する小環状 DNA の出現と

細胞老化,日本基礎老化学会第8回大会 (昭59.6).

竹田俊男 :シンポジウム ｢臓器と細胞の老化｣ 5.臓器と細胞の老化の促進- SAM による実験的研究-

日本基礎老化学会第8回大会 (昭59.6).

松下 睦,-坂 章,笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,細川昌則,樋[1嘉一,樋口佳代子,本間篤子,釆津智

徳,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)における骨の加齢変化,第12回整形外科基礎研究会 (昭59･6)･

樋口佳代子,芋谷厚志,松村敦子,細川昌則,樋口嘉一,河野篤子,米津智徳,竹田俊男,松下 睦 :老化促

進モデルマウス (SAM)における結合組織に関する研究,皮膚コラーゲンおよび酸性ムコ多糖の加齢変化につい

て,第16回日本結合組織学会総会 (昭59.7).

松下 睦,-坂 亀 笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,細川昌則,樋[｣嘉一,樋口佳代子,河野篤子,釆津智

徳,竹田俊男 =老化促進モデルマウス(SAM)における骨の加齢変化- 特にR/3系の骨租棄症について,第16

回日本結合組織学会総会 (昭59.7).

樋口嘉一,樋口佳代子,本間篤子,竹下修史,松村敦子,禾津智徳,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :ワーク

ショップⅢ‥｢mutantanimalを用いた結合組織研究｣5)老化促進モデルマウス (SAM)における結合組織の加

齢変化,第16回日本結合組織学会総会 (昭59.7).

Irino,M･andTakeda,T･:D-Penicillaminetoxicltylnmice,TheSymposium oninteractionsofChelating

AgentsandMetalsRelevanttoPharmacol()gyandToxicology,atPilsen,Czechoslovakia,August6-8･1984･

Higuchi,K･,Matsumura,A･,Takeshita,S･,Yonezu,T.,Honma,A･,Higuchi,K.,Hosokawa,M andTakeda,

T･:A novelsenileamyloidfibrilproteinanditsputativeprecursorinSenescenceAcceleratedMouse(SAM),

ⅠVthInternationalSymposium onAmyloidosis,atNew York,U･S･A･,November9-12,1984･

Shimi zu,K･,Ishii,M･,Kasai,R･,Matsushita,M･,Yamamuro,T･,Higuchi,K"andTakeda,T･:Amyloid

depositioninthearticularstructuresoftheSenescenceAcceleratedMouse(SAM),ⅠVthInternationalSympo-

sium onAmyloidosis,atNew York,U.S.A.,November9112,1984.

〔誌 上 発 表〕

Hosokawa,M･,Takeshita,S･,Higuchi,K･,Shimizu,K･,Irino,M･,Toda,K･,Honma,A･,Matsumura,A･,

Yasuhira,S･andTakeda,T∴ CataractandotherophthalmiclesionsinSenescenceAcceleratedMouse(SAM),

Morphologyandincidenceofsenescenceassociatedophthalmicchangesinmice,Exp･EyeRes･38:105-114

(1984).

Hosokawa,M･,Kasai,R.,Higuchi,K･,Takeshita,S･,Shimizu,K･,Hamamoto,H･,Honma,A.,lrino･M.,

γoda,K･,Matsumura,A･,Matsushita,M‥lndTakeda,T∴ Gradingscoresystem ‥Amethodforevaluation

ofthedegreeofsenescenceinSenescenceAcceleratedMouse(SAM),Mech･AgeingDcv126:9ト102(1984)･

Higuchi,K･,Matsumura,A･,Honma,A･,Toda,K･,Takeshita,S.,Matsushita,M･,Yonezu,T･,Hosokawa,

M･andTakeda,T･:Age-related challgeSOfserum apoproteinSASsAM,aPOPrOteinA-Iand ldu-density

lipoproteininSenescenceAcceleratedMouse(SAM)(SAS/SAM)inSAM,Mech･AgeingDev･26=311-326

(1984).

Takeda,T"Sanada,H.,Ishii,M.,Matsushita,M.,Yamamuro,T.,Shimizu,K.and Hosokawa,M･:



- 48- 京大胸部研紀要 第18巻 第 1,2号

Amyloiddepositioninhumanintervertebraldiscs1.Age-associatedamyloiddepositioninsurglCallyremoved

herniatedintervertebraldiscs,Arth.Rheum･27:1063-1065(1984).

竹田俊男 :老化とアミロイドーシス,免疫と疾患,7:415-421(1984).

竹田俊男, 樋口嘉一, 松村敦子, 松下 睦,米津智徳,黒住真史,梅沢真樹子 :Senescence Accelerated

Mouse:老化促進モデルマウスの開発,感染/炎症/免疫,14:434-440(1984).

細川昌則,竹田俊男 :コラーゲン代謝とその代謝,呼吸 3:34ト347(1984).

叶 ､ 〔著 書〕

竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発,編集,京極方久,難治疾患のモデルと動物実験- ヒト疾

患との共通理解のために :179-189,ソフトサイエンス社,昭59.

2･ 肺表面活性物質研究グループ

〔学 会 発 表〕

鈴木康弘,中井栄一,黒住真史,服部裕之,大川軟-,人工サーファクタントの肺拡張効果,第73回日本病理

学会総会 (59年4月).

大川欣一,金井美暗,鈴木康弘 :オキシダーゼ作用にもとず くカタラーゼの新 しい細胞化学的証明法に関する

研究(1),第73回日本斉理学会総会 (59年4月).

大川欣一,引間啓祐,鈴木康弘 :ナジ反応に関する研究 (第6報):有機溶媒処理の影響,同上 (59年4月).

大川欣一,鈴木康弘 :凍結超薄切片の酵素細胞化学-の応用(2)ATPaseの場合,同上 (59年4月).

Y･Suzuki:Theroleofapoproteinsin artificialsurfactant･ InternationalCongressonControversiesin

PerinatalMedicine,Assisi,Italy(1984.5.31-6.2).

〔誌 上 発 表〕

Y･Suzuki,E･Nakai,K･Ohkawa,RITabata:Effectsofapoproteinsandphosphatidylglycerolonthesurface

activltyOfpulmonarysurfactant･ ProgressinResplrationRes･18‥93-100,1984･

Y･Suzuki:Theroleofapoproteinsandphosphatrdylglycerolinartificialsurfactant. CosmiEV (ed),

ControversiesinPerinatalMedicine,PeninatologyI)一ess,IthakaN.Y.(inpress).

3. 臨 床 病 理

〔学 会 発 表〕

北市正則,西村浩一,鈴木康弘,古田睦広 :H ERMANSKY-PUDLAK 症候群 (H PS)に伴う間質性肺炎と続発性

間質性肺炎の比較検討,第73回日本病理学会総会 (昭59.4).

北市正則,泉 孝英,平田健雄,井原順一,長井苑子,藤村直樹,普天間健,松井祐佐公,武藤 真,加藤達

治,島田一恵,戸田佳代子,細川昌則,竹田俊男,前川暢夫,佐川弥之助,大島駿作 :特発性間質性肺炎および

腰原病性間質性肺炎症例の死因- 剖検症例における検討- 第24回日本胸部疾患学会 (昭59.).

〔誌 上 発 表〕

越久仁敬,佐藤公彦,久野健忘,佐川弥之助,竹田俊男,鈴木康弘,樋口佳代子 :肺に原発 した plasmacy-

tomaの1例,呼吸3:1329-1332(1984).

細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

内山 卓,淀井淳司,前田道之 :ATL 細胞における Tac抗原 (IL-2 レセプター)の発現異常.第43回日本
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癌学会シンポジウム.昭和59年10月,福間市.

前田道之,内山 卓,岡本祐之,滝川雅浩,友野 仁,淀井淳司,本庶 佑,井階幸一 :10才のセザリー症候

群患者より樹立された HTLV+のT4+,T8+のT細胞株について,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.

勅使河原計介,岡田雅文,多賀谷温,通堂 満,西野事典,前田道之,内山 卓,野間隆文,二階堂敏雄,本

庶 佑,淀井淳司 :IL-2レセプターの発現を増強するATL由来因子 (ADF)の特性について,第43回日本癌学

会,昭和59年10月,福岡市.

淀井淳司,勅使河原計介,前田道之,近藤信雄,羽室淳蘭,内山 卓 :ATL 由来で細胞株はすべて Ⅰし2 レ

セプターの発現を増強する因子を産生する,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.

問田雅文,吉木 敬,立野正敏,TiborDiamanstein,大沢久夫,本庶 佑,石田真理雄,福井 清,前田道之,

内山 島 淀井淳司 :HTLV トランスホームラット細胞の IL-2レセプター,算43回日本癌学会,昭和59年

10月,福間市.

和野稚治,内山 卓,内野治人,淀井淳司,前田道之,小林信之,畑中正一 :ATL由来腫癌細胞におけるIL-2

受容体 (Tac抗原)のリン酸化.第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.

野間隆文,石田真理雄,前田道之,淀井淳司,本庶 佑 :ATL細胞の TCGF非依存性獲得に伴うATLVゲ

ノムとその転写産物の変化,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福間市.

高橋清人,行徳淳一郎,雨具 孝,前田道之,内山 卓,淀井淳司,隅田幸男,桂 義元 :骨髄細胞中に混在

する ATL 白血病細胞を選択前に殺す方法,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.

前田道之,内山 卓,通堂 満,和野雅治,勅使河原計介,淀井淳司 :ATL細胞のTCGF依存性から非依存

性への移行と腫癌性増殖との関係,第46回日本血液学会,昭和59年 4月,京都.

通堂 溝,馬止 裕,和野雅治,内山 卓,内野治人,前田道之,淀井淳司 :ATL細胞の lL2反応性,節

46回日本血液学会,昭和59年4月,京都.

前田道之,清水 章,本庶 佑,淀井淳司 :T細胞受容体遺伝子を用いた ATL細胞の clonalityの解析,節

7回日本分子生物学会,昭和59年12月,神戸.

佐辺義孝,二階堂敏雄,前田道之,岡田雅文,多賀谷温,淀井淳司,本庶 佑 :ヒトlL2Receptor遺伝子の

動物細胞における発現,第7回日本分子生物学会,昭和59年12月,神戸.

清水 章,小椋利彦,生田宏一,前田道之,淀井淳司,本庶 佑 :ヒト T細胞抗原受容体 β鎖Ⅴ遺伝子の構

成,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

近藤信雄,前田道之,淀井淳司,羽室淳爾 :IL-2リセプターと Tac抗原の異同についてヒト,リコンビナン

トIL-2と抗 Tac抗体の結合実験から,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

岡田雅文,勅使河原計介,多賀谷温,前田遣之,淀井淳司 :ATL細胞株由来 IL-2-R発現誘導因子(ADF)の

作用とその生物学的特性,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

多賀谷温,岡田雅文,勅使河原計介,西野事典,羽室淳蘭,内山 卓,前田道之,淀井淳司 :第14回日本免疫

学会,昭和59年12月,大阪.

和野雅治,掘 利行,内山 卓,内野治人,淀井淳司,前田道之 :HTLV 感染培養細胞株の aberrantIL-2

レセプター (Tac抗原)について,第第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

淀井淳司,二階堂敏雄,前田遣之,勅使河原計介,清水 葦,石田真理雄,佐辺義孝,内山 卓,本庶 佑 :

ヒトIL-2レセプター遺伝子;ATL細胞株での異常発現,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

石田真理雄,二階堂敏雄,清水 章,佐辺毒孝,勅使河原計介,前田道之,内山 卓,淀井淳司,本庶 佑 :

ヒトIL12I)セプター遺伝子のクローニングー- cDNA と genomic遺伝子,第14回日本免疫学会,昭和59年12

月,大阪.

生田宏一,小椋利彦,内山 卓,前田道之,淀井淳司,清水 章,本庶 佑 :ヒトT細胞レセプター遺伝子の

構造変換 第57回日本生化学会,昭和59年10月,東京.

佐野 銃,熊谷俊一,波内俊三,鍔田武志,井村裕夫,内山 卓,前田道之,淀井淳司 :SLE患者血清中に

見られる抗 リンパ球抗体一 抗 Tac抗体,抗 Ia抗体の検討,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.

波内俊二,熊谷俊一,佐野 続,鍔田武志,井村裕去,前田道之 :セザ リー症候群患者末栴血由来 TCGF依
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存性細胞を用いるヒトTCGF の測定法とその特異性,第34回日本アレルギー学会,昭和59年10月,京都.

高木邦明,市川康史 :マウス骨髄性白血病細胞 (Ml株)の増殖と分化,XXVⅠ,分化前後における細胞内 K+,

Na+の変動と 38K 蛋白質の変化,第43回日本佑学会,昭和59年10月,福岡.

橋田尚志,市川康史 :マウス骨髄性白血病細胞 (Mュ株)の増殖と分化,XXVⅠⅠ,スペクトリン様蛋白質の同定,

同上学会.

K･Takagi,Y･IchikawaandK･Nagata:AK十,Na+-sensitiveactin-bindingproteinisolatedfrom aleukemia

cellline･ The3rdInternationalCongressonCellBiology･ August,1984,Tokyo･

〔誌 上 発 表〕

T･Nikaido,A･Shimizu,N･Ishida,H･Sabe,K.Teshigawara,M.Maeda,T.Uchiyama,J.YodoiandT･

Honjo:MolecularcloningofCDNA encodinghumaninterleukin-2receptor. Nature311:63ト635(1984)･

JIYodoi,M･Maeda,Y･Wano,M･Tsudo,K･TeshigawaraandT.Uchiyama:TCGF(IL-2)receptor(Tac

antigen)onATLandnon-ATLleukemiccells.In"Thymichormonesandlymphokines"ed･A･L Goldstein

Plenum Publishigh Corp.,pp.2731277(1984).

K･Teshigawara,M.Maeda,K.Nishino,T.Nikaido,T.Uchiyama,M.Tsudo,Y･WanoandJ･Yodoi‥

AdultTleukemiacellsproducealymphokinethataugmentsinterleukin-2receptorexpression J･MoLCelL

Immunol･2:17-26(1985).

J･Yodoi,K･Teshigawara,TINikaido,K.Fukui,T･Noma,T,Honjo,M･Takigawa,M･Sasaki,NIMinato,

M･Tsudo,T･UchiyamaandM･Maeda:TCGF(IL-2)-receptorinducingfactor(S)(Ⅰ)RegulationofIL-2receptor

onanaturalkiller-likecellline(YT cells),J･Immunol･134:1623-1630(1985)･

内山 卓,和野雅治,通堂 溝,前田道之,淀井淳司 :抗Tac抗体によるIL-2レセプターの解析,最新医学･

39:224～229,(1984).

淀井淳司,二階堂敏雄,勅使河原計介,内山 卓,和野雅治,前田道之,本庶 佑 :IL-2 とクロン増殖の生

物学- IL-2レセプター遺伝子発現の調節機構- ,細胞工学.3:863-874,(1984).

内山 卓,和野雅治,通堂 満,淀井淳司,勅使河原計介,前田道之 :抗 Tacモノクローナル抗体を用いた

IL-2レセプターの解析,細胞工学,3:422-431,(1984).

淀井淳司,安達光宣,勅使河原計介,野呂信弘,通堂 満,和野雅治, 内山 卓,前田道之 :Fcレセプタ

ー,IL-2レセプターの異常症,阿蘇シンポジウム- 1983- ｢リンフォカインとレセプター｣pp･90-102,

(1984).

前田道之,内山 卓,淀井淳司 :IL-2レセプター,医学のあゆみ,129:905(1984).

前田道之 :ATL 由来丁細胞株の生物学,Medicallmmunology,9‥411-417,(1985)･

J･Yodoi,T･Uchiyama,M･Tsudo,Y･Wano,K･Teshigawara,M･OkadaandM･Maeda:Abnormalex-

pressionofIL2receptor/TacantigerinATL;thepossibleroleofATL-derivedfactorenhancingIL2receptor

expression. In:Manipulationofhostdefencemechanism Eds:T.Aoki,E.TsuburaandI.UruShizaki

ExcerptaMedicaAPCSNo.38,(1983).

K･Takagi,Y･IchikawaandK･Nagata:ChangesinK十,Na+-sensitiveactingelationfactorduringthe
differentiationofmyeloidleukemiacells.J.Biochem.97,605-616,1985.

K･Nagata,K･Takagi,T･HashidaandY･Ichikawa:A monovalent仁ation-sensitiveactin-bindingfactor

inamyeloidleukemiacellline, CellStruc.Funct.10,105-120,1985.

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

0､ 細野正道,稲葉カヨ,矢野勝喜,桂 義元 村松 繁 :自己T細胞刺激性腺細胞の加齢に伴う出現 :同系
Host-versus-Graft反応による刺激細胞の同定.第 8回日本基礎老化学会,昭59年 6月,京都.
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隅田幸男,衛藤佐代子,森重福美,桂 義元 :162症例の進行固形癌に対する凍結自家骨髄移植術併用による

多剤強力化学療法の臨床成績.第32回日本輸血学会総会,昭59年6月,仙台.

Sumida,S･,Morishige,F･andKatsura,Y･:Megadosischemotherapyandautologousmarrowtransplantation

in108patientswithadvancedsolidtumor･18thCongressoftheInternationalSocietyofBloodTransfusion･

July,1984,Germany.

Sumida,S.,Morishige,F･,Nakamura,T･andKatsura,Y･:Immuneresponsesaftercryosurgerylnadvanced

unresectablesolidcancerpatients･ 21StAnrlualMeetingofSocietyfわrCryobiology･August,1984,U･S･A･

高橋清人,行徳淳一郎,雨貝 孝,前田道行,内山 卓,淀井淳二,隅田幸男,桂 義元 :骨髄細胞中に混在

する ATL白血病細胞を選択的に殺す方法.第43回日本癌学会総会,昭59年10月,福岡.

喜納辰夫,西川伸一,高沖悠子,桂 義元,雨貝 孝 :胸腺内におけるヘ ルパー系T細胞の分化,第53回実験

結核研究会総会,昭59年10月,京都.

雨貝 孝,西川伸一,喜納辰夫,桂 義元 :骨髄細胞からのキラー系胸腺細胞の分化 :T-stem 細胞の存在.

同上学会.

隅田幸男,森重福美,中村孝秀,桂 義元 :凍結自家骨髄移植法.第11回日本低温医学研究会総会,昭59年11

月,福井.

桂 義元,高橋清人,内山 卓,隅田幸男 :骨髄中に混在するがん細胞を選択的に取り除 く方法の基礎的研究.

同上学会.

桂 義元,西川伸一,喜納辰夫,雨貝 孝,山下 昭,佐渡敏彦 :放射線の部分照射 (partbodyirradiation)

によるT細胞分化の解析.第14回日本免疫学会総会,昭59年12月,大阪.

細野正道,桂 義元 :クラスⅢ反応性胸腺細胞における免疫寛容の MHC 拘束性.同上学会.

西川伸一,菩納辰夫,雨貝 孝,桂 義元 :B細胞の初期分化の場に関する研究.同上学会.

喜納辰夫,雨貝 孝,高沖悠子,桂 義元 :- ルパーT細胞活性のポリクローナルな検出法の開発とそのT細

胞機能分化の解析-の応用.同上学会.

鍔田武志, 西川伸一, 桂 義元, 浜島義博,熊谷俊一, 井村裕夫 :自己抗体産生クローンの選択 - 1upus

proneマウスと正常マウスの相違について- .同上学会.

雨貝 孝,西川伸一,喜納辰夫,高沖悠子,今西二郎,桂 義元 :胸腺におけるキラー系T前駆細胞の分化の

解析.同上学会.

〔誌 上 発 表〕

レ 隅田幸男,森重福美,桂 義元 :骨髄移植の現況と展望一特に進行固形癌に対する大量化学療法の支持療法と

して.臨床胸部外科,39(4),503-515,1984.

隅田幸男,森重福美,茂幾俊武,梅本真三夫,大谷 肇,桂 義元 :173症例の進行固形癌に対する凍結自家

骨髄移植術併用による強力化学療法の手術,適応および問題点.日臨外,45回特集号,267-268,1984.

Sumida,S･,Eto,S･,Morishige,F"Nakamura,T･,Sakai,Y.,Arima,T･andKatsura,Y･:High-doseche-

motherapywithfrozenautologousmarrowtransplantationinpatientswithpoor-prognosistumors･Japan･J･

Clin.Oncol.14,553-562,1984.

Hosono,M･,Katsura,Y･andMuramatsu,S･:Ontogenyofantigen-Presentingactivityofhaptenizedcells

inmice:earlydevelopmentofsyngeneicTcell-stmulatorycellsinthymus･Immunology,51,161-168,1984.

Hosono,M･,Fujiwara,M･andKatsura,Y･:InductionofsyngeneicHosトversus-Graftreactionbyradioresistant

adherentcellsinnoramlrecipients･ Mech･AgeingandDev･24,197-210,1984･

Hosono,M.andMuramatsu,S.:Di打erentialdistributionoftolerogenicbovineγ-globulininlymphoidtissues.

Jap竺･J･Exp･Med･54,153-157,1984･

1
Hosono,M･,Inaba,K"Yano,K.,Katsura,Y･andMuramatsu,S.:Autostimulatoryadherentcellsinthe

spleenofaglngmi ce:CharacterizationinthesyngeneicHost-versus-Graftreaction･Mech･AgeingandDev･

28,67-81,1984.
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Nishikawa,S.,Kina,T.,Gyotoku,J.andKatsura,Y･:High frequencyoflgeneactivationinbonemarrow

pre-Bcell･J.Exp.Med.159,617-622,1984･

Nishikawa,S.:Idotypicdeterminantsusedintheanalysisofantibodydiversificationandasregulatorytargets･

AnnalsoftheNewYorkAcademyofSciences･Vol･418,ImmuneNetworks･(byBona,C･A･andKohler,

H.)TheNew YorkAcademyofSciences,121-129,1983.

西川伸一 :B細胞の repertoireとその選択.代謝,voll20臨時増刊号,"免疫'83'',中山書店,55-62,1983.

西川伸一 ‥Bリンパ球レパ トア-とその選択･細胞工学,1･3(1),13-20,19甲･

Kina,T.,Yano,K.andKatsura,Y･:Changesindelayed-typehypersensitivityandhelperfunctionactivities

ofTcelllinesandclonesduringlong･term culture.AsianPacificJ･ofAllergyandlmmunol･2(1),67-73,
1984.

〔著 書〕

桂 義元 :遅延型アレルギーとしてのツベルクリンアレルギーと今後の課題.ツベルクリン反応- その新しい

考え方- (泉 孝英編著),中外医学社,185-201,1984.

･J桂 義元 :種々の目的のための免疫法,実験生物学講座,(14)免疫生物学 (村松 繁,増田 徹,桂 義元

編),丸善,189-194,1984.

細野正道 :細胞傷害試験.同上,32ト330,1984.

喜納辰夫 :抗原特異的リンパ球クローン.同上,433-436,1984.

｣ 霊芝辰芸,:霊イ芸芸子C/Pio警 '/冒5,k4437~4W39i,1;≡:111,1984.

雨貝 孝,西川伸一 :生物学的微量測定法,同上,112-121,1984.

臨 床 肺 生 理 学

〔学 会 発 表〕

中川正清,三嶋理晃,平林正孝,川上賢三,久野健志,東谷康治 :呼吸器疾患における肺内の血流停滞に関す

る研究 (1)方法について.厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度総会,1984.2.

中川正清,三嶋理晃,平林正孝,川上賢三,久野健志,東谷康治 :呼吸器疾患における肺内の血流停滞に関す

る研究(2)結果について.厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度総会,1984.2.

YuichiISHIBE,KeitaSUEKANE,MasatoNAKAMURA,TakashiUMEDA:Quantitativemeasure-

mentofpulmonaryedemawithdoubleindicatordilutionmethodusingcooledsalineindogs･8th･World

congressofanesthesiologlSt.MANILA,1984･

大井元晴,平井正志 :睡眠時呼吸異常,昭和58年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会,1984･1.

加藤幹夫 :救命救急処置,呼吸不全,日本胸部外科学会,第18回卒後教育セミナー,1984･1.

陳 和夫,鍵岡 均,田中埜子,藤田正憲,室本 仁 :高熱を伴ない,左 S6 初発後,両肺に不連続に伸展を

来したびまん性陰影肺の1例,第24回びまん性肺疾患研究会,1984.2.

陳 和夫,田中埜子,藤田正憲,宝木 仁,倉田正彦 :切除後約7年 6ケ月に他側肺転移を認めて再手術を行

なった肺腺癌の1例,第40回日本肺癌学会関西支部会,1984.2.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,山岡久泰,留守信興 :75才以上の肺癌の肺切除例について,第40回日本肺

癌学会関西支部会,1984.2.

石部裕一,中村正人,佐川弥之助 :血管外肺水分量の定量的診断法,国立循環器センター委託研究,肺水腫の

成因と治療に関する研究班総会,1984.2.

大井元晴,平井正志,山岡新八,鎌苅邦彦,梅官正志,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性呼吸不全の睡眠時呼吸異

常,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣諏査研究班昭和58年度総会,1984.2.

平井正志,大井元晴,山岡新八,鎌苅邦彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :睡眠時呼吸異常に対する酸素吸入の効果,
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厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度総会,1984.2.

Dr･ArnoldSladen,ピッツバーグ大学教授 :High-Frequency-Jett-Ventilation,1984.2.

R･M･Cherniack MID･,Proft& ViceChairman DepartmentofMedicine UniversltyOfColorado:

Interstitiallungdisease,1984.3.

N･S･CherniackM･D･,Prof･ofMedicine& PhysiologyCaseWesternReserveUniversity:Controlof

breathingduringsleep,1984.3.

石部裕一 :シンポジウム ｢肺水腫の発生機序｣肺内水分量からみた実験的肺水腫の発生機序- 急性再膨張性

肺水腫を中心として,第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.

平井正志,大井元晴,山間新八,平林正孝,加藤幹夫,佐川弥之助,仲田裕行 :正常例における睡眠時の胸部,

腹部の呼吸運動変化,第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.

李 泰興,佐藤公彦,佐川弥之助:Hyperoxiaにおけるラット肺組織中の SOD と GSHpex活性の変動と

VitaminE の関与に関する研究,第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.

東谷康治,三嶋理晃,川上賢三,平林正孝,中川正清,久野健忘 :呼吸器疾患における肺循環時間遅延に関す

る研究 (ラジオアイソトープを用いた新しい測定法の検討),第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.

大井元暗,平井正志 :慢性呼吸不全の睡眠時呼吸異常,第24回日本胸部疾患学会総会,シンポジウムⅢ,睡眠

と呼吸,1984.4.

加藤幹夫 :シンポジウム睡眠と呼吸司会発言,第24回日本胸部疾患学会総会,1984.4.

橋本賢治,安田隆三郎,他 :心タンポナーデで発症した無痛性解離性大動脈癖 (DE BAKEY I型)の1症例,

第17回滋賀県循環器疾患研究会,1984.5.

平井正志,大井元晴,山岡新八,加藤幹夫,佐川弥之助 :睡眠時低呼吸に対する気管切開の効果,第4回京阪

神肺機能研究会,1984･5.

陳 和夫,久保勝彦,他 :腰痛,腎不全,消化管出血をきたした成人 Sehenlein-Henoch紫斑症の1例,北野

病院々内集談会,1984.6.

陳 和夫,藤川 潤,久保勝彦 :北野病院における CA-19-9成績,北野病院々内集談会,1984･6･

高木謹有,陳 和夫,田中豊子,倉田昌彦,宝木 仁 =Clinicalstudyofthepatientswith haemosputum

underfiberopticbronchoscopy,ⅠVWorldC(〕ngressforBronchology(ローマ)1984,6.

倉田昌彦,藤田正憲 :重症筋無力症と純赤芽球性貧血を合併した胸腺腫症の2例,第27回日本胸部外科学会関

西地方会,1984.6.

佐藤友信,陳 和夫, 田中聖子,鍵岡 均,宝木 仁 :CA-19-9の高値で発見された肺 mucoepidecmoid

carcinomaの1例,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984･6･

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎,佐々木正道 :食道平滑筋腫の-手術例,第27回日本胸部外科学会関西地方

会,1984.6.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,佐々木正道:Primarypulmenarylymphomaの1例,第23回日本胸部疾患

学会近畿地方会,1984･6.

三嶋理晃,川上賢三,平林正孝,中川正清,東谷康治,久野健忘 :ランダム波オシレーション法による呼吸イ

ンピーダンスの周波数特性の解析,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984;6･

平林正孝,川上賢三,三嶋理晃,中川正清,久野健忘,武田善樹 :当院に於て経験されたいわゆるびまん性汎

細気管支炎7例の臨床的検討,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984.6.

石部裕一,中村正人,佐川弥之助 :急性肺水腫の1例,国立循環器病センター委託研究,肺水腫の成因と治療

に関する研究粧総会,1984.6.

越久仁敬,佐藤公彦,佐川弥之助,竹田俊男,鈴木康弘,樋口佳代子 (病理),北市正則 (2内),黒住真史,

山根すま子 (検査部):肺原発の multifocalextramedullaryplasmacytomaの1例,第23回日本胸部疾患学会近

畿地方会,1984.6.

鎌苅邦彦,平井正志,大井元暗,佐川弥之助,北市正則,金地研二,大熊 稔,戸田憲一 .･肺線維症を伴なっ

た Hermansky-Pudlak症候群の1例,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984.6.
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PaulSISatoh･Ph･D.,AmericaUpjohnResearchManager:A R D Sと補体,1984.6.

佐川弥之助:肺癌の臨床,宇治医師会学術講演会,1984.7.

平林正孝,川上賢三,三嶋理晃,中川正清,大原 修,久野健忘,武田善樹 :腫療内貯留液 CEA高値を示し

た良性奇形腫の1例,第41回日本肺癌学会関西支部会,1984.7.

三嶋理晃,川上賢三,平林正孝,中川正清,東谷康治,安井浩明,久野健忘,佐川弥之助 :BodyBoxを用い

たランダム波オシレーション法による呼吸インピーダンスの解析 :第4報- 解析システムの妥当性の検討-

特に線型性について,第29回閉塞性疾患研究会,1984.7.

陳 和夫,田中聖子,宝本 仁,倉田昌彦 :気管支鏡による血疾患者の検討,第7回日本気管支学会総会,

1984.7.

鍵岡 均,陳 和夫,田中豊子,倉田昌彦,宝木 仁 :遠隔転移により発見された肺野型小型肺癌 (最大径

2･0cm以下)の2例,第41回日本肺癌学会関西支部会,1984.7.

加藤幹夫 :肺疾患連続講座(第 1回～第6回)主催東淀川区医師会,東淀川区医師会肺疾患研究会,1984.7.9.ll.

川上貿三,三嶋理晃,平林正孝,中川正清,東谷康治,久野健忘 :BodyBoxを用いたランダム波オシレーシ

ョン法による呼吸インピーダンスの解析,第2回呼吸管理研究会,1984.8.

加藤幹夫 :肺循環の調節,基礎麻酔学セミナー,近畿麻酔科医会主催,1984.8.

加藤幹夫 :血液ガス ･酸塩基調節,第24回臨床肺機能講習会,1984.8.

佐川弥之助,肺癌の臨床,岐阜医師会学術講演会,1984.9.

高橋睦長,新屋久幸,坪井裕志,弘野慶次郎,市谷廼雄,佐々木正道 :原因不明熱,多発性関節痛の他多彩な

症状の寛解期に発現したびまん性肺陰影の1例,第26回びまん性肺疾患研究会,1984.9.

小田原健一,安田隆三郎,李 泰興,吉田 仁,他 :冠動静脈寮の3症例,第19回京滋奈良循環器懇話会,

1984.9.

倉田昌彦,陳 和夫,鍵岡 健,田中壁子,室本 仁 :Ⅲ期肺癌の手術適応,第25回日本肺癌学会総会,1984.

10.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,高橋陸長 :肺癌の治療前臨床分類と術後組織分類との相違について,第25

回日本肺癌学会総会,1984.10.

高橋睦長,市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :肺ジス トマの2例,第136回近畿外科学会,1984.10.

佐川弥之助 :肺機能検査法,尼崎医師会内科医会,1984.ll.

川上貿三,平林正孝,三嶋理晃,中川正清,陳 和夫,久野健忘,竹田俊男,武田善樹 :自然気胸手術の摘出

標本中に極く早期の腺癌と思われる高度の異型性を認めた1例,第24回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984.ll.

平林正孝,川上貿三,三嶋理晃,中川正清,久野健忘 :Wegener肉芽腫症の1例,第24回日本胸部疾患学会

近畿地方会,1984.ll.

陳 和夫,鍵岡 均,田中豊子,宝木 仁 :肺癌症例における CA-19-9の検討,第24回日本胸部疾患学会近

畿地方会,1984.ll.

渡田正二,安田隆三郎,李 泰興,吉田 仁,他 :心臓再手術6症例の検討,第18回滋賀県循環器疾患研究会,

1984.ll.

市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志,高橋睦長 :術前の肺機能検査と肺切除後の合併症との関係について (高令

者と若年者との比較において),第20回日本赤十字社医学会,1984.ll.

弘野慶次郎,高橋陸長,坪井裕志,市谷延雄,栗本興- :左 SVCを伴った肺静脈癖の1例,第24回日本胸部

疾患学会近畿地方会,1984･ll.

坪井裕志,市谷延雄,弘野慶次郎 :Tracheopathiaosteoplashcaの1例,第23回近畿気管支鏡懇話会,1984.

ll.

平井正志,大井元晴,鎌苅邦彦,久野健忘,佐川弥之助 :減量により夜間酸素飽和度の改善をみた閉塞型無呼

吸症候群の1例,第24回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984.ll.

越久仁敬,李 勝弘,佐藤公彦,久野健忘,佐川弥之助,佐野 求 :縦隔腫輝と鑑別困難であったリンパ節結

核の一例,第24回日本胸部疾患学会近畿地方会,1984.ll.
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加藤幹夫 :呼吸不全の病態と管理,第7回医学学術講演会,高槻医師会主催,1984.ll.

田中聖子,陳 和夫,鍵岡 均,室本 仁 :限局性肺 Wegener肉芽腫症の-剖検例,日本内科学会近畿地方

会,1984.12.

陳 和夫,久保勝彦 :眼宿に転移をきたした肝細胞癌の2例,第19回日本肝臓学会西部会,1984.12.

加藤幹夫 :酸塩基平衡,実践肺機能講座,1984.12.

鎌苅邦彦,堀川禎夫,大井元暗 :小細胞癌に対する VP16の使用経験,第7回京都大学結核胸部疾患研究所臨

床肺生理学部門研究会,1984.12.

福永隆文,島田一恵,安田隆三郎 :プロゲステン製剤の Daphstonの著効した Grawitz'tumorの1例,同上.

平林正孝,川上貿三,三嶋理晃,中川正晴,陳 和夫,安井浩明,久野健忘 :当院 (兵庫県立塚口病院)に於

ける BAI施行症例の検討,同上.

水谷 哲,岩田岳士,山岡新八,李 勝弘 :肺胞蛋白症の一例- CT値による評価- ,同上.

佐野 求 :respiratorにより救命し得た慢性呼吸不全急性増悪の二症例,同上.

島田一恵,福永隆文,安田隆三郎 :皮膚筋炎患者にみられた急性呼吸不全の一例,同上.

石部裕一,中村正人,泉 隆文,楳田高士,末包慶太 ‥Hypoxicpulmonaryvasoconstrictionに対する吸入麻酔

薬の影響,同上.

池田和人,陳 和夫,藤川 潤,鍵岡 均,高山康夫,藤田 準,田中豊子,久保勝彦,宝木 仁,倉田昌彦,

佐藤友信,杉山武敏:mucoepidermoidcarcillOmaの二例,同上.

東谷康治,三嶋理晃,川上賢三,平林正孝,中川正晴,久野健志 =Gamma-11による Xe133持続注入法の画

像処理プログラムの開発,同上.

三嶋理晃,東谷康治,川上貿三,平林正孝,中川正活,久野健忘 :bodyboxを用いたランダム波オシレーシ

ョン法による呼吸インピーダンスの解析,同上.

安井浩明,吉田龍太郎,中川正清,三嶋理晃,川上賢三,平林正孝,久野健忘,陳 和夫 :病態時のヒト肺に

おけるインドールアミン酸素添加酵素の誘導,同上.

大成功一 :中心静脈カテテールを用いた胸腔持続 ドレナージの検討,同上.

弘野慶次郎,市谷廼雄,稲葉宣雄,鍵岡 朗 :左 SVC遺残をともなった肺静脈癖の1例,同上.

関川利幸 :エンドトキシン投与時の生化学的研究- 過酸化脂質の産生とこれに及ぼす抗酸化剤の効果を中心

として,同上.

〔誌 上 発 表〕

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :真性赤血球増加症合併肺癌の手術経験,外科治療,27:88-94,1984.

中川正清,三嶋理晃,平林正孝,川上賢三,久野健忘,東谷康治 :呼吸器疾患における肺内の血流停滞に関す

る研究(1)方法について,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度研究業績集,1984.

中川正清,三嶋理晃,平林正孝,川上賢三,久野健忘,東谷康治 :呼吸器疾患における肺内の血流停滞に関す

る研究(2)結果について,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度研究業績集,1984.

室本 仁,杉山武敏 :病理解剖における誤診例の検討 :日本医師会雑誌92(12):2137-40,1984.

平井正志,大井元晴,山岡新八,鎌苅邦彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :睡眠時呼吸異常に対する酸素吸入の効果,

厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和58年度研究業績集,1984.

大井元晴,平井正志,山岡新八,鎌苅邦彦,梅宮正志,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性呼吸不全の睡眠時呼吸異

常,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究社昭和58年度研究業績集,1984.

佐川弥之助 :姉水腫,MedicalTechnology,12:386,1984.

佐川弥之助 :肺循環- 血管外肺水分量の測定法,麻酔と R6animationセミナー,1984.

佐川弥之助 :メディカルトピックス,急性肺水腫,医学のあゆみ,129:1031,1984.

大井元晴,平井正志,山岡新八,平林正孝,加藤幹夫,佐川弥之助,仲田裕行 :睡眠時呼吸異常,日本胸部臨

床43:7-14,1984.

大井元晴,平井正志,加藤幹夫,久野健忘 :呼吸刺激剤,呼吸 3:662-672,1984.
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平井正志,大井元晴 :代謝性の異常- 代謝性アルカローシス,Medicina21,5:795-797,1984.

佐野 求,加藤幹夫 :呼吸系に作用する薬,周術期の薬と使い方,第16章,南山堂,369-389,1984.

加藤幹夫 :息切れのメカニズム,循環科学4:24-29,1984.

加藤幹夫 :血管造影,診断シリーズ ⅩⅤ肺性心,現代医療16:53-58,1984.

坪井裕志,市谷延雄,弘野慶次郎,加藤幹夫,呉山基勲 :肺手術前後の ribcagemotionの変化,呼と循32:

45-52,1984.

加藤幹夫 :呼吸不全患者の手術と呼吸管理,呼吸3:1045-1050,1984.

加藤幹夫 :血液ガスの測定法,臨床医10:42-44,1984.

石部裕一 :虚脱肺の急速再膨張が肺内水分量および肺循環に及ぼす影響の実験的検討.日本胸部疾患学会雑誌,

20(12),1077.-1083,1984.

石部裕一,末包慶太 :肺内水分量の測定法と問題点,ICU と CCU 8:177-187,1984.

石部裕一,泉 貴文,佐々木柾綱,宮本和之,中村正人,奥田隆彦,末包慶太 :食道癌手術の術後呼吸循環動

態と合併症の発生に及ぼす影響の検討,ICU と CCU 8:609-616,1984.

石部裕一 :解説,心拍出量の測定,呼吸3:879-885,1984.

佐藤公彦,久野健志 :肺水腫の病理,循環制御,第5巻第2号,1984.

石部裕一,佐々木柾網,宮本和之,中村正人,末包慶太 :心臓麻酔時の体外循環離脱期における DOP-50注

投与の効果,新薬と臨床,33:389-396･1984.

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎 :肺手術前後の ribecagemetionの変化,呼吸と循環,32:45-52,1984.

市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :Ceftizoxime(CZX)の肺組織内移行に関する研究,臨床と研究,61:313-

316,1984.

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志,山本 暁 :気管支結石症の1例報告と文献的考察,日本胸部臨床,43:31

4-319,1984.

越久仁敬, 佐藤公彦, 久野健忘, 佐川弥之助, 竹田俊男, 鈴木康弘, 樋口佳代子 (病理):肺に原発した

plasmacytomaの1例,呼吸 3(10),1329-1332,1984.

薬 剤 部 門

〔学 会 発 表〕

斉藤 寛,中島寿々代,御船正樹,尾堂順一,田中善正,千熊正彦,田中 久 :金属ポルフィリン担持陰イオ

ン交換樹脂の peroxidase様活性.第2回金属の関与する生体関連反応シンポジウム,(1984.6.京都).

桜井 弘,田中 久,中山守雄,千熊正彦 :Se-77NMR 法によるチオールアミノ酸と Se(ⅠⅤ)との反応にお

けるセレノトリスルフィドの生成の証明.第7回含硫アミノ酸研究会,(1984.8.京都).

斉藤 寛,里内美津子,川口輝久,御船正樹,尾藤順一,田中善正,千熊正彦,田中 久 :カタラーゼ様活性

を有する金属ポルフィリン担持樹脂によるメタノールの酸化.第34回錯塩化学討論会,(1984.10.長岡).

斉藤 寛,中山宏美,御船正樹,田中善正,千熊正彦,田中 久 :Peroxidase様作用を有するMn-tetrakis

(sulfophenyl)porphine担持樹脂の応用.日本分析化学会第33年会,(1984.10.名古屋).

中山守雄,右近邦郎,田中共生,千熊正彦,田中 久 :Bismuthio1-IIsulfonateを用いた極微量 Se(IV)及び

(ⅤⅠ)の分離濃縮法の開発.日本分析化学会第33年会,(1984.10.名古屋).

川勝一雄,千熊正彦,川合 満 :テオフィリン連続投与時の体内動態に及ぼす トラニラス トの影響.第34回日

本薬学会近畿支部大会,(1984･ll.西宮).

斉藤 寛,中山宏美,御船正樹,田中善正,田中 久,千熊正彦 :Peroxidaseの代りに Mn-TPPS担持樹脂

を用いたコレステロールの定量.第23回日本薬学会四国支部大会,(1984.ll.岡山).

田中 久,中川照真,千熊正彦,後藤浩利,田中共生,三位信夫,今田勝美,山本隆司 :含硫キレート生成型

樹脂による写真廃液からの鋭回収 (第 2報).日本写真学会昭和59年度秋季大会,(1984.ll.京都).
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l二誌 上 発 表〕

Nakayama,M･,Itoh,K.,Chikuma,M.,Sakurai,H.,andTanaka,H.:A new functionalresinforthe

selectivecollectionofselenium (ⅠⅤ)preparedbytheconversionanion-exchangeresinwithbismuthiol-ⅠⅠ･

Talanta,31(4),269-274(1984).

Saito,Y･,Nakashima,S･,Mifune,M.,Od(),∫.,Tanaka,Y.,Chikuma,MリandTanaka,H∴Peroxidase-like

activityofanion-exchangeresinsmodifiedwithmetallo-porphyrins.J.Pharmaco-Dynamics,8,S-15(1985)･

Itoh,K･,Nakayama,M.,Chikuma,M.,andTanaka,H.:Separationanddeterminationofselenium(IV)in

environmentalwatersamplesbyananion･exchangeresinmodifiedwithbismuthiol-1Ianddiaminonaphthalene
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